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はじめに

このマ ニ ュ アルは、富士通メ イ ン フ レームの帳票を、本装置を使用し て、富士フ イルム ビジネス イ ノ ベーシ ョ ン
社のモ ノ ク ロ高速連帳プ リ ン タ ー  Revoria Press CF191/CF168（以降、 CF191/CF168 と表記）に印刷するための
設定および運用する方法について説明し ています。

こ のマ ニ ュ アルは、本装置のシス テム設計者およびオペレー タ ーの手引き と し てご利用いただ く こ と を目的と し
て説明し ています。
こ のマ ニ ュ アルの内容についてよ く ご理解いただいた う えでご使用 く だ さ い。
なお、 プ リ ン タ ー装置の操作についてはプ リ ン タ ー装置のマ ニ ュ アルを参照 く だ さ い。

初版
2023年 4月

登録商標
本装置に関連する他社商標については、 以下のサイ ト を参照し て く だ さ い。
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/brand.html

• Revoria Press は富士フ イルム ビジネス イ ノ ベーシ ョ ン株式会社の登録商標または商標です。
• QR コ ー ドは、（株）デン ソーウ ェ ーブの登録商標です。 
• Magic Packet は、 Advanced Micro Devices,Inc. の登録商標です。
• その他各種製品名は、 各社の製品名称、 商標または登録商標です。
• こ のマ ニ ュ アルに記載されているシス テム名、 製品名等には、 必ずし も商標表示（ ®、 ™ ）を付記し ていま
せん。 

本装置は、日本国内でご使用いただくことを前提に製造・販売しております。
したがって、日本国外でのご使用はできません。
連帳プ リ ン タ ー接続モデル  取扱説明書10
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はじめに
内容と構成
このマ ニ ュ アルは、 以下の構成にな っ ています。

● 第 1章   概要

製品概要、 機能概要、 および装置外観の各部名称について説明し ています。

● 第 2章   運用方法

起動と停⽌、 環境設定、 印刷な ど の本装置の基本操作について説明し ています。

● 第 3章   Web-UI の概要

Web-UI を使用する際の動作環境、 操作画面、 各種メ ニ ュ ーの操作手順について説明し ています。

● 第 4章   Web-UI操作（メ イ ンパネル）

本装置の状態表示と主な操作（メ イ ンパネル）について説明し ています。

● 第 5章   Web-UI操作 （メ ニ ュ ーパネル／コ ン テ ン ツパネル）

本装置の状態表示と主な操作（メ ニ ュ ーパネル／コ ン テ ン ツパネル）について説明し ています。

● 第 6章   ト ラ ブルシ ュ ーテ ィ ン グ

ト ラ ブルシ ュ ーテ ィ ン グ について説明し ています。

付録と し て以下の内容を掲載し ています。

• 付録 A　仕様
• 付録 B　非互換一覧
• 付録 C　設置諸元
• 付録 D　 オ プシ ョ ン機構
• 付録 E　装置添付品
• 付録 F　周辺機器（推奨）
• 付録 G　定期保守のお願い
• 付録 H　 プ リ ン タ ー設定一覧
• 付録 I　 マー ク印刷
連帳プ リ ン タ ー接続モデル  取扱説明書11



はじめに
安全に使用していただ く ために
このマ ニ ュ アルには、 本装置を安全に正し く お使いいただ く ための重要な情報を記載し ています。
本装置をお使いになる前に、 こ のマ ニ ュ アルを熟読し て く だ さ い。 特に、 「 安全上のご注意」 (P.15) を よ く 読み
ご理解された う えで本装置をお使い く だ さ い。
ま た、 こ のマ ニ ュ アルは、 本装置の使用中にいつでも ご覧になれる よ う⼤切に保管し て く だ さ い。

■ 電波障害対策について
こ の装置は、 ク ラ ス A 機器です。 こ の装置を住宅環境で使用する と電波妨害を引き起こす こ と があ り ます。
こ の場合には使用者が適切な対策を講ずる よ う要求される こ と があ り ます。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　VCCI-A

■ アル ミ電解コ ンデンサについて
本装置のプ リ ン ト板ユニ ッ ト に使用し ている アル ミ電解コ ンデンサは寿命部品であ り、寿命が尽きた状態で使用
し続ける と、 電解液の漏れや枯渇が生じ、 異臭の発生や発煙の原因になる場合があ り ます。

目安と し て、 通常のオ フ ィ ス環境（25 ℃）で使用された場合には、 保守サポー ト期間内（5 年）には寿命に至
らないもの と想定し ていますが、高温環境下での稼働な ど、 お客様のご使用環境によ っ ては、 よ り短期間で寿命
に至る場合があ り ます。 寿命を超えた部品について、 交換が可能な場合は、 有償にて対応させていただ き ます。
なお、 上記はあ く まで目安であ り、 保守サポー ト期間内に故障しない こ と をお約束する ものではあ り ません。

■ ハ イセ イ フ テ ィ用途での使用について
本装置およびオ プシ ョ ン品は、一般事務用、 パーソナル用、家庭用、通常の産業用な ど の一般的用途を想定し た
ものであ り、 ハ イ セ イ フ テ ィ用途での使用を想定し て設計 ・製造されたものではあ り ません。
お客様は、当該ハイセ イ フ テ ィ用途に要する安全性を確保する措置を施すこ と な く 、本装置を使用しないで く だ
さ い。
ハ イ セ イ フ テ ィ用途と は、以下の例のよ う な、極めて高度な安全性が要求され、仮に当該安全性が確保されない
場合、 直接生命 ・身体に対する重⼤な危険性を伴う用途をいいます。 
• 原⼦⼒施設における核反応制御、 航空機自動⾶⾏制御、 航空交通管制、 ⼤量輸送システムにおける運⾏制
御、 生命維持のための医療用機器、 兵器システムにおける ミ サ イ ル発射制御な ど

■瞬時電圧低下対策について
本装置は、落雷によ っ て生じ た電源ユニ ッ ト の瞬時電圧低下によ り影響を受ける可能性があ り ます。瞬時電圧低
下を防ぐ ために、 無停電電源装置（UPS）のご使用を推奨し ます。

（こ の注記は、 JEITA（社団法人電⼦情報技術産業協会） が発⾏し たガ イ ド ラ イ ン 『パーソナル コ ン ピ ュ ー タ の瞬
時電圧低下対策』 に従っ ています。）

■ 「外国為替及び外国貿易法」 に基づ く特定技術について
当社の ドキ ュ メ ン ト には 「外国為替及び外国貿易法」 に基づ く特定技術が含まれている こ と があ り ます。特定技
術が含まれている場合は、当該ドキ ュ メ ン ト を輸出または非居住者に提供する と き、同法に基づ く許可が必要と
な り ます。

■ 高調波電流規格について
本装置は、 高調波電流規格 JIS C 61000-3-2 適合品です。
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はじめに
表記について
この取扱説明書は、 いろいろな絵表示を使用し ています。 これは本装置を安全に正し く ご使用いただき、 あなた
や他の人々に加え られるおそれのある危害や損害を、未然に防⽌するための目印と なる ものです。 その表示と意
味は以下のよ う にな っ ています。 内容を よ く ご理解の う え、 お読み く だ さ い。

ま た、危害や損害の内容が ど のよ う な種類のものなのかを区別するために、上記の表示と同時に以下のよ う な記
号を使っ ています。

本文中の記号について

本文中に記載されている記号については、 以下のよ う な意味があ り ます。

こ の表示を無視し て、 誤っ た取り扱いをする と、 人が死亡する可能性または重傷を負う
おそれがある こ と を示し ています。

こ の表示を無視し て、 誤っ た取り扱いをする と、 人が傷害を負う こ と があ り得る こ と と、
物的損害が生じ る危険性がある こ と を示し ています。

で示し た記号は、 警告 ・注意を促す内容である こ と を告げる ものです。 記号の中や
その脇には、 具体的な警告内容（左図の場合は感電注意）を示し ています。

で示し た記号は、 し てはいけない⾏為（禁⽌⾏為）である こ と を告げる ものです。
記号の中やその脇には、 具体的な警告内容（左図の場合は分解禁⽌）を示し ています。

で示し た記号は、 必ず⾏っ ていただ く 内容である こ と を告げる ものです。 記号の中
やその脇には、 具体的な警告内容（左図の場合は電源プ ラ グ を抜 く）を示し ています。

お使いになる と き に注意し ていただ き たい こ と を記述し ています。 必ずお読み く だ さ い。

操作や設定を⾏う う えで知っ てお く と便利な機能や使い方な ど、 本文を補足する内容を
記載し ています。
連帳プ リ ン タ ー接続モデル  取扱説明書13



はじめに
使用し ている用語について

項 用語 内容
1 JEF（ラ イ ン

プ リ ン タ モー ド）
Japanese processing Extended Feature.
富士通が独自開発した拡張漢字コ ー ド をベース と し た日本語処理機能を持つ印刷デー タ の名
称です。

2 JEF/AP（ページ
プ リ ン タ モー ド）

Japanese processing Extended Feature/Advanced Printing.
JEF の日本語処理機能に、 ア ウ ト ラ イ ン フ ォ ン トやページ単位の制御な ど を加える こ と で、
表現の自由度を⼤き く高めた拡張印刷デー タ の名称です。

3 dpi Dot Per Inch.
プ リ ン タ ーの解像度（ド ッ ト密度）を表す単位記号です。 約 25.4mm（1 イ ン チ）あた り に
印刷される ド ッ ト数を表し ます。

4 CPI Character Per Inch.
約 25.4mm（1 イ ン チ）あた り に印刷でき る文字数を表し ます（文字ピ ッ チ と も言います）。

5 LPI Line Per Inch.
約 25.4mm（1 イ ン チ）あた り に印刷でき る⾏数を表し ます（⾏ピ ッ チ と も言います）。

6 坪量 (g/m2) 1㎡あた り の用紙の重さ（用紙の厚さ を示す単位）です。
7 連量 (kg) 四六判用紙 1000枚の重さ（用紙の厚さ を示す単位）です。
8 GS1-128 医療用な ど に使用される GS1-128 コ ー ド（旧 UCC/EAN-128）です。
9 GS1-128

（料⾦代理収納）
公共料⾦な ど代理収納 GS1-128 コ ー ド（（旧 UCC/EAN-128）コ ン ビ ニ料⾦代理収納用）で
す。

10 CF191/CF168 富士フ イルム ビジネス イ ノ ベーシ ョ ン社のモ ノ ク ロ高速連帳プ リ ン タ ー Revoria Press 
CF191/CF168 です。
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安全上のご注意

設置時の注意事項

■準備

■輸送、 開梱、 設置

本装置は、 情報技術機器の関連する安全規則に準拠し ています。 本装置を設置する際は、 保
守技術員（担当 CE）にご連絡 く だ さ い。
こ のマ ニ ュ アルには、 ハー ド ウ ェ アの設置作業の一部と し てユーザーが注意すべき点や禁⽌
事項、 および保守技術員（担当 CE）または担当者が⾏う べき作業に関する情報を記載し てい
ます。

• 本装置が寒い環境か ら操作室に移動された場合、 結露が生じ る場合があ り ます。 本装置が
室温で温ま り、 完全に乾いた状態になる まで、 本装置の起動を実施しないで く だ さ い。
順応時間は、 本装置の構成や搭載によ り異な り ますが、 最低でも 12時間以上必要です。

• 本装置の開梱か ら、 設置および装置を使用開始する まで、 本装置に関する設置要件や取扱
情報の指示に従っ て く だ さ い。 設置要件には、 設置場所の⼤き さ、 電気値、 必要な環境、
気候条件な ど が含まれます。

• 湿気 ・ ほ こ り ・ 油煙の多い場所、 通気性の悪い場所、 火気のある場所に設置しないで く だ
さ い。
故障 ・火災 ・感電の原因と な り ます。

• 電源ケーブルおよび各種ケーブル類に足がひ っ かかる場所には設置しないで く だ さ い。
故障の原因と な り ます。

• テ レ ビやス ピー カ ーの近 く な ど、 強い磁界が発生する場所には設置しないで く だ さ い。
故障の原因と な り ます。

• 腐食性ガスが発生する地域や塩害地域では使用しないで く だ さ い。
故障の原因と な り ます。
腐食性ガスや塩風は、 装置を腐食させ、 誤動作、 破損、 および装置寿命を著し く 短 く する
原因と な り ますので、 空気清浄装置を設置するな ど の対策が必要にな り ます。 ま た、 塵埃
が多い場所についても、 記憶媒体の破損、 冷却の妨げな ど に よ り、 誤動作や寿命短縮の原
因と な り ます。

- 腐食性ガスの発生源と し ては、 化学工場地域、 温泉／火山地帯な ど があ り ます。
- 塩害地域の目安と し ては、 海岸線か ら 500m以内と な り ます。

• 本装置の上に重量物を載せないで く だ さ い。 ま た、 本装置の上に物を落と し た り、 衝撃を
与えた り しないで く だ さ い。 バ ラ ン スが崩れて倒れた り、 落下し た り し てけがの原因と な
り ます。 ま た、 本装置が故障し た り誤動作を し た り する場合があ り ます。
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安全上のご注意
■ ケーブル類の接続

■電源へのシステムの接続

• 地震発生時の転倒防⽌のために、 ラ ッ ク シス テム設計の際には必ず装置／ラ ッ ク の固定な
ど の耐震対策を⾏う必要があ り ます。 担当営業員にご相談 く だ さ い。
本装置（ラ ッ ク シス テムを含む）は、 250gal（震度 5強相当）以下の振動では問題な く
動作される よ う に設計されています。

• 本装置は、 水平で安定し た場所、 および⼤きな振動の発生しない場所に設置し て く だ さ
い。 振動の激しい場所や傾いた場所な ど の不安定な場所は、 装置が落ちた り倒れた り し て
けがの原因にな り ますので、 設置しないで く だ さ い。

• 本装置を移動する と きは、 必ず電源を切り、 ケーブル類を外し て く だ さ い。

荒天時にデー タ転送路を接続し た り、 接続を切断し た り しないで く だ さ い（落雷の危険があ
り ます）。
ケーブル類を接続する場合または接続を取り外す場合、 必ずプ ラ グ を持っ て作業を⾏っ て く
だ さ い。 ケーブルは絶対に引っ張らないで く だ さ い。 ケーブルを引っ張る と、 ケーブルがプ
ラ グか ら外れる可能性があ り ます。
損傷し た り曲が っ た り する危険がないよ う にケーブルを配線し ます。

現地の電源環境が、 本装置の定格電圧に適合する こ と を確認し て く だ さ い。 要件を満た さな
い場合は、 本装置が損傷または破損する こ と があ り ます。

• 運用を開始する前に、 すべてのケーブル類が正常であ り、 破損し ていない こ と を確認し て
く だ さ い。 特に、 ケーブルが曲が っ ていない こ と、 角にきつ く 配線し ていない こ と、 ケー
ブルの上に何も配置されていない こ と を確認し て く だ さ い。 ま た、 すべての コ ネ ク タ が
し っ か り と固定されている こ と を確認し て く だ さ い。 ケーブルに不具合や、 配線に不備が
ある と、 健康を害し た り（感電）ほかのデバイ ス を損傷するおそれがあ り ます。

• 電源プ ラ グのある本装置は、 使用する国の安全性試験に合格し た AC交流電源ラ イ ン を備
えてお り、 認可済みの耐衝撃ソケ ッ ト にのみ接続でき ます。 これ以外のものに接続する と
感電するおそれがあ り ます。

• 本装置のソケ ッ ト ま たは PE（保護接地）壁コ ンセン ト の周辺に障害物がな く 、 緊急時に
は誰でも電源プ ラ グ を ソ ケ ッ ト か ら抜 く こ と ができ る よ う にな っ ている こ と を確認し て く
だ さ い。 ま た、 ソ ケ ッ ト を電源回路か ら切断する ブ レー カ ーが建物内に設置されている必
要があ り ます。

• 故障時または整備が必要な状況が発生し た場合（デー タ の格納やケーブルに不具合がある
場合、 液体や異物が本装置に⼊っ た場合な ど）は、 電源が遮断される こ と があ り ます。
建物内の設置に関する問題は、 必要に応じ て建物の管理者に連絡し て く だ さ い。
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安全上のご注意
• 指定された電源電圧以外の電圧で使用しないで く だ さ い。 ま た、 タ コ足配線を しないで く
だ さ い。
火災 ・感電の原因と な り ます。

• 濡れた手で電源プ ラ グ を抜き差し しないで く だ さ い。
感電の原因と な り ます。

• 電源ケーブルを傷つけた り、 加工し た り しないで く だ さ い。
重い物を載せた り、 引っ張っ た り、 無理に曲げた り、 ねじ っ た り、 加熱し た り する と電源
ケーブルを傷め、 火災 ・感電の原因と な り ます。

• 電源ケーブルや電源プ ラ グが傷んだ と き、 コ ンセン ト の差し込み口がゆるい と きは使用し
ないで く だ さ い。
そのま ま使用する と、 火災 ・感電の原因と な り ます。

• 電源ケーブルを折り曲げるな ど し て束ねた状態で使用しないで く だ さ い。
ケーブルは伸ばし て使用し て く だ さ い。 そのま ま使用する と、 火災の原因と な り ます。

• 電源プ ラ グ を抜 く と きは電源ケーブルを引っ張らず、 必ず電源プ ラ グ を持っ て抜いて く だ
さ い。
電源ケーブルを引っ張る と、 電源ケーブルの芯線が露出し た り断線し た り し て、 火災 ・感
電の原因と な り ます。

• 電源プ ラ グの電極、 および コ ンセン ト の差し込み口にほこ り が付着し ている場合は、 乾い
た布でよ く 拭いて く だ さ い。
そのま ま使用する と、 火災の原因と な り ます。

電源を投⼊する前に、 必ずアース接続を し て く だ さ い。
アース接続ができない場合は、 担当営業員にご相談 く だ さ い。
万一漏電し た場合、 火災 ・感電の原因と な り ます。
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安全上のご注意
操作中の注意事項

• 貴⾦属、 ク リ ッ プな ど の異物や液体が本装置に⼊らないよ う に し て く だ さ い。
感電や短絡（シ ョ ー ト）が発生する可能性があ り ます。

• 本装置の使用中に換気が正常に⾏えない と、 装置の温度上昇が発生する危険があ り ます。
換気口がふ さ がれていない こ と、 およびほ こ り で汚れていない こ と を確認し て く だ さ い。
換気口がふ さ がれている と、 操作に支障を きたす こ と があ り ます。

• 本装置が正常に使用でき るのは、 格納カバーを正し く 取り付け、 ド ア を閉めた状態の場合
のみです（冷却、 防火、 電界、 磁界、 電磁界に対する遮蔽）。
こ の要件を満たす場合に、 EMC（電磁環境両⽴性）に適合し た限界値が適用されます。

• 故障時および整備中は電源プ ラ グ を抜いて く だ さ い。
本装置の電源を切っ て も、 本装置は回路か ら切断されません。 故障時や整備時には、 本装
置の電源プ ラ グ を抜 く必要があ り ます。
以下の手順を⾏っ て く だ さ い。

(1) 本装置の電源を切断する
(2) メ イ ン  プ ラ グ を抜 く
(3)修理相談窓口に連絡する

本装置が無停電電源装置（UPS）に接続されている と きは、 UPS の電源プ ラ グ を抜いても
引き続き動作し ます。 こ の場合は、 UPS のユーザーマ ニ ュ アルに従っ て、 UPS をシ ャ ッ
ト  ダ ウ ンする必要があ り ます。

• 周辺機器もまた、 配電か ら切断し ただけでは電源を切っ た こ と にはな り ません。 主電源か
ら完全に切断するためには、 電源プ ラ グ を抜 く 必要があ り ます。

• 本装置の上または近 く に花びん ・ 植木鉢 ・ コ ッ プな ど の水や液体が⼊っ た容器、 ⾦属物を
置かないで く だ さ い。
故障 ・火災 ・感電の原因と な り ます。

• 清掃の際、 清掃用ス プ レー（可燃性物質を含む物）を使用しないで く だ さ い。
故障 ・火災 ・感電の原因と な り ます。

• 本装置の上に重量物を載せないで く だ さ い。 ま た、 衝撃を与えないで く だ さ い。
バ ラ ン スが崩れて倒れた り、 落下し た り し てけがの原因と な り ます。

• CD/DVD ド ラ イ ブな ど の差し込み口に指な ど を⼊れないで く だ さ い。
けがの原因と な り ます。

• 携帯電話な ど を本装置に近づけて使用しないで く だ さ い。
本装置が正し く動作しないおそれがあ り ます。

• 周囲で殺虫剤な ど を使っ て害虫駆除を⾏う場合には、 本装置を停⽌し、 ビ ニールな ど で保
護し て く だ さ い。
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安全上のご注意
整備上の注意事項

■拡張、 修理

• 本装置を移動する場合は、 必ず電源プ ラ グ を コ ンセン ト か ら抜いて く だ さ い。 ま た、 電源
ケーブルな ど も外し て く だ さ い。
作業は足元に十分注意し て⾏っ て く だ さ い。 電源ケーブルが傷つき、 火災 ・感電の原因と
な っ た り、 本装置が落ちた り倒れた り し てけがの原因と な り ます。

• ⻑時間本装置を使用しない と きは、 安全のため必ず電源プ ラ グ を コ ンセン ト か ら抜いて く
だ さ い。
火災 ・感電の原因と な り ます。

• 万一、 本装置か ら発熱や煙、 異臭や異⾳がするな ど の異常が発生し た場合は、 ただ ちに本
装置の電源を切り、 必ず電源プ ラ グ を コ ンセン ト か ら抜いて く だ さ い。 その後修理相談窓
口に連絡し て く だ さ い。
お客様自身によ る修理は危険です。 絶対に修理しないで く だ さ い。
異常状態や不適切な修理のま ま使用する と、 火災 ・感電の原因と な り ます。

• 異物（水 ・⾦属⽚ ・液体な ど）が本装置の内部に⼊っ た場合は、 ただ ちに本装置の電源を
切り、 電源プ ラ グ を コ ンセン ト か ら抜いて く だ さ い。 その後、 修理相談窓口に連絡し て く
だ さ い。
そのま ま使用する と、 火災 ・感電の原因と な り ます。

本装置がス ラ イ ド レール式ラ ッ ク に取り付け られている場合は、 本装置を ラ ッ
ク か ら引き出しすぎないよ う に気を付けて く だ さ い。 本装置が ラ ッ ク か ら落下
し て、 本装置が破損し た り、 けがをするおそれがあ り ます。

本装置の修理は認可された資格者だけが⾏う こ と ができ ます。 不適切な修理を⾏う と、 著し
い危険が伴う こ と があ り ます（感電、 火災）。

不正に本装置や本装置の各部品を解体する こ と は非常に危険です。 不正に本装置や本装置の
各部品を解体する と、 保証の無効および賠償の対象外と な り ます。

• 本装置を勝手に改造しないで く だ さ い。
火災 ・感電の原因と な り ます。

• 本装置のカバーや差し込み口に付いている カバーは取り外さないで く だ さ い。
内部の点検、 修理は修理相談窓口にご連絡 く だ さ い。 内部には電圧の高い部分があ り、 感
電の原因と な り ます。
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安全上のご注意
ラ ッ ク  キ ャ ビ ネ ッ ト の取り扱い

ラ ッ ク  キ ャ ビ ネ ッ ト を取り扱う う えで、 安全に関する注意事項を示し ます。

• ラ ッ ク の固定
ラ ッ ク が倒れないよ う に必ず固定し て く だ さ い。
ス タ ビ ラ イザーを設置する必要のあるシス テムおよび ラ ッ ク  キ ャ ビ ネ ッ トは、 必ず適切
な部品を使用し てス タ ビ ラ イザーを取り付けて く だ さ い。
ただ し、 ラ ッ ク が固定されている場合でも、 ス ラ イ ド式のモジ ュ ールがレールか ら外れる
おそれがあ り ます。 複数のモジ ュ ールが同時に引き出された場合、 ラ ッ ク の安定性が保た
れない事態が発生する こ と があ り ます。

• 過負荷の防⽌
同じ回路に多数のデバイ スが接続されている場合は、 電流分布に過負荷が生じ ていない こ
と を確認し て く だ さ い。 製品の タ イ プ表示に記載されている公称値に従っ て く だ さ い。

• シス テムの接地
システムのアース（アース線）はサーバー  デバイ ス ま たは周辺機器に接続されます。
ラ ッ ク  キ ャ ビ ネ ッ ト の接地は、 電気保安上は必要ではあ り ませんが、 特定の基準および
標準に準拠する必要がある場合があ り ます。
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安全上のご注意
静電気敏感性コ ンポーネン ト を含むモジ ュ ール（EGB/ESD）

EGB と は ESD（静電気放電）の こ と で、 静電気放電に脆弱なコ ンポーネン ト を保護し、 損傷や破損が発生しな
いよ う にするために⾏う処置を指し ます。静電気敏感性コ ンポーネン ト を含むシス テムやモジ ュ ールには、通常
以下のよ う な識別表示があ り ます。

静電気敏感性コ ンポーネン ト を
含むモジ ュ ールの表示

静電気敏感性コ ンポーネン ト が破損する こ と を防ぐ ため、 以下の処置を⾏っ て く だ さ い。

• モジ ュ ールの設置および取り外しの準備
静電気敏感性コ ンポーネン ト を含むモジ ュ ールに触れる前に、（接地されている ものに触
れるな ど し て）静電気を放電し て く だ さ い。

• 保護を確実にするため、 こ の タ イ プのモジ ュ ールを取り扱う際に手首に人体接地用バン ド
（リ ス ト ス ト ラ ッ プ）を装着し ている場合は、 リ ス ト ス ト ラ ッ プ をシス テムの塗装されて
いない非導電の⾦属部分に接続し て く だ さ い。

• 静電気を発生させない道具のみを使用し て く だ さ い。
• コ ンポーネン ト を取り付けまたは取り外す前に、 本装置の電源を切断し、 本装置の電源
コ ー ド を抜いて く だ さ い。

• モジ ュ ールの運搬
モジ ュ ールの端部分のみを触れる よ う に し て く だ さ い。 モジ ュ ールの端⼦ピ ンや伝導路に
触れないで く だ さ い。

• モジ ュ ールの取り付け と取り外し
モジ ュ ールを取り付けおよび取り外す際に、 リ ス ト ス ト ラ ッ プ を着用するか、 ま たは⾦属
質のものに手を触れて、 人体の静電気を放電し て く だ さ い。
静電気を放電せずに作業を⾏う と、 本装置が故障するおそれがあ り ます。
作業中はセロ フ ァ ンの包装（菓⼦類やタバ コな ど）に触らないで く だ さ い。 これら の包装
に触れる と、 静電気が増加し ます。

• モジ ュ ールの保管
モジ ュ ールは常時、 保護 ESD包装に⼊れて保管し て く だ さ い。 保護 ESD包装は損傷がな
い状態である必要があ り ます。 極度に折り目が付いた り、 穴が開いた り し ている保護 ESD
包装は、 静電気に対する保護にな り ません。
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第 1章 概要

1.1 製品概要
本装置は、富士通メ イ ン フ レームか ら FCLINK（*1）接続で CF191/CF168 へ印刷するための中継を⾏う装置です。
本装置を経由する こ と に よ り、 富士通メ イ ン フ レームか ら、 FCLINK/CTS チ ャ ネル経由での JEF（ラ イ ン プ リ ン
タ モー ド）および JEF/AP（ページプ リ ン タ モー ド）の形式のデー タ を印刷でき ます。本装置の操作や設定は、運
用管理端末の Web ブ ラ ウザか ら⾏います（Web-UI操作）。
なお、本装置はプ リ ン タ ー装置への印刷デー タ送信終了で処理が完了と な り、 その後プ リ ン タ ー装置側で印刷処
理が⾏われます。 そのため、 従来装置（PS5600C）と比べて印刷完了までに若⼲の タ イム ラ グが発生し ます。
ま た、 本装置は CF191/CF168 での印刷状態を監視し ていないため、 印刷中に発生する用紙なしや用紙づま り な
ど のエ ラ ーは検知／通知でき ません。実際の印刷状態や結果については、 プ リ ン タ ー装置側（操作パネルまたは
Print Station）でご確認の う え、 必要に応じ て リ カバ リ ー操作な ど を⾏っ て く だ さ い。

図 1.1 本装置の接続例
*1: コ ン ソール ・ テープ接続機構（CTS）も含みます。
*2: 2 チ ャ ネルス イ ッ チ（PS-R100A51）オプシ ョ ンの導⼊が必要です。
*3: Print Station は CF191/CF168 のオ プシ ョ ン ソ フ ト ウ ェ ア にな り ます。 運用管理端末へのイ ン ス ト ールも可能です。
*4: プ リ ン タ ー装置の画像は富士フ イルム ビジネス イ ノ ベーシ ョ ン社提供
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第 1章　概要
  1.2　機能概要
1.2 機能概要
本装置は、富士通メ イ ン フ レームか ら FCLINK／ CTS チ ャ ネル経由で CF191/CF168 へ印刷するための中継を⾏
います。 本装置はチ ャ ネル印刷に関する以下の機能を提供し ます。

• 富士通メ イ ン フ レームか ら の印刷デー タ を CF191/CF168 へ送信
• チ ャ ネル印刷に関連する各種設定（「5.1.5 印刷設定（一般設定）」 (P.82)〜 「5.1.8 印刷設定（JEF/AP設定）」

(P.92)参照）
• 本装置の状態表示（「4.2 装置状態表示エ リ ア①」 (P.47)参照）
• チ ャ ネル接続の ON Line／ OFF Line の操作（「5.1.10 チ ャ ネル設定」 (P.96)参照）
• 印刷デー タ の ク リ ア プ リ ン ト／デー タ キ ャ ンセルの操作（「5.1.12 デー タ操作」 (P.99)参照）

1.3 各部の名称

1.3.1 前面

前面にある各部の名称と動作について説明し ます。 本装置前面には以下の部品があ り ます。
• コ ン ト ロ ールパネル
• 内蔵ソ リ ッ ド ス テー ト ド ラ イ ブ（以降、 SSD と記載）

図 1.2  フ ロ ン トパネル
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第 1章　概要
  1.3　各部の名称
■ フ ロ ン トパネルの コ ン ト ロ ールのボ タ ン と表示ラ ン プ
フ ロ ン トパネルの コ ン ト ロ ールにあるボ タ ンおよび表示ラ ン プの名称と動作について説明し ます。

図 1.3 フ ロ ン トパネルの コ ン ト ロ ールのボ タ ン と表示ラ ン プ

表 1.1 コ ン ト ロ ールパネルのボ タ ン と表示ラ ン プ

USB コ ネ ク タ、 DVD ド ラ イ ブは保守作業時に使用し ます。

項番 名称 機能
（1） リ セ ッ ト ボ タ ン

（RESET）
本ボ タ ン を押す と本装置が リ ブー ト し ます。

（2） 保守用ボ タ ン
（NMI）

お客様は本ボ タ ン を使用しないで く だ さ い。

（3） ID ボ タ ン／
ID ラ ン プ

本ボ タ ン を押す と本装置の前面および背面の ID ラ ン プが同期し て点灯し ます。
消灯するにはも う一度本ボ タ ン を押し ます（*1）。
*1: ID ラ ン プはト ラ ブル時にも点灯する場合があ り ます。

（4） CSS表示ラ ン プ 本ラ ン プが点灯 ・点滅し た場合は 「第 6章 ト ラ ブルシ ュ ーテ ィ ン グ」 (P.132) を参照し て
く だ さ い。

（5） 保守ラ ン プ 本ラ ン プが点灯 ・点滅し た場合は保守技術員（担当 CE）に連絡して く だ さ い。
（6） SSD ア ク セス

表示ラ ン プ
SSD ア ク セス中に緑色に点滅し ます。 詳細な SSD の状態は、 「■ SSD ド ラ イ ブの表示ラ
ン プ」 (P.26) を参照し て く だ さ い。

デー タ損失の可能性があ り ますので、 お客様は本ボ タ ン を使用
しないで く だ さ い。

本ボ タ ンは保守技術員（担当 CE）のみ使用し ます。
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第 1章　概要
  1.3　各部の名称
（7） 電源ボ タ ン • 本装置の電源が OFF で主電源に接続されている場合に、 電源ボ タ ン を押す と本装置の
電源を投⼊する こ と ができ ます。

• 本装置の電源が ON の場合に、 本装置の電源を切断し、 ス タ ンバイ モー ド にでき ます。
通常、 本装置の電源を OFF にする場合は、 Web-UI か ら実施し て く だ さ い（「4.9 装置
操作ボ タ ン エ リ ア」 (P.56) の電源ボ タ ン参照）。

電源ボ タ ンは以下の と お り点灯し ます。

（8） 電源表示ラ ン プ
（AC接続）

電源ボ タ ンの右側にあ り ます。
電源表示ラ ン プは以下の と お り点灯し ます。

項番 名称 機能

状態 説明
緑色に点灯 電源ON

消灯 電源OFF

緑色にゆ っ く り点滅 本装置の監視／電源制御機能を起動中

• 印刷処理中や本装置に印刷デー タ が残っ ている状態（「4.8 デー タ ラ ン プ表示エ リ
ア」 (P.56)参照）で電源ボ タ ン を操作する と印刷デー タ が失われる危険があ り ま
す。

• 電源ボ タ ンで主電源を切る こ と はでき ません。
主電源を切るには、 電源プ ラ グ を抜き ます。

状態 説明
消灯 電源OFF で主電源に接続されていない、 ま たは

電源ON で正常動作中
緑色に点灯 電源OFF で主電源に接続されている

（ス タ ンバイ モー ド）

本装置を主電源に接続したあ と、 ス タ ンバイ モー ド に切り替わる まで約 60秒かか り
ます。
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第 1章　概要
  1.3　各部の名称
■ SSD ド ラ イ ブの表示ラ ン プ
ド ラ イ ブ にある表示ラ ン プの名称と動作について説明し ます。

図 1.4 ド ラ イ ブの表示ラ ン プ

表 1.2 ド ラ イ ブの表示ラ ン プ

項番 名称 機能
（1） ア ク セス ラ ン プ SSD ア ク セス時、 緑色に点灯し ます。
（2） 故障ラ ン プ SSD故障時、 オ レ ンジ色に点灯し ます。 故障ラ ン プ点灯時は保守技術員（担当 CE）に連

絡し て く だ さ い。
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第 1章　概要
  1.3　各部の名称
1.3.2 背面

背面にある各部の名称と動作について説明し ます。 本装置背面には以下の部品があ り ます。

• 電源ユニ ッ ト
• FCLINK カ ー ド  

図 1.5 背面と電源ユニ ッ ト

*1: 2 チ ャ ネルス イ ッ チ（PS-R100A51）オプシ ョ ン を導⼊し た場合に搭載されます。

USB コ ネ ク タは保守作業時に使用し ます。
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第 1章　概要
  1.3　各部の名称
表 1.3 背面と電源ユニ ッ ト

図 1.6 FCLINK カ ー ド（標準）

表 1.4 FCLINK カ ー ド

項番 名称 機能
（1） 保守ラ ン プ

／ ID ラ ン プ
／ CSS ラ ン プ

保守ラ ン プは以下の と お り点灯 ・点滅し ます。 オ レ ンジ色に点灯 ・点滅し た場合は、 保守
技術員（担当 CE）に連絡して く だ さ い。

本装置前面の ID ボ タ ン を押す と、 前面および背面の本 ID ラ ン プが同期し て⻘色に点灯し
ます。
消灯するには再度ボ タ ン を押し ます。

（2）
（3）
（4）

LAN リ ン ク
／転送

LAN コ ネ ク タ の確⽴時、 緑色に点灯し ます。
LAN接続がない場合、 消灯し ます。
LAN デー タ転送中、 緑色に点滅し ます。

（5）
（6）
（7）

LAN速度 LAN転送速度が 1Gbit/s のデー タ ト ラ フ ィ ッ ク がある場合、 ⻩色に点灯し ます。
LAN転送速度が 100Mbit/s のデー タ ト ラ フ ィ ッ ク がある場合、 緑色に点灯し ます。
LAN転送速度が 10Mbit/s のデー タ ト ラ フ ィ ッ ク がある場合、 消灯し ます。

（8） 電源ユニ ッ ト
表示ラ ン プ

本装置の電源を切る と緑色に点滅し ますが、 主電源電圧は存在し ます（ス タ ンバイ モー
ド）。
本装置の電源が⼊り、 正常に動作している場合、 緑色に点灯し ます。
オ レ ンジ色の点滅 ・点灯の場合は、 保守技術員（担当 CE）に連絡して く だ さ い。

状態 説明
オレ ンジ色に点灯 故障の予兆を検出し た と き
オ レ ンジ色に点滅 故障 ・異常を検出し た と き
消灯 故障を検知し ていない場合

機能
富士通メ イ ン フ レーム と の イ ン タ ー フ ェ ース と し て、 以下の と お り点灯 ・点滅し ます。

状態 説明
（1）（2）（3）すべて消灯 接続断状態
（1）が⻩色に点灯 通信状態（初期化中）
（1）が⻩色に点滅 通信状態（初期化完了）
（2）と（3）が交互点滅 フ ァ ームウ ェ ア エ ラ ー
（1）が点滅 通信状態
（1）が点灯 リ ン ク状態
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第 1章　概要
  1.4　接続構成
1.4 接続構成
本装置の接続構成例を図 1.7 に示し ます。

図 1.7 接続構成例
*1: 富士通メ イ ン フ レーム と CF191/CF168 の設置場所を離す場合は、SCL5 を使用し て富士通メ イ ン フ レーム と本装置の接

続距離を延⻑する構成と し て く だ さ い。
*2: 2 チ ャ ネルス イ ッ チ（PS-R100A51）オプシ ョ ン を導⼊し た場合の構成です。
*3: UPS は周辺機器です。 推奨する UPS は 「付録 F 周辺機器（推奨）」 (P.151) を参照し て く だ さ い。
*4: 本装置を無停電電源装置（UPS）に接続する場合は、 運用管理端末が接続されているネ ッ ト ワ ー ク に接続し て く だ さ

い。 また、 UPS 専用のネ ッ ト ワー ク マネジ メ ン ト カ ー ド（NMC）が必要です。 UPS の設定はご使用の UPS の取扱説
明書およびネ ッ ト ワー ク マネジ メ ン ト カ ー ド のユーザーズガ イ ド を参照し て く だ さ い。

*5: 運用管理端末はセキ ュ リ テ ィ が確保されたネ ッ ト ワー ク に設置し、 外部か ら の攻撃リ ス ク を回避し て く だ さ い。
*6: 運用管理端末はプ リ ン タ ーのパネル機能も補っ ているため、 CF191/CF168近傍に設置する こ と を推奨し ます。

本装置は、 2Gbps/4Gbps の転送速度はサポー ト し ていません。
FCLINK カ ー ド（オ プシ ョ ン）は上下逆搭載と なるため、 LED順序が逆にな り ます。

*4

FCLINK/CTS

FCLINK/CTS FCLINK

FCLINK LAN2

LAN1

UPS *3

LAN LAN

LAN

CF191/CF168

2

*2

*1

*5 *6
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第 1章　概要
  1.5　印刷機能
1.5 印刷機能
印刷機能について説明し ます。印刷機能には以下の種類があ り ます。なお、本装置の印刷機能は PS5000 シ リ ー
ズの BMC/ プ リ ン タ接続機構（PSD）接続時の機能に準拠し ています。
• 文字セ ッ ト管理
• フ ォ ームオーバレ イ
• 複写修正
• 図形印刷
• イ メ ージ印刷
• 文字修飾
• バー コ ー ド印刷

1.5.1 バー コ ー ド印刷

バー コ ー ド印刷では、 以下に示す形式のバー コ ー ド が印刷でき ます。

• NW-7
• JAN（標準／短縮）
• CODE39
• Industrial 2 of 5
• Interleaved 2 of 5
• 物流商品コー ド
• Matrix 2 of 5
• UPC（バージ ョ ン  A/E）
• EAN13
• カ ス タ マバー コ ー ド
• 書留用バー コ ー ド（*1）
• GS1-128, GS1-128（料⾦代理収納用）（*2）
• QR コ ー ド（モデル 2）、 マ イ ク ロ QR コ ー ド（*3）

*1: JEF（ラ イ ン プ リ ン タ モ ー ド）のみサポー ト し ています。 JEF/AP（ページプ リ ン タ モ ー ド）での書留用バー コ ー ド
印刷は非サポー ト です。

*2: JEF（ラ イ ン プ リ ン タ モー ド）で使用する場合は、拡張バー コ ー ド出⼒機構（PS-R100A55）オプシ ョ ンが必要です。
*3: QR コ ー ド出⼒機構（PS-R100A56）オプシ ョ ンが必要です。

バー コ ー ドは従来装置（PS5600C) と CF191/CF168 の解像度の違いによ り⼤き さ が変わる場合があ り ます。
ま た、 バー コ ー ド読取装置によ っ ては読み取り率が異な り ます。 運用に先⽴ち十分な事前確認を⾏っ て く だ さ
い。
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第 1章　概要
  1.6　運用イ メ ージ
1.6 運用イ メ ージ

●起動と停⽌
本装置は、 電源連動機能は有し ていません。 本装置の起動／停⽌は手動で⾏います。
詳細については、 「2.3 運用の手順」 (P.35) を参照し て く だ さ い。

● 印刷操作
富士通メ イ ン フ レ ームか ら印刷ジ ョ ブ を起動する と、 本装置を操作する こ と な く 事前に登録し た印刷設定
（「5.1.5 印刷設定（一般設定）」 (P.82) 〜 「5.1.8 印刷設定（JEF/AP 設定）」 (P.92) 参照）で印刷を⾏う こ と が
でき ます。 なお、 あ ら か じ め登録し ておいた用紙情報で印刷する場合は、印刷時に任意の用紙情報を選択し、
印刷し て く だ さ い（「5.1.4 用紙設定」 (P.76)参照）。

● 印刷中の異常発生時の対処
印刷中にプ リ ン タ ー装置で異常が発生し た場合は、 プ リ ン タ ー装置側で要因を取り除いたあ と リ カバ リ ー操
作を⾏っ て く だ さ い。
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第 2章 運用方法

2.1 設定項目の確認
本装置で運用開始前に実施する初期設定と、 運用中に実施する操作や表示項目を表 2.1 に示し ます。
ま た、 CF191/CF168 の設定項目は 「付録 H プ リ ン タ ー設定一覧」 (P.153) を参照 く だ さ い。

表 2.1 初期設定と運用中の操作／表示項目

*1: 従来装置（PS5600C）または本装置か ら の移⾏時に設定した値を引き継ぐ こ と ができ ます。
*2: 保守技術員（担当 CE）の作業です。
*3: 印刷濃度の設定はでき ません。 従来装置（PS5600C）か ら用紙情報を引き継いだ場合は、 引き継ぎ時の印刷濃度が参

考値と し て表示されます。

分類 操作／設定／表示項目 備考
初期設定 コ ン ビ ニ -EAN128 の設定 「5.1.5 印刷設定（一般設定）」

(P.82)参照
用紙情報の
登録

従来装置か らの引継ぎ（*1）（*2）（*3） 「5.1.4 用紙設定」 (P.76)参照
新規登録

JEF、 JEF/AP
一般設定

印刷開始制御 「5.1.5 印刷設定（一般設定）」
(P.82)参照

チ ャ ネル設定
（ON Line/OFF Line、 A Channel/B Channel他）

「5.1.10 チ ャ ネル設定」 (P.96)参
照

JEF設定 印字幅 「5.1.6 印刷設定（JEF設定）」
(P.84)参照EAN128目視文字位置

第 2FPD の登
録

従来装置か らの引継ぎ（*1）
（*2）
新規登録（*4）

JEF/AP設定 EAN128目視文字位置 「5.1.8 印刷設定（JEF/AP設定）」
(P.92)参照

ネ ッ ト ワー ク ア ド レ ス設定 「5.2.1 ネ ッ ト ワー ク設定」 (P.107)
参照

パス ワー ド変更操作 「5.2.8 パス ワー ド変更」 (P.129)
参照

Web-UI ア ク セス制限 「5.2.3 ア ク セス制御設定」 (P.114)
参照

日時設定 「5.2.4 日時設定」 (P.115)参照
NTP によ る日時同期設定

運用中の操作／
表示項目

ス タ ー ト／ス ト ッ プ／リ セ ッ ト操作 「4.9 装置操作ボ タ ン エ リ ア」
(P.56)

用紙情報の選択 「5.1.4 用紙設定」 (P.76)参照
チ ャ ネル設定 「5.1.10 チ ャ ネル設定」 (P.96)参

照
用紙⻑の設定（*5） 「5.1.11 用紙⻑設定」 (P.98)参照
デー タ キ ャ ンセル操作 「5.1.12 デー タ操作」 (P.99)参照
ク リ ア プ リ ン ト操作
デー タ ラ ン プの表示 「4.8 デー タ ラ ン プ表示エ リ ア」

(P.56)参照
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  2.2　印刷運用の流れ
*4: 新規に登録する場合は富士通メ イ ン フ レームか ら の登録操作が必要です。
*5: FCB 定義がないジ ョ ブ を印刷する場合、 デ フ ォ ル ト用紙⻑（初期値︓「11 イ ン チ」）の設定が必要です。 該当ジ ョ ブ を

印刷する際は、 あ ら か じめ適用する用紙⻑を Web-UI（一般ユーザーモー ド）で設定して く だ さ い。

2.2 印刷運用の流れ
こ こでは本装置を使用し た印刷運用の流れについて説明し ます。

Web-UI のパネルの説明および設定画面については、 以下を参照し て く だ さ い。
• 「第 3章 Web-UI の概要」 (P.41)
• 「第 4章 Web-UI操作（メ イ ンパネル）」 (P.46)
• 「第 5章 Web-UI操作 （メ ニ ュ ーパネル／コ ン テ ン ツパネル）」 (P.63)

2.2.1 運用開始前の準備と設定

(1) 「運用管理端末の準備」

(2)「本装置の設定」

(3) プ リ ン タ ー装置の設定（「付録 H プ リ ン タ ー設定一覧」 (P.153) を参照）

■運用管理端末の準備
Web-UI 操作は、 運用管理端末の Web ブ ラ ウザか ら LAN 経由で⾏います。 運用管理端末は、 お客様ご自身で
別途ご用意いただ く 必要があ り ます。運用管理端末の詳細は 「1.4 接続構成」 (P.29) および 「3.2 動作環境」 (P.41)
を参照し て く だ さ い。

1 運用管理端末を接続し ます。
設置し た運用管理端末を本装置の 「LAN1（*1）」 と通信でき るネ ッ ト ワー ク に接続し ます。

2 本装置を電源ON に し ます。
本装置の フ ロ ン トパネルの電源ボ タ ン を押し て、 本装置の電源を投⼊し ます（ 「フ ロ ン トパネルの コ ン ト
ロ ールのボ タ ン と表示ラ ン プ」 (P.24)参照）。

3 Web-UI のセキ ュ リ テ ィ に関する設定を⾏います。
運用管理端末か ら、 Web-UI（ユーザー管理者モー ド）に ロ グ イ ン し ます（「3.4 ロ グ イ ン」 (P.43)参照）。
ロ グ イ ンパス ワー ドやア ク セス制限の設定を⾏います（*2）（*3）。
*1: 本装置の LAN1 ポー トは 「1.3.2 背面」 (P.27) を参照し て く だ さ い。
*2: 一般ユーザー モ ー ド お よびユーザー管理者モー ド に ロ グ イ ンする際のパス ワ ー ド を必要に応じ て変更する こ

と ができ ます（「5.2.8 パスワー ド変更」 (P.129)参照）。
*3: Web-UI に ア ク セスでき る IP ア ド レ ス を制限する こ と ができ ます（「5.2.3 ア ク セス制御設定」 (P.114)参照）。
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  2.2　印刷運用の流れ
■本装置の設定
本装置の設定を Web-UI（一般ユーザーモー ド）か ら⾏います。 ユーザー管理者モー ド で ロ グ イ ン し ている場合
は、 一般ユーザーモー ド に遷移し ます（「5.2.9 一般ユーザーモー ド」 (P.131)参照）。

1 用紙情報の新規登録を⾏います（「5.1.4 用紙設定」 (P.76)参照）。

2 印刷に関する設定を⾏います。
2-1 一般設定を⾏います（「5.1.5 印刷設定（一般設定）」 (P.82)参照）。

2-2 JEF モー ド に関する設定を⾏います（「5.1.6 印刷設定（JEF設定）」 (P.84)参照）。

2-3 JEF/AP モー ド に関する設定を⾏います（「5.1.8 印刷設定（JEF/AP設定）」 (P.92)参照）。

3 チ ャ ネル接続の設定を⾏います（「5.1.10 チ ャ ネル設定」 (P.96)参照）。

4 デ フ ォ ル ト用紙⻑の設定を⾏います（「5.1.11 用紙⻑設定」 (P.98)参照）。

用紙情報の運用を⾏う場合は、 本項目で登録を⾏っ て く だ さ い。
なお、 PS5600C ま たは本装置に設定し た用紙情報を引き継ぐ場合は、 事前（装置を撤去する前な ど）
に装置か ら デー タ を抽出する必要があるため、 保守技術員（担当 CE）に連絡し て く だ さ い。

第 2FPD の運用（*1）を⾏う場合は、 本項目で第 2FPD を選択し て く だ さ い。
*1: 印刷に必要な文字パタ ーン をあ ら か じめ本装置の第 2FPD に登録し ておき、 業務に必要な第 2FPD を

選択し て運用する こ と ができ ます。
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  2.3　運用の手順
2.3 運用の手順

電源操作
(1) 「電源 ON」

(2) 「電源 OFF」

富士通メイン フ レームからの印刷
(1) 「富士通メ イ ン フ レームか ら の印刷実⾏」
(2) 「本装置の設定」
(3)「プ リ ン タ ー装置の印字調整」
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2.3.1 電源 ON

プ リ ン タ ー装置および本装置を電源 ON にする手順を以下に示し ます。

1 プ リ ン タ ー装置を電源 ON に し ます。
プ リ ン タ ー装置の操作方法は、 プ リ ン タ ー装置のマ ニ ュ アルを参照し て く だ さ い。

2 本装置を電源ON に し ます。
本装置の フ ロ ン トパネルの電源ボ タ ン を押し、本装置を電源 ON に し ます（「フ ロ ン トパネルの コ ン ト ロ ー
ルのボ タ ン と表示ラ ン プ」 (P.24)参照）。

3 プ リ ン タ ー装置の準備を⾏います。
プ リ ン タ ー装置起動後、 印刷する用紙をセ ッ ト し、 論理プ リ ン タ ー 『PS-R11_Printer』 を 「起動」 し て、
「ジ ョ ブ を処理する」 に設定し（その他の論理プ リ ン タ ーは停⽌状態）、 プ リ ン タ ーを ス タ ー ト状態に し ま
す。

4 富士通メ イ ン フ レーム側で接続および装置をオ ン ラ イ ン に し ます。
なお、 仮想計算機を利用し ている場合は、 事前に本装置を接続し ているチ ャ ネルを ア タ ッ チ し ます。

5 本装置の準備を⾏います。
Web-UI で本装置が 「READY」 である こ と を確認し ます。
「READY」 ではない場合、 チ ャ ネル接続が ON Line（「5.1.10 チ ャ ネル設定」 (P.96) 参照）である こ と を確
認し、 「ス タ ー ト」 ボ タ ン を押し て本装置を 「READY」 に し ます（「「ス タ ー ト」 ボ タ ン」 (P.57)参照）。

本装置と運用管理端末が別々の部屋に設置されている場合な ど に LAN経由の コ マ ン ド（Magic Packet®）を
利用し て リ モー ト での電源 ON が可能です。 ま た、 電源 OFF は Web-UI か ら⾏う こ と ができ ます。 なお、
ネ ッ ト ワー ク機器は Magic Packet に対応し ている必要があ り ます。
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2.3.2 電源 OFF

プ リ ン タ ー装置および本装置を電源 OFF にする手順を以下に示し ます。本装置の操作は Web-UI（一般ユーザー
モー ド）で⾏います。
なお、 電源 OFF をする前に、 本装置内に未送信フ ァ イ ルが残っ ていない こ と を確認し て く だ さ い。

1 「ス ト ッ プ」 ボ タ ン を押して、 本装置を 「NOT READY」 に し ます（「「ス ト ッ プ」 ボ タ ン」
(P.58)参照）。

2 本装置を電源OFF に し ます。
Web-UI の 「電源」 ボ タ ン を押し て、 電源 OFF に し ます（「「電源」 ボ タ ン」 (P.61)参照）。

3 プ リ ン タ ー装置を電源 OFF に し ます。
プ リ ン タ ー装置が動作停⽌し ている こ と を確認し、 電源 OFF に し て く だ さ い。

本装置を 「NOT READY」 にする場合は、 ラ イ タ操作で ラ イ タ を停⽌させて く だ さ い。 ラ イ タ操作は各
ラ イ タ のマ ニ ュ アルを参照し て く だ さ い。

• 本装置およびそのほかの異常によ り、 Web-UI に ア ク セスできない場合は、 本装置の フ ロ ン トパネ
ル（電源ボ タ ン）を操作し て電源 OFF に し ます（「フ ロ ン トパネルの コ ン ト ロ ールのボ タ ン と表示
ラ ン プ」 (P.24)参照）。

• 未印刷ジ ョ ブが残っ た状態で 「電源」 ボ タ ン を押し た場合、 ジ ョ ブが失われる こ と を示すポ ッ プ
ア ッ プ画面が表示されます（「「電源」 ボ タ ン」 (P.61)参照）。
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2.3.3 本装置の設定

Web-UI（一般ユーザーモー ド）で以下の操作を実施し ます。 なお、 表 2.1 を参照し、 こ のほかにも本装置で設
定が必要な項目がある場合は、 各設定を⾏っ て く だ さ い。

1 「ス ト ッ プ」 ボ タ ン を押して、 本装置を 「NOT READY」 に し ます（「「ス ト ッ プ」 ボ タ ン」
(P.58)参照）。

2 本装置の印刷位置設定（「5.1.3 印刷位置設定」 (P.72)参照）を確認し ます。 なお、 用紙情報の
切替を⾏う場合は、 使用する用紙情報（「5.1.4 用紙設定」 (P.76)参照）を選択し ます。

3 第 2FPD の運用を⾏う場合は、 印刷で使用する第 2FPD（「5.1.7 印刷設定（第 2FPD設定）」
(P.86)参照）を選択し ます。

4 「ス タ ー ト」 ボ タ ン を押し て、 本装置を 「READY」 に し ます（「「ス タ ー ト」 ボ タ ン」 (P.57)
参照）。

2.3.4 富士通メ イ ン フ レームか ら の印刷実⾏

ラ イ タ操作は、 各ラ イ タ のマ ニ ュ アルを参照し て く だ さ い。
すでに富士通メ イ ン フ レーム と接続およびプ リ ン タ ーの準備を⾏っ ている場合は、本操作は不要です。 ラ イ タ操
作で印刷を実⾏し て く だ さ い。

1 富士通メ イ ン フ レーム側で接続および本装置をオ ン ラ イ ン に し ます。
なお、 仮想計算機を利用し ている場合は、 事前に本装置を接続し ているチ ャ ネルを ア タ ッ チ し ます。

2 プ リ ン タ ー装置の印刷位置の設定
本装置で用紙情報の運用を⾏う場合は、 プ リ ン タ ー装置側の印刷位置を初期値（垂直位置 「0」、 水平位置
「0」）に設定し て く だ さ い。
本装置で用紙情報の運用を⾏わない場合（選択し ている用紙情報名が DEFAULT）は、 プ リ ン タ ー装置で
用紙に合わせた印刷位置を設定し て く だ さ い。
プ リ ン タ ー装置の操作方法は、 プ リ ン タ ー装置のマ ニ ュ アルを参照し て く だ さ い。

3 プ リ ン タ ー装置をス タ ー ト状態に し ます。

4 本装置の印刷設定（「5.1.3 印刷位置設定」 (P.72)参照）を確認し ます。

5 「ス タ ー ト」 ボ タ ン を押し て、 本装置を 「READY」 に し メ イ ン フ レームか ら印刷を実⾏し ま
す。
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2.3.5 プ リ ン タ ー装置の印字調整

印刷位置は本装置の Web-UI で設定し た値が基準（選択し た用紙情報の値を含む）と な り ます。 運用中の印字
調整は以下のよ う に プ リ ン タ ー装置で⾏います。

• 微小な印字調整はプ リ ン タ ー装置で実施し ます。
• 印刷濃度設定／調整はプ リ ン タ ー装置で実施し ます。 本装置では設定不可です。

プ リ ン タ ー装置の操作方法は、 プ リ ン タ ー装置のマ ニ ュ アルを参照し て く だ さ い。

2.3.6 運用時の注意事項

本装置を経由し た メ イ ン フ レーム印刷と オープ ンサーバー印刷を併用する際には、 以下に注意し て く だ さ い。

• プ リ ン タ ー装置で印刷完了を確認し た後、 使用し ていた論理プ リ ン タ ーを 「停⽌」 し、 必要に応じ て用紙の
掛け替えを し ます。 次に、 使用し たい論理プ リ ン タ ーを 「起動」 状態に し て印刷を⾏っ て く だ さ い。

• 富士通メ イ ン フ レームか ら の印刷の際、 オープ ンサーバー印刷のためにプ リ ン タ ーの設定を変更し た場合
は、 設定を元に戻し て く だ さ い。

2.4 従来装置と本装置の運用の違い
従来装置（PS5600C）印刷と本装置を経由し た CF191/CF168印刷では、 ホス ト と プ リ ン タ ー装置間の印刷デー
タ の送信やプ リ ン タ ー装置の状態通知に違いがあ り ます。

従来装置（PS5600C）ではホス ト か ら プ リ ン タ ー装置の状態や印刷の完了を確認する こ と ができ ま し た。 一方、
CF191/CF168 では接続プ ロ ト コ ルの違いによ り本装置か ら プ リ ン タ ー装置の状態を確認する こ と ができ ません。
こ のため、 従来装置（PS5600C）か ら移⾏される場合は以下を注意し て く だ さ い。

(1) 印刷開始について
本装置では印刷デー タ を複数ページにま と め送信フ ァ イ ル と し て、 プ リ ン タ ー装置へ送信し ます。 こ のため、
従来装置に比べ印刷の開始が遅れます。

(2)印刷完了について
従来装置では印刷完了をホス ト側で確認する こ と ができ ま し た。一方、本装置を経由し た CF191/CF168印刷
では、 プ リ ン タ ー装置へ送信する フ ァ イ ルへ印刷デー タ の書き込みが完了し た時点でホス ト側に印刷完了を
通知し ます。

送信フ ァ イ ル完成か ら プ リ ン タ ー装置へ送信フ ァ イ ルを送信し、 用紙に印刷が完了する までの間で異常が
発生し た場合、 ホス ト か ら の リ カバ リ ーはでき ません。 こ の場合、 本装置またはプ リ ン タ ー装置側で操作
を⾏っ ていただ く 必要があ り ます。
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(3) プ リ ン タ ー装置の状態／情報取得
本装置か ら プ リ ン タ ー装置の状態を確認する こ と ができないため、 プ リ ン タ ー装置の状態をホス ト へ通知で
き ません。 こ のため、 従来装置（PS5600C）ではできていた用紙ジ ャ ムや用紙切れな ど のプ リ ン タ ー装置の
異常をホス ト コ ン ソールで確認する こ と ができ ません。 プ リ ン タ ー装置の状態はプ リ ン タ ー装置の操作パネ
ルや Print Station で確認し ていただ く 必要があ り ます。

その他の違いについては、 「付録 B 非互換一覧」 (P.145) を参照し て く だ さ い。

プ リ ン タ ー装置側で電源 OFF や異常が発生し送信フ ァ イ ルが受け付け られない状態と な っ た場合、 本装置
ではその状態を確認する こ と ができ ません。 本装置か ら プ リ ン タ ー装置へ送信フ ァ イ ルを送信する際にプ
リ ン タ ー装置と の通信が失敗する こ と で、 プ リ ン タ ー装置の異常を検出し エ ラ ーを表示し ます。 こ のよ う
な場合はプ リ ン タ ー装置側の状態を確認いただき、 異常を解除し て く だ さ い。
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3.1 Web-UI の操作画面
Web-UI は、 本装置の状態表示と状態遷移、 設定を⾏う ためのユーザー イ ン タ ー フ ェ ースです。
Web-UI は、 運用管理端末か ら表示し ます。 運用管理端末の接続については、 「2.2.1 運用開始前の準備と設定」
(P.33) を参照し て く だ さ い。

図 3.1 Web-UI

3.2 動作環境
本装置の Web-UI を表示する運用管理端末の動作環境を以下に示し ます。
なお、 運用管理端末は DVD-ROM ド ラ イ ブが搭載された端末（*1）と し、 プ リ ン タ ーの近傍に設置する こ と を
推奨し ます。
*1: 保守技術員用の PC が持ち込めない場合に本装置の フ ァ ームウ ェ ア ア ッ プデー ト作業な ど で使用する場合があ り ます。

表 3.1 Web-UI の動作環境

*1: Microsoft Edge を使用する場合、 IE モー ド機能は使用でき ません。

OS ブ ラ ウザ（*1） 解像度と拡⼤レベル
Windows 10 Microsoft Edge 1280×1024以上

100％推奨
Windows 11 Microsoft Edge 1280×1024以上

100％推奨
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3.3 注意事項
• Web-UI操作中に、 ブ ラ ウザのボ タ ン（「戻る」、 「再読み込み」、 および 「閉じ る」）を操作しないで く だ さ
い。 これら のボ タ ン を使用する と、 予期しない影響を受けるおそれがあ り ます。 操作し て し ま っ た場合は、
ブ ラ ウザのすべての画面を閉じ てか ら、 Web-UI に再接続し て く だ さ い。

• Web-UI を開いている と き に休⽌状態やシス テムス タ ンバイ にな らないよ う に し て く だ さ い。 休⽌状態また
はシス テムス タ ンバイ解除後の Web-UI の動作は保証いた し ません。 休⽌状態またはシス テムス タ ンバイ に
な っ た場合は、 解除し たあ と に一度ブ ラ ウザのすべての画面を閉じ て Web-UI に再接続し て く だ さ い。

• Web-UI操作中に通信エ ラ ーのエ ラ ー ダ イ ア ロ グが表示された場合は、 運用管理端末または保守端末と本装
置間のネ ッ ト ワー ク状態を確認し てか ら一度ブ ラ ウザのすべての画面を閉じ て、 Web-UI に再接続し て く だ
さ い。

図 3.2 通信エ ラ ーのエ ラ ー ダ イ ア ロ グ例
• Microsoft Edge のス リ ープ タ ブ機能が有効と な っ ている環境では、 Web-UI の通信エ ラ ー発生や 「他ユー
ザ操作中」 の表示と なる場合があるため、 以下の設定が必要です。
なお、 ス リ ープ タ ブ機能が無効と な っ ている環境では対応不要です。

［設定内容］
Edge の 「設定」 － 「シス テム と パ フ ォ ー マ ン ス」 － 「パ フ ォ ー マ ン スの最適化」 にある 「これ ら のサ イ ト
を ス リ ープ状態に しない」 の横の 「追加」 を選択し て、 本装置の Web-UI接続 IP ア ド レ ス（サ イ ト欄に <IP
ア ド レ ス > のみ記述または http://<IP ア ド レ ス > を記述）を追加し て く だ さ い。
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3.4 ロ グ イ ン
Web-UI の操作を始める と きは、 運用管理端末の Web ブ ラ ウザを使用し て本装置に接続し、 ロ グ イ ンする必要
があ り ます。

3.4.1 ア ク セス手順

本装置の Web-UI に ア ク セスする手順を以下に示し ます。

1 運用管理端末の Web ブ ラ ウザで、 本装置の Web-UI の URL を指定し ます。

例︓本装置の IP ア ド レ スが 169.254.80.1 の場合

2 ロ グ イ ン画面が表示されるので、 ユーザーモー ド を選択、 パス ワー ド を⼊⼒し て ロ グ イ ン し
ます。

• ユーザーモー ド
操作する用途に応じ て以下のいずれかのユーザーモー ド を選択し ます（*1）。
- 一般ユーザー
- ユーザー管理者
- メ ン テナ ン ス管理者

• パス ワー ド
選択し たユーザーのパス ワー ド を⼊⼒し ます（*2）。

*1: 各ユーザーモー ドの詳細については 「3.4.2 ユーザーモー ド と権限」 (P.44) を参照し て く だ さ い。
*2: パス ワー ドの詳細については 「3.4.3 ユーザーモー ド のパス ワー ド」 (P.44) を参照し て く だ さ い。

3 「OK」 ボ タ ン を押し ます。
正しいパス ワー ド を⼊⼒し た場合、 ユーザーで選択されたユーザーモー ド で Web-UI が表示されます。

http://[IPアドレス]/webui

http://169.254.80.1/webui

• [IP ア ド レ ス ] は、 「5.2.1 ネ ッ ト ワー ク設定」 (P.107) の 「Web-UI接続ポー ト設定」 に設定し た IP ア
ド レ ス を指定し ます。

• http://[IP ア ド レ ス ] を指定する と 　HTTP接続の｢ 404 エ ラ ー｣が発生し ます。
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3.4.2 ユーザーモー ド と権限

Web-UI のユーザーモー ド と ア ク セス制限を以下に示し ます。

表 3.2 ユーザーモー ド と ア ク セス制限

3.4.3 ユーザーモー ド のパス ワー ド

Web-UI のユーザーモー ド と、 各ユーザーモー ド のパス ワー ド について、初期設定と変更の可否を表 3.3 に示し
ます。

表 3.3 ユーザーモー ド と初期パス ワー ド

Web-UI を複数ブ ラ ウザか ら同時に使用する こ と はでき ません。 他のユーザーが Web-UI を使用し てい
る場合は 「他ユーザー操作中」 を表示し、 操作する こ と はでき ません（「他のユーザーが使用中の場合
の表示」 (P.65)参照）。
ただ し、 同一 PC上かつ同一ブ ラ ウザの場合は、 他のユーザーが Web-UI を利用し ていても、 あ と か ら
ロ グ イ ン し たユーザーが操作でき ます。

ユーザーモード 内容
一般ユーザーモード 本装置を印刷運用するユーザー用のモー ド です。 主に印刷に関する設定や操作を⾏う こ

と ができ ます。
ユーザー管理者モード 本装置を管理するユーザー用のモー ド です。 主に運用管理端末に関する設定な ど の操作

を⾏う こ と ができ ます。
メンテナンス管理者モード 本装置をメンテナンスする保守技術員（担当CE）向けのモードです。

ユーザーモード 初期パスワード 変更可否
一般ユーザーモード なし 可
ユーザー管理者モード PRINTERADMIN 可
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第 3章　Web-UI の概要
  3.5　Web-UI の画面構成
3.5 Web-UI の画面構成
Web-UI の画面は、 ⼤き く 3 つの領域（パネル）と ポ ッ プ ア ッ プ画面で構成されます。

図 3.3 Web-UI の画面構成

表 3.4 画面構成

番号 構成要素 設定項目
（1） メ イ ンパネル 常に表示される領域で、本装置の状態と主な操作ボタンが表示されます。
（2） メ ニ ュ ーパネル 現在のユーザーモー ド と メ ニ ュ ーで構成されます。 選択されたユーザーモー ド の メ ニ ュ ー

が表示されます。
（3） コ ン テ ン ツパネル 選択された メ ニ ュ ーに応じ、 設定項目／表示、 または本装置の操作のための コ ン テ ン ツが

表示されます。
（4） ポ ッ プ ア ッ プ画面 ユーザー操作の確認ダ イ ア ロ グ と エ ラ ー ダ イ ア ロ グが表示されます。 ダ イ ア ロ グ表示中は

Web-UI の操作はでき ません。
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第 4章 Web-UI操作（メ イ ンパネル）

本装置の Web-UI で常時表示される画面で、 本装置の状態表示と主な操作を⾏う こ と ができ ます。
各エ リ ア について以下に示し ます。

図 4.1 メ イ ンパネルの構成

表 4.1 メ イ ンパネルの部品一覧

番号 エリア名 備考
（1） 状態コード表示エリア 「4.1 状態コード表示エリア」(P.47)参照
（2） 装置状態表示エリア① 「4.2 装置状態表示エリア①」(P.47)参照
（3） 装置状態表示エリア② 「4.3 装置状態表示エリア②」(P.48)参照
（4） メッセージエリア 「4.4 メッセージエリア」(P.49)参照
（5） インフォメーション通知エリア 「4.5 インフォメーション通知エリア」(P.52)参照
（6） 装置情報表示エリア 「4.6 装置情報表示エリア」(P.54)参照
（7） 接続チャネル情報表示エリア 「4.7 接続チャネル情報表示エリア」(P.55)参照
（8） データランプ表示エリア 「4.8 データランプ表示エリア」(P.56)参照
（9） 装置操作ボタンエリア 「4.9 装置操作ボタンエリア」(P.56)参照
（10） 「ログアウト」ボタン 「4.10 「ログアウト」ボタンエリア」(P.62)参照
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  4.1　状態コ ー ド表示エ リ ア
4.1 状態コー ド表示エ リ ア
装置状態表示エ リ アの装置状態に応じ た状態コ ー ド が表示されます。

• 初期化中、 READY、 メ ン テナ ン スの場合
何も表示し ません（空白）。

• NOT READY の場合
「00」 を表示し ます。

• エ ラ ーの場合
エ ラ ー 「XX」 〜 「XX」 を表示し ます。 エ ラ ーの内容は、 「第 6 章 ト ラ ブルシ ュ ーテ ィ ン グ」 (P.132) を参照
し て く だ さ い。

4.2 装置状態表示エ リ ア①
本装置の状態が表示されます。

表 4.2 装置状態表示エ リ ア①

装置状態 表示色 意味
初期化中 本装置が初期化中（起動中）である こ と を示し ます。

初期化処理の完了後に、 「READY」 状態に遷移し ます。 初期化処理が失敗し た場
合は、 エ ラ ーに遷移し ます。

NOT READY 本装置は正常起動していますが、 印刷はできない状態である こ と を示し ます。
本装置の メ ニ ュ ーパネルおよび コ ン テ ン ツパネルを操作する場合は、 い っ たん
「NOT READY」 状態にする必要があ り ます。
本状態には、 以下のいずれかの操作によ り遷移し ます。
• 「ス ト ッ プ」 ボ タ ン を押す
• 復旧可能なエ ラ ー状態か ら 「 リ セ ッ ト」 ボ タ ン を押す

READY 本装置が正常起動してお り、 運用可能な状態である こ と を示し ます。 印刷中な ど
の正常動作中も本状態に含まれます。
本状態の場合、 メ ッ セージエ リ アは空白と な り ます。
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  4.3　装置状態表示エ リ ア②
4.3 装置状態表示エ リ ア②
エ ラーが発生し ている場合はエ ラ ー コ ー ド が表示され、処理中のデー タ がある場合はデー タ処理中が表示されま
す。

■ 「装置状態表示エ リ ア①」 の装置状態がエ ラ ーの場合
エ ラ ー コ ー ド が表示されます。 エ ラ ー コ ー ド の内容は、 「第 6 章 ト ラ ブルシ ュ ーテ ィ ン グ」 (P.132) の  表 6.2 を
参照し て く だ さ い。

図 4.2 エ ラ ー コ ー ド表示

エラー 本装置に異常が発生し、 運用が停⽌されている状態です。 エ ラ ー状態は以下の 2
種類に分類されます。 分類の判定はメ イ ンパネルに表示される状態コ ー ド および
メ ッ セージの内容で判断する こ と ができ ます。
• 復旧不可能なエ ラ ー
運用が継続できない異常が発生してお り、 電源ボ タ ン（電源 OFF）のみ押す
こ と ができ ます。 自動でサポー ト ロ グ収集を⾏い、 サポー ト ロ グ収集完了画
面が表示されます。 本装置をシ ャ ッ ト ダ ウ ン後、 保守技術員（担当 CE）に連
絡して く だ さ い。

• 復旧可能なエ ラ ー
「 リ セ ッ ト」 ボ タ ンでエ ラ ー状態が回復した場合は、 ユーザー判断で、 運用継
続可能です。 繰り返し エ ラ ーが発生し た場合は、 保守技術員（担当 CE）に連
絡して く だ さ い。

メンテナンス 本装置が メ ン テナン ス管理者モー ド である こ と を示し ます。 メ ン テナン ス管理者
モー ド でロ グ イ ン し た場合に本状態に遷移し ます。 メ ン テナン ス管理者モー ドは
保守技術員（担当 CE）向けのモー ド です。

装置状態 表示色 意味
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第 4章　Web-UI操作（メ イ ンパネル）
  4.4　 メ ッ セージエ リ ア
■富士通メ イ ン フ レームか ら デー タ受信を開始し た場合
デー タ形式と デー タ処理中が表示されます。 デー タ形式は、 JEF（ラ イ ン プ リ ン タ モー ド）の場合は 「LP」、 JEF/
AP（ページプ リ ン タ モー ド）の場合は 「PP」 が表示されます（JEF/AP 出⼒機構オプシ ョ ン搭載時）。 デー タ処
理中の表示は、 以下の状態に遷移する と消えます。

• 本装置が READY以外の装置状態に遷移し た
• すべてのデー タ を送信し た
• デー タ がキ ャ ンセル された

出⼒を強制的に打ち切る指示を富士通メ イ ン フ レームか ら⾏っ た場合、本装置内のすべてのデー タ を プ リ ン タ ー
に送信できず、 デー タ処理中が表示されたま ま になる こ と があ り ます。
こ の場合、 本装置の 「ク リ ア プ リ ン ト」 ボ タ ン ま たは 「デー タ キ ャ ンセル」 ボ タ ン を押し て、 デー タ処理中を解
除し て く だ さ い。 詳細は 「5.1.12 デー タ操作」 (P.99) を参照し て く だ さ い。

図 4.3 デー タ処理中表示

4.4 メ ッ セージエ リ ア
エ ラーが発生し ている場合はエ ラ ー メ ッ セージが表示されます。 ジ ョ ブ名表示が 「有効」 の設定でジ ョ ブ名が指
定された場合は、 ジ ョ ブ名が表示されます。 ジ ョ ブ名表示の初期値は 「有効」 です。

■ 「装置状態表示エ リ ア①」 の装置状態がエ ラ ーの場合
エ ラ ー メ ッ セージを表示し ます。 エ ラ ー メ ッ セージの内容は、 「第 6 章 ト ラ ブルシ ュ ーテ ィ ン グ」 (P.132) を参
照し て く だ さ い。

図 4.4 エ ラ ー メ ッ セージ表示
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  4.4　 メ ッ セージエ リ ア
■ ジ ョ ブ名が指定されたジ ョ ブがある場合
富士通メ イ ン フ レームか ら ジ ョ ブ名が指定された最初のページの送信フ ァ イ ルの作成を開始し た と き、メ ッ セー
ジエ リ アの最終⾏にジ ョ ブ名を表示し ます。
ジ ョ ブ名表示は印刷が終了し ても表示されたま ま と な り ます。次のジ ョ ブ名が指定される こ と に よ り表示が切り
替わ り ます。
なお、 ジ ョ ブ名は富士通メ イ ン フ レーム APS ラ イ タ利用時のみ表示する こ と ができ ます。

図 4.5 ジ ョ ブ名表示

ジ ョ ブ名表示を使用する運用か ら、 使用しない運用に切換えた場合に、 ジ ョ ブ名が表示されたま ま と な り ます
が、 「ジ ョ ブ名消去」 ボ タ ン を押す こ と で表示を消す こ と ができ ます。

「ジ ョ ブ名」 を削除する場合は 「はい」 ボ タ ン を押し ます。

「ジ ョ ブ名消去」 ボ タ ンは、 本装置出荷時は非表示の設定と な っ ていますので、 「5.2.5 表示設定」 (P.118) の
「■ ジ ョ ブ名表示の設定を⾏う」 (P.122) を参照し、 表示をする設定に変更し て く だ さ い。 なお、 「ジ ョ ブ名消
去」 ボ タ ンは本装置の状態が 「NOT READY」 で、 かつ、 デー タ ラ ン プの状態が 「消灯」 の場合に操作が可能
と な り ます。
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  4.4　 メ ッ セージエ リ ア
■再起動が必要と なる場合
ユーザー管理者モー ド で以下の設定を変更し た場合、再起動が必要と な り ます。変更し た値は、再起動後に適用
されます。
• ネ ッ ト ワー ク設定
• 送信先設定
• ア ク セス制御設定
• UPS設定

図 4.6 再起動メ ッ セージ表示
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  4.5　 イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン通知エ リ ア
4.5 イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン通知エ リ ア
補足情報が表示されます。 装置状態表示エ リ ア に表示できない情報を補助的に表示するための領域です。

図 4.7 イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン通知

表 4.3 メ ッ セージア イ コ ン と メ ッ セージ表示

イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン通知エ リ アで 「開 く 」 ボ タ ン を押す と、 イ ン フ ォ メ ーシ ョ ンのポ ッ プ ア ッ プ画面が表示され
ます。

図 4.8 イ ン フ ォ メ ーシ ョ ンのポ ッ プ ア ッ プ画面

項目 説明
メ ッ セージア イ コ ン
　 　 　＋
メ ッ セージ領域

表示する補助情報のレベルがア イ コ ンで表示されます。

開 く 発生し ている情報の詳細を表示し たポ ッ プ ア ッ プ画面が開き ます。
通知する イ ン フ ォ メ ーシ ョ ンがない場合は無効化され、 押すこ と ができ ません。
詳細は図 4.8 を参照し て く だ さ い。

アイコン 説明
通知する イ ン フ ォ メ ーシ ョ ンがない場合にア イ コ ンおよび メ ッ セージ領
域は表示し ません。
お知らせがある場合に表示し ます。
メ ッ セージ領域には 「お知らせがあ り ます」 と表示し ます。
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  4.5　 イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン通知エ リ ア
表 4.4 イ ン フ ォ メ ーシ ョ ンのポ ッ プ ア ッ プ画面

項目 意味
イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン表示領域 通知する イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン を以下の と お り に表示し ます。

メ ッ セージ
ア イ コ ン

通知する情報にあ っ た ア イ コ ン を表示し ます。

日時 状態が発生し た日時です。 表示形式は以下の と お り です。
YYYY/MM/DD HH:MM
例︓2023年 1月 7日午後 1時 12分 34秒の場合
2023/1/7 13:12

メ ッ セージ 発生し た状態を表示し ます。
閉じ る 本画面を閉じ ます。

「本画面を閉じ る際に、 表示されている イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン を削除する。」 を チ ェ ッ ク し
た状態で 「閉じ る」 ボ タ ン を押す と、 原因が解消された場合、 表示されていた イ ン フ ォ
メ ーシ ョ ンは削除されます。

アイコン 説明
お知らせを通知する場合に表示し ます。
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  4.6　装置情報表示エ リ ア
4.6 装置情報表示エ リ ア
装置名、 フ ァ ーム ウ ェ ア版数、 および日時が表示されます。

■装置名
装置情報表示エ リ ア に本装置の装置名が表示されます。
こ こ で表示される装置名は、 メ ン テナ ン ス管理者モー ド メ ニ ュ ーで設定し ます。

図 4.9 装置名

■ フ ァ ームウ ェ ア版数表示
装置情報表示エ リ ア に本装置の フ ァ ームウ ェ ア版数を表示し ます。

図 4.10 フ ァ ーム ウ ェ ア版数表示
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  4.7　接続チ ャ ネル情報表示エ リ ア
■日時表示
装置情報表示エ リ ア に本装置の現在日時を表示し ます。
こ こ で表示される日時は、 ユーザー管理者モー ド メ ニ ュ ー 「5.2.4 日時設定」 (P.115) で設定し ます。 ま た、 ユー
ザー管理者モー ド メ ニ ュ ーの 「5.2.5 表示設定」 (P.118) の 「日時表示」 の設定によ り、 日時表示の有無を選択で
き ます。

図 4.11 日時表示

4.7 接続チ ャ ネル情報表示エ リ ア
接続チ ャ ネル情報表示エ リ ア には、本装置と接続し ているホス ト のチ ャ ネル接続先と接続し ている接続先情報が
表示されます。

図 4.12 ホス ト接続情報

表 4.5 ホス ト接続情報表示

表示項目 意味
チ ャ ネル接続先 本装置と接続し ているホス ト の接続方向（A または B）を表示し ます。

接続し ていない場合は、 何も表示し ません。
接続方向は、 一般ユーザーモー ド メ ニ ュ ーの 「5.1.10 チ ャ ネル設定」 (P.96) で設定でき ます。

接続先情報 本装置と接続し ている接続先情報を表示し ます。
接続し ていない場合は、 「ア タ ッ チ されていません」 と表示し ます。
接続先情報は、 ユーザー管理者モー ド メ ニ ュ ーの 「5.2.5 表示設定」 (P.118) の接続先情報表示設
定を参照して く だ さ い。
連帳プ リ ン タ ー接続モデル  取扱説明書55



第 4章　Web-UI操作（メ イ ンパネル）
  4.8　 デー タ ラ ン プ表示エ リ ア
4.8 デー タ ラ ン プ表示エ リ ア
デー タ表示エ リ ア に本装置内のデー タ の状態をデー タ ラ ン プの点灯 ・点滅 ・消灯で表示し ます。
表 4.6 に、 表示状態と デー タ状態の意味を示し ます。

表 4.6 デー タ ラ ン プの表示状態と意味

*1: デー タ ラ ン プ点灯中に設定を変更した場合、 「デー タ があるため、設定変更でき ません」 と表示される場合があ り ます。

4.9 装置操作ボ タ ン エ リ ア
本装置を操作するボ タ ンが表示されます。 装置状態によ っ て有効または無効になる操作ボ タ ンがあ り ます。

表 4.7 装置状態の表示と機能

○︓有効（操作可）、 ×︓無効（操作不可）
*1: 復旧不可能なエ ラ ーの場合、 「 リ セ ッ ト」 ボ タ ンは無効と な り操作する こ と ができ ません。

ランプ 表示色 状態 意味
データ 消灯 READY状態（印刷待ち／印刷中）

NOT READY状態で本装置内に印刷デー タはあ り ません。
点灯 NOT READY状態で本装置内に印刷デー タ があ り ます。（*1）
点滅 NOT READY状態で本装置内に未完成ページのデー タ があ り ます。

装置状態
装置操作ボタンの有効無効

スタート ストップ リセット 電源
初期化中 × × × ×

NOT READY ○ × × ○
READY × ○ × ○
エラー × × ○（*1） ○
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  4.9　装置操作ボ タ ン エ リ ア
■ 「ス タ ー ト」 ボ タ ン
本装置を印刷が可能な状態（*1）である 「READY」 に遷移させる場合は、 「ス タ ー ト」 ボ タ ン を押し ます。
「ス タ ー ト」 ボ タ ンは本装置の状態が 「NOT READY」 の場合に有効と な り ます。
ただ し、 「ス タ ー ト」 ボ タ ンは以下の状態の時には操作でき ません（無効になる）。

• チ ャ ネル接続先で選択されているチ ャ ネルが無効な と き（「5.1.10 チ ャ ネル設定」 (P.96)参照）

図 4.13 「ス タ ー ト」 ボ タ ン

ス タ ー ト ボ タ ン を押す と、 プ リ ン タ ー装置、 および富士通メ イ ン フ レーム と の通信を⾏います。通信中は以下の
画面が表示されます。

図 4.14 プ リ ン タ ー装置および富士通メ イ ン フ レーム と の通信中画面

「中⽌」 ボ タ ン を押す と、 ス タ ー ト処理を中⽌し、 装置の状態は 「NOT READY」 の ま ま と な り ます。

プ リ ン タ ー装置と の通信が失敗し た場合、 以下のエ ラ ー と な り ます。 「 リ セ ッ ト」 ボ タ ン を押し て状態を確認し
て く だ さ い。

• プ リ ン タ ー装置の電源が⼊っ ていない、 ま たはネ ッ ト ワー ク接続ができない。（「ER8B-80」、 「ER8B-8F」）
• 対象外のプ リ ン タ ーが接続された場合（「ER8D-40」、 「ER8D-41」）
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第 4章　Web-UI操作（メ イ ンパネル）
  4.9　装置操作ボ タ ン エ リ ア
富士通メ イ ン フ レ ーム と通信中に富士通メ イ ン フ レ ームか ら切断される場合があ り ます。 こ の場合、 本装置に
「ER80-A0」 が表示される ため、 「 リ セ ッ ト」 ボ タ ン を押し て富士通メ イ ン フ レーム と の接続状態を確認し て く
だ さ い。 チ ャ ネル接続は 「OFF Line」 にな り ます。
ま た、 「中⽌」 ボ タ ン を押す タ イ ミ ン グ に よ り、 ス タ ー ト処理を中⽌できず、 「READY」 になる場合があ り ます。

図 4.15 READY状態の メ イ ンパネル
*1: 印刷が可能な状態と は、富士通メ イ ン フ レームか ら印刷デー タ を受信し、 プ リ ン タ ー装置に送信する こ と が可能な状態

を示し ます。
*2: 「ス タ ー ト」 ボ タ ン を押し ても、 期待する状態にならない場合は、 状態別の確認作業を実施した上で、 必要に応じ て保

守技術員（担当 CE）に連絡し て く だ さ い。

■ 「ス ト ッ プ」 ボ タ ン
印刷デー タ の ク リ ア プ リ ン ト／デー タ キ ャ ンセルや印刷設定値の変更、本装置の電源 OFF な ど、い っ たん 「NOT
READY」 に遷移させる場合に、 「ス ト ッ プ」 ボ タ ン を押し ます。
「ス ト ッ プ」 ボ タ ン を押す と プ リ ン タ ー装置への印刷デー タ送信を停⽌し ます。 ただ し、 送信中の送信フ ァ イ ル
がある場合は送信が完了し てか ら 「NOT READY」 にな り ます。
「ス ト ッ プ」 ボ タ ンは、 本装置の状態が 「READY」 の場合に有効と な り ます。
デー タ処理中の場合は、 以下の手順で実施し て く だ さ い。 

1 プ リ ン タ ー装置の操作パネルで 「ス ト ッ プ」 ボ タ ン を押し て、 プ リ ン タ ー装置を停⽌させま
す。 　

2 メ イ ンパネルの 「ス ト ッ プ」 ボ タ ンで本装置を 「NOT READY」 状態に し ます。 

【印刷時のポ イ ン ト】
印刷を⾏う場合、 以下の状態にな っ ている こ と を確認し て く だ さ い。

• 本装置が 「READY」、 プ リ ン タ ー装置がス タ ー ト状態にな っ ている こ と。

本装置が 「NOT READY」 の場合、 富士通メ イ ン フ レームか ら の印刷デー タは受信せず、 エ ラ ーのセン
ス情報を返し ます。
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第 4章　Web-UI操作（メ イ ンパネル）
  4.9　装置操作ボ タ ン エ リ ア
図 4.16 「ス ト ッ プ」 ボ タ ン

「ス ト ッ プ」 ボ タ ン を押す と、 ス ト ッ プ処理中の画面が表示されます。

図 4.17 ス ト ッ プ処理中画面

図 4.18 NOT READY状態の メ イ ンパネル
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第 4章　Web-UI操作（メ イ ンパネル）
  4.9　装置操作ボ タ ン エ リ ア
■ 「 リ セ ッ ト」 ボ タ ン
本装置でエ ラ ーが発生し た際に、 本装置のエ ラ ー状態を解除する と きは 「 リ セ ッ ト」 ボ タ ン を押し ます。
ま た、 プ リ ン タ ー装置でエ ラ ーが発生し た場合は、 プ リ ン タ ー装置側で リ セ ッ ト し て く だ さ い。
なお、 「 リ セ ッ ト」 ボ タ ンは、 エ ラ ー状態か ら復旧でき る エ ラ ーの場合に有効と な り ます。
「 リ セ ッ ト」 ボ タ ン を押す こ と に よ り、 すべての復旧可能なエ ラ ーが復旧でき た場合に 「NOT READY」 に遷移
し ます（*1）。

図 4.19 リ セ ッ ト可能なエ ラ ー状態
*1: 「 リ セ ッ ト」 ボ タ ンは 1 つのエ ラ ーに対し て復旧処理を⾏う ため、 エ ラ ー要因が複数の場合、 エ ラ ー要因の回数だけ 「 リ

セ ッ ト」 ボ タ ン を押す必要があ り ます。

「 リ セ ッ ト」 ボ タ ン を押す と、 リ セ ッ ト処理中の画面が表示されます。

図 4.20 リ セ ッ ト処理中画面
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第 4章　Web-UI操作（メ イ ンパネル）
  4.9　装置操作ボ タ ン エ リ ア
■ 「電源」 ボ タ ン
本装置を OFF する際に 「電源」 ボ タ ン を押し ます。 「電源」 ボ タ ンは、 初期化中を除 く すべてのモー ド で操作す
る こ と ができ ます。
「電源」 ボ タ ン を押し たあ と は、 シ ャ ッ ト ダ ウ ン を確認するためのポ ッ プ ア ッ プ画面が表示されます。 表示する
ポ ッ プ ア ッ プ画面については、 表 4.8 を参照し て く だ さ い。

表 4.8 「電源」 ボ タ ン を押し た と きのポ ッ プ ア ッ プ画面

データ 確認のポップアップ画面
データなし 「シ ャ ッ ト ダ ウ ン後、 再起動する」 を チ ェ ッ ク し て 「はい」 ボ タ ン を押す と、 シ ャ ッ ト ダ ウ ン後

に本装置を再起動し ます。

データあり 「シ ャ ッ ト ダ ウ ン後、 再起動する」 を チ ェ ッ ク し て 「はい」 ボ タ ン を押す と、 シ ャ ッ ト ダ ウ ン後
に本装置を再起動し ます。
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第 4章　Web-UI操作（メ イ ンパネル）
  4.10　「ロ グ ア ウ ト」 ボ タ ン エ リ ア
4.10 「ロ グ ア ウ ト」 ボ タ ン エ リ ア
本装置の Web-UI か ら ロ グ ア ウ トするには メ イ ンパネルの 「ロ グ ア ウ ト」 ボ タ ン を押し ます。
Web ブ ラ ウザの閉じ るボ タ ン、 フ ァ イ ル メ ニ ュ ーの終了か ら の Web-UI の終了は実施しないで く だ さ い（本装
置シ ャ ッ ト ダ ウ ン後のブ ラ ウザを閉じ る操作以外）。

図 4.21 「ロ グ ア ウ ト」 ボ タ ン エ リ ア
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第 5章 Web-UI操作
（メ ニ ュ ーパネル／コ ン テ ン ツパネル）

メニ ュ ーパネルで選択し た メ ニ ュ ーの項目が コ ン テ ン ツパネルに表示されます。
メ ニ ュ ーパネル、 コ ン テ ン ツパネル を操作する と きは、 メ イ ンパネルの 「ス ト ッ プ」 ボ タ ン で本装置を NOT
READY 状態に し て、 富士通メ イ ン フ レームか ら のデー タ受信を停⽌し てか ら操作し て く だ さ い。

図 5.1 メ ニ ュ ーパネル と コ ン テ ン ツパネル（READY状態）
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第 5章　Web-UI操作 （メ ニ ュ ーパネル／コ ン テ ン ツパネル）
  　
図 5.2 メ ニ ュ ーパネル と コ ン テ ン ツパネル（NOT READY状態）
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第 5章　Web-UI操作 （メ ニ ュ ーパネル／コ ン テ ン ツパネル）
  　
■他のユーザーが使用中の場合の表示
以下のいずれかの場合は、メ ニ ュ ーパネルのユーザーモー ド表示領域が 「他ユーザー操作中」 の表示にな り ます。

• すでに他のユーザーが ロ グ イ ン し ている状態でロ グ イ ン し た。
• ロ グ イ ン し ている状態で、 あ と か ら権限の高いユーザーが ロ グ イ ン し た（*1）。

*1: 権限の低いユーザーが再度作業し たい場合は、 権限の高いユーザーが作業を終了し、 ロ グ ア ウ ト し たのを確認後に
再ロ グ イ ンする必要があ り ます。

図 5.3 ユーザーモー ド表示領域

表 5.1 ユーザーモー ド表示領域

ユーザーモー ド 通 常 時 他のユーザーが使用中 権限レベル
一般ユーザーモー ド 低

ユーザー管理者モー ド 中

メ ン テナン ス管理者モー ド 高
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第 5章　Web-UI操作 （メ ニ ュ ーパネル／コ ン テ ン ツパネル）
  　
■選択可能なメ ニ ュ ー
本装置の状態で、 選択でき る メ ニ ュ ーが異な り ます。 詳細を、 表 5.2 に示し ます。

表 5.2 装置状態と選択可能なメ ニ ュ ー

*1: 一般ユーザーモー ド で第 2FPD関連のエ ラ ー（ER85-54、 ER8A-52）が発生し た場合に選択可能です。 エ ラ ーの対処方
法は、 「第 6章 ト ラ ブルシ ュ ーテ ィ ン グ」 (P.132) を参照し て く だ さ い。

*2: ユーザー管理者モー ド の場合に選択可能です。
*3: 保守技術員（担当 CE）向けのモー ド です。

■ 設定情報⼊⼒時のエ ラ ー表示
コ ン テ ン ツパネルまたはポ ッ プ ア ッ プ画面の設定で、範囲外の値を⼊⼒し て 「適用」 ボ タ ン を押し た場合、⼊⼒
値エ ラ ーが表示されます。 表示された使用可能文字を参考に再⼊⼒し て く だ さ い。

図 5.4 設定情報⼊⼒時のエ ラ ー表示例

READY NOT READY エ ラ ー
すべての メ ニ ュ ーが選択不可 すべての メ ニ ュ ーが選択可 以下の メ ニ ュ ーのみ選択可

• 印刷設定（*1）
• 一般ユーザーモー ド（*2）
• メ ン テナン ス管理者モー ド（*3）
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第 5章　Web-UI操作 （メ ニ ュ ーパネル／コ ン テ ン ツパネル）
  　
■設定未適用時の警告表示
「適用」 ボ タ ンのある メ ニ ュ ーでは、 「適用」 ボ タ ン を押さずに他の メ ニ ュ ーへの移動し た場合に警告画面が表示
されます。 「ス タ ー ト」 ボ タ ン を押し た場合や 「電源」 ボ タ ン を押し た場合は確認画面が表示されます。 設定変
更中に装置にエ ラ ーが発生し た場合、 変更中の設定値は破棄されます。

図 5.5 設定未適用時の警告画面

図 5.6 設定未適用時の確認画面
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第 5章　Web-UI操作 （メ ニ ュ ーパネル／コ ン テ ン ツパネル）
  　
■各ユーザーモー ド の メ ニ ュ ー一覧
各ユーザーモー ド で操作でき る メ ニ ュ ーを表 5.3 に示し ます。

表 5.3 メ ニ ュ ーパネル

一般ユーザーモー ド ユーザー管理者モー ド
表示される メ ニ ュ ーについては、 「5.1 一般ユーザーモー ド
メ ニ ュ ー」 (P.69) を参照し て く だ さ い。

表示される メ ニ ュ ーについては、 「5.2 ユーザー管理者モー
ド メ ニ ュ ー」 (P.106) を参照し て く だ さ い。

メ ニ ュ ーパネルは、 画面をス ク ロ ールする こ と で、 「ユーザー管理者モー ド」 および 「メ ン テナ ン ス管理者
モー ド」 の メ ニ ュ ーが表示されます。
ま た、 「メ ン テナ ン ス管理者モー ド」 は、 保守技術員（担当 CE）向けのモー ド です。
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第 5章　Web-UI操作 （メ ニ ュ ーパネル／コ ン テ ン ツパネル）
  5.1　一般ユーザーモー ド メ ニ ュ ー
5.1 一般ユーザーモー ド メ ニ ュ ー
本装置を使用する一般ユーザー用のモー ド で、 主に以下の操作を⾏う こ と ができ ます。

• 印刷に関する設定表示／変更
• 印刷デー タ の ク リ ア プ リ ン ト／デー タ キ ャ ンセル

各設定項目について以下に示し ます。

表 5.4 一般ユーザーモー ド メ ニ ュ ー一覧

*1: 「拡張バー コ ー ド出⼒機構」 オ プシ ョ ン搭載時に本設定項目が表示されます。
*2: JEF/AP設定は、 「JEF/AP出⼒機構」 オ プシ ョ ンが イ ン ス ト ール されている場合に表示されます。

メ ニ ュ ー 設定 備考
送信フ ァ イ ル情報表示 プ リ ン タ ー装置へ送信中または送信済の

送信フ ァ イ ル情報を表示
「5.1.1 送信フ ァ イ ル情報表示」 (P.70)参照

設定値一覧表示 一般ユーザーモー ド の設定内容を表示 「5.1.2 設定値一覧表示」 (P.71)参照
印刷位置設定 垂直位置 「5.1.3 印刷位置設定」 (P.72)参照

水平位置
オーバレ イ

用紙設定 選択中の用紙情報 「5.1.4 用紙設定」 (P.76)参照
用紙情報の登録／選択／削除／詳細

印刷設定 一般 印刷開始制御 「5.1.5 印刷設定（一般設定）」 (P.82)参照
「5.1.6 印刷設定（JEF設定）」 (P.84)参照
「5.1.7 印刷設定（第 2FPD設定）」 (P.86)参照
「5.1.8 印刷設定（JEF/AP設定）」 (P.92)参照

コ ン ビ ニ -EAN128（*1）
JEF 印字幅

EAN128目視文字位置（*1）
第 2FPD

JEF/AP
（*2）

EAN128目視文字位置

送信フ ァ イ ル設定 送信フ ァ イ ル名生成 「5.1.9 送信フ ァ イ ル設定」 (P.93)参照
ユーザー定義名
送信フ ァ イ ル分割ページ数

チ ャ ネル設定 CHC機番ア ド レ ス 「5.1.10 チ ャ ネル設定」 (P.96)参照
Channel Enable表示
チ ャ ネル接続
チ ャ ネル接続先

用紙⻑設定 デ フ ォ ル ト用紙⻑ 「5.1.11 用紙⻑設定」 (P.98)参照
デー タ操作 ク リ ア プ リ ン ト 「5.1.12 デー タ操作」 (P.99)参照

デー タ キ ャ ンセル
送信フ ァ イ ル

ユーザー管理者モー ド ユーザー管理者モー ド への遷移 「5.1.13 ユーザー管理者モー ド」 (P.105)参照
メ ン テナン ス管理者
モー ド

メ ン テナン ス管理者モー ド への遷移
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第 5章　Web-UI操作 （メ ニ ュ ーパネル／コ ン テ ン ツパネル）
  5.1　一般ユーザーモー ド メ ニ ュ ー
5.1.1 送信フ ァ イ ル情報表示

プ リ ン タ ー装置へ送信中または送信済の フ ァ イ ルの情報を表示する こ と ができ ます。

1 メ ニ ュ ーパネルか ら 「送信フ ァ イ ル情報表示」 を選択し ます。
コ ン テ ン ツパネルに送信フ ァ イ ルの情報が表示されます。

 

図 5.7 送信フ ァ イ ル情報表示

表 5.5 送信フ ァ イ ル情報表示の項目

番号 項目 説明
（1） 送信先 送信フ ァ イ ルの送信先で 「Revoria Press CF」 と表示されます。
（2） 送信フ ァ イ ル名 送信フ ァ イ ル名が表示されます。
（3） ステー タ ス 送信フ ァ イ ルの送信状態が表示されます。

（4） ページ数 送信フ ァ イ ルのページ数が表示されます。
（5） 用紙⻑ 送信フ ァ イ ルの用紙⻑が表示されます。
（6） 用紙情報名 送信フ ァ イ ルの用紙情報が表示されます。
（7） 送信日時 送信フ ァ イ ルの送信を開始した日時が表示されます。

項目 説明
表示なし 本装置の電源投⼊か ら送信フ ァ イ ルがない状

態です。
送信中（⻘） 送信フ ァ イ ルの送信中です。
送信済（白） 送信フ ァ イ ルが送信済みの状態です。
送信保留中（⻩）
（*1）

送信フ ァ イ ルの送信中に異常が発生し、 送信
を中断し ま し た。

プ リ ン タ ース プール フ ル
（橙）（*2）

送信先のバ ッ フ ァ フ ルのため送信を中断し ま
し た。
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*1: 送信フ ァ イ ルの送信中に異常が発生し た場合は、 プ リ ン タ ー装置側で通信エ ラ ー と な っ た送信フ ァ イ ルがある
か確認を⾏っ て く だ さ い。 プ リ ン タ ー側でエ ラ ー と な っ たジ ョ ブがある場合、 削除を⾏っ て く だ さ い。 プ リ ン
タ ー側のエ ラ ー解除後、 本装置の Web-UI か ら の 「ス タ ー ト」 ボ タ ン を押すこ と で、 通信エ ラ ー と な っ た送信
保留中の送信フ ァ イ ルが再送されます。

*2: プ リ ン タ ー装置のス プールが フ ルの状態です。プ リ ン タ ー装置の操作パネルまたはPrint Stationにて不要なフ ァ
イ ルを削除し て く だ さ い。
プ リ ン タ ー装置側のス プール フ ルの解除後、本装置の Web-UI か ら 「 リ セ ッ ト」 ボ タ ン を押し、 その後 「ス タ ー
ト」 ボ タ ン を押すこ と で、 ス プール フ ルでエ ラ ー と な っ た送信フ ァ イ ルが再送されます。

*3: ホス ト側のジ ョ ブの区切り が本装置で識別できない場合は、 ホス ト ジ ョ ブ と は関係な く 累積を続けます。 累積
ページが 999999 を超えた場合、 累積ページは一度ク リ ア され、 再度、 累積されます。

5.1.2 設定値一覧表示

一般ユーザーモー ド で設定されている値を一覧で確認する こ と ができ ます。

1 メ ニ ュ ーパネルか ら 「設定値一覧表示」 を選択し ます。
コ ン テ ン ツパネルに設定値の一覧が表示されます。

（8） ホス トジ ョ ブ名 ホス ト か ら指示されたジ ョ ブ名が表示されます。 ホス トジ ョ ブ名がない場合
は表示されません。

（9） ジ ョ ブ内累積ページ
数（*3）

ホス ト か ら受信済み分の累積ページ数が表示されます。
送信フ ァ イ ルの作成が完了した と き に更新されます。

番号 項目 説明
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  5.1　一般ユーザーモー ド メ ニ ュ ー
2 各項目を確認し ます。
表示対象がない項目は 「－」（全角のハ イ フ ン）を表示し ます。 ま た、 未設定の項目については 「--」（半
角のハ イ フ ン 2 つ）を表示し ます。

図 5.8 設定値一覧表示
*1: 「拡張バー コ ー ド出⼒機構」 オ プシ ョ ン搭載時に表示されます。
*2: 「JEF/AP 出⼒機構」 オ プシ ョ ン搭載時に表示されます。

5.1.3 印刷位置設定

用紙への印刷位置を指定する こ と ができ ます。
ま た、 用紙情報を複数登録し、 用紙に応じ て指定する こ と ができ ます。 詳細は 「5.1.4 用紙設定」 (P.76) を参照
し て く だ さ い。

1 メ ニ ュ ーパネルか ら 「印刷位置設定」 を選択し ます。
コ ン テ ン ツパネルに印刷位置設定の項目が表示されます。
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  5.1　一般ユーザーモー ド メ ニ ュ ー
2 各項目を設定し ます。

図 5.9 印刷位置設定

表 5.6 印刷位置設定の設定項目

*1: 初期値の数値は 16進数です。

3 「適用」 ボ タ ン を押し ます。

■印刷位置の調整可能範囲
印刷位置の調整可能範囲を、 表 5.7 に示し ます。

表 5.7 垂直位置／水平位置／オーバレ イ位置の移動量調整可能範囲

番号 項目 初期値（*1） 説明
（1） 垂直位置 4 印刷位置の垂直オ フ セ ッ ト量を調整する こ と ができ ます。

値の単位は 1/60 イ ン チです。
（2） 水平位置 05 印刷位置の水平オ フ セ ッ ト量を調整する こ と ができ ます。

値の単位は 1/60 イ ン チ  です。
（3） オーバレ イ 08 オーバレ イの水平オ フ セ ッ ト量を調整する こ と ができ ます。

値の単位は 1/120 イ ン チ  です。

値を初期化する場合は、 「初期化」 ボ タ ンで初期値に戻し たあ と、 「適用」 ボ タ ン を押し て く だ さ い。

内容 垂直方向 水平方向（*3） オーバレ イ
設定可能値の範囲
（*1）

0〜 F 00〜 BF 00〜 78

移動の単位 1/60 イ ン チ 1/60 イ ン チ 1/120 イ ン チ
初期値（基準点）（*1） 4 05 08
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*1: 設定可能値および初期値の数値は 16進数です。
*2: 移動 dot数は、 600dpi換算です。
*3: 水平方向の印刷位置は、 オーバレ イ位置の設定の影響を受けるため注意が必要です。
*4: 印刷設定の印刷開始制御が I モー ド の場合、 00 ま たは 01 を指定する と、 オーバレ イの左端が印刷できない場合があ り

ます。 こ の場合は、本装置の Web-UI にて 02 を設定し、左方向に移動させたい不足分を プ リ ン タ ー装置の操作パネル
で左方向へ調整して く だ さ い。

印刷位置設定時に、 設定値に応じ て印刷位置が移動する用紙 1 ページ内のイ メ ージを図 5.10 に示し ます。
移動範囲の数値は 16進数です。

図 5.10 垂直位置／水平位置／オーバレ イ位置の移動範囲

基準点に対する移動方向 ・設定値
（*2）

下方向に最⼤ 16 dot
1.69mm（4/60 イ ン チ）
0〜 3

左方向に最⼤ 20 dot
2.11mm（1/12 イ ン チ）
00〜 04

左方向に最⼤ 16 dot
1.69mm（1/15 イ ン チ）
00〜 07（*4）

上方向に最⼤ 44dot
4.65mm（11.69 イ ン チ）
5〜 F

右方向に最⼤ 744dot
78.74mm（3.1 イ ン チ）
06〜 BF

右方向に最⼤ 224 dot
23.7mm（14/15 イ ン チ）
09〜 78

移動対象と なるデー タ種別 文字 ・図形 ・ イ メ ージ ・
オーバレ イ

文字 ・図形 ・ イ メ ージ  文字 ・図形 ・ イ メ ージ ・
オーバレ イ

内容 垂直方向 水平方向（*3） オーバレ イ
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【印刷位置確認時のポイ ン ト】
印刷途中での設定変更は設定が即時反映されないため、 本装置に印刷デー タ がない状態で設定変更を実施し て
か ら印刷ジ ョ ブの印刷確認を⾏っ て く だ さ い。
ま た、 位置の確認のみで、 すべての印刷が不要な場合は、 プ リ ン タ ー装置側でキ ャ ンセルの操作をする必要が
あ り ます。
【印刷位置確認の手順】
1. 印刷中でない こ と を確認し ます。
• 富士通メ イ ン フ レームか ら ジ ョ ブ実⾏中でない こ と
• 本装置のデー タ ラ ン プが消灯し ている こ と
• プ リ ン タ ー装置がプ リ ン ト中でない こ と

2. Web-UI よ り 「印刷位置設定」 で設定を変更し ます。
3.富士通メ イ ン フ レームよ り確認する印刷ジ ョ ブ を実⾏し ます。
4. プ リ ン タ ー装置で確認に必要なページがプ リ ン ト された ら プ リ ン ト を停⽌し ます。
5.印刷結果を確認し ます。
印字結果に問題がな く 、 印刷を継続する場合は、 プ リ ン タ ー装置のプ リ ン ト を再開し ます。
印刷を継続しない場合は、 手順 6以降に進みます。

6.富士通メ イ ン フ レームか らジ ョ ブのキ ャ ンセルを実施し ます。
7. プ リ ン タ ー装置側でプ リ ン ト のキ ャ ンセルを実施し ます。
設定を変更し て印刷位置確認を継続する場合は、 手順 1 に戻り ます。
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5.1.4 用紙設定

運用帳票が複数ある場合、 用紙ご と に用紙名や印刷位置調整の値な ど を登録する こ と ができ ます。 用紙情報は、
初期状態で登録されている 「DEFAULT」 を除き、 511種類登録でき ます。

1 メ ニ ュ ーパネルか ら 「用紙設定」 を選択し ます。
コ ン テ ン ツパネルに用紙設定の項目が表示されます。

2 各項目を設定し ます。

図 5.11 用紙設定

本装置は、 プ リ ン タ ー装置で可能な用紙情報ご と の濃度設定はでき ません。 印刷時の濃度は、 プ リ ン タ ー装置
側で設定された濃度で印刷されます。
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表 5.8 用紙設定

番号 項目 初期値 説明
（1） 現在選択中の用紙番号

および用紙情報名
000
DEFAULT

現在選択されている用紙情報の番号および用紙情報名が表示さ
れます。 変更する場合は、 用紙情報一覧か ら変更し たい用紙情報
の⾏を選択し、 「選択」 ボ タ ン を押し ます。

（2） 未登録項目の表示 OFF
（チ ェ ッ ク
なし）

用紙情報一覧で用紙情報が登録されていない⾏を表示するか し
ないかを選択でき ます。 なお、 新しい用紙情報を登録する場合
は、 チ ェ ッ ク を付けて（ON） く だ さ い（「■ 用紙情報を登録す
る」 (P.78)参照）。
• OFF（チ ェ ッ クなし）
用紙情報が登録されていない⾏は表示し ません。 登録されて
いる用紙情報が 5 つ未満の場合は、 空⾏が表示されます。

• ON（チ ェ ッ ク あ り）
用紙情報が登録されていない⾏を表示します。 また、 新しい用
紙情報を登録する場合は、 チ ェ ッ ク を付けます。

（3） 用紙情報一覧 000⾏選択 用紙情報が一覧で表示されます。 各用紙情報には以下の項目があ
り ます。
• 番号
登録した用紙情報の番号です（範囲︓000〜 511）。

• 用紙情報名
登録した用紙名です。 用紙情報登録画面で指定し ます。

• 垂直
印刷位置の垂直オ フ セ ッ ト量です。 印刷位置設定画面で指定
し ます。

• 水平
印刷位置の水平オ フ セ ッ ト量です。 印刷位置設定画面で指定
し ます。

• OVL
オーバレ イ位置の水平オ フ セ ッ ト量です。 印刷位置設定画面
で指定し ます。

（4） ▲▲ — 用紙情報一覧を 5⾏ずつ上にス ク ロールでき ます。
▲ — 用紙情報一覧を 1⾏ずつ上にス ク ロールでき ます。
▼▼ — 用紙情報一覧を 5⾏ずつ下にス ク ロールでき ます。
▼ — 用紙情報一覧を 1⾏ずつ下にス ク ロールでき ます。

（5） 番号指定移動 000 指定した番号の用紙まで用紙情報一覧をス ク ロール させる場合、
番号指定に表示する用紙番号を⼊⼒し、 「移動」 ボ タ ン を押し ま
す。 000〜 511 の範囲で指定可能です。
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3 以下のいずれかのボ タ ン を押し ます。
• 登録
新し い用紙情報を登録する場合に 「登録」 ボ タ ン を押し ます。 用紙情報は 「DEFAULT」 を除き、 511
種類まで登録する こ と ができ ます。 詳細は 「■ 用紙情報を登録する」 (P.78) を参照し て く だ さ い。

• 選択
印刷に使用する用紙情報を選択する場合に 「選択」 ボ タ ン を押し ます。 選択し た用紙情報が 「選択中
の用紙情報」 に反映され、 各設定値が 「印刷位置設定」 、 「印刷設定」 の 「印字幅」 、 「印刷開始制御」 、
「コ ン ビ ニ -EAN128」、 「送信フ ァ イ ル分割ページ数」 に反映されます。

• 削除
登録済みの用紙情報を削除する場合に 「削除」 ボ タ ン を押し ます。 「DEFAULT」 は削除でき ません。用
紙情報削除画面が開き ます。 選択中の用紙情報を削除する と、 「DEFAULT」 が選択されます。
用紙情報を削除し ます。 詳細は 「■ 用紙情報を削除する」 (P.80) を参照し て く だ さ い。

• 詳細
登録済みの用紙情報の設定値を確認する場合に 「詳細」 ボ タ ン を押し ます。 用紙情報の詳細画面が開
き ます。 詳細は 「■ 用紙情報の詳細を確認する」 (P.81) を参照し て く だ さ い。

■ 用紙情報を登録する

1 登録する用紙情報の項目をあ ら か じめ設定し ておき ます。 以下の項目を設定し ます。
• 印刷位置の垂直位置／水平位置／オーバレ イ（「5.1.3 印刷位置設定」 (P.72)参照）
• 印刷設定の印字幅（「5.1.6 印刷設定（JEF設定）」 (P.84)参照）
• 印刷設定の印刷開始制御（「5.1.5 印刷設定（一般設定）」 (P.82)参照）
• 印刷設定の コ ン ビ ニｰ EAN128（「5.1.5 印刷設定（一般設定）」 (P.82)参照）
• 送信フ ァ イ ル設定の送信フ ァ イ ル分割ページ数（「5.1.9 送信フ ァ イ ル設定」 (P.93)参照）

2 「印刷設定」 の画面で未登録項目も表示にチ ェ ッ ク を付け、 登録する番号の⾏を ク リ ッ ク し、
「登録」 ボ タ ン を押し ます。
用紙情報登録画面が開き ます。

用紙情報で登録する各項目の値は、 実際の用紙でテ ス ト印刷を し て印字状態を確認しなが ら決定し て く
だ さ い。
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3 登録する各項目値を確認し、 用紙情報名を⼊⼒し ます。
用紙情報名以外の値を変更し たい場合は、 手順 1 に戻っ て設定値を変更の う え、 再度本画面
で登録操作を⾏っ て く だ さ い。

図 5.12 用紙情報登録画面

表 5.9 用紙情報（登録）

4 「OK」 ボ タ ン を押し ます。

番号 項目 説明
（1） 番号 用紙情報一覧で選択した用紙番号が表示されます。
（2） 用紙情報名 登録する用紙情報名を 1〜 16文字で指定し ます。

利用可能文字は半角英数字、 "-"（ハイ フ ン）、 "*"（アス タ リ ス ク）です。
（3） 垂直位置 印刷位置設定メ ニ ュ ーの垂直位置の設定値が表示されます。
（4） 水平位置 印刷位置設定メ ニ ュ ーの水平位置の設定値が表示されます。
（5） オーバレ イ 印刷位置設定メ ニ ュ ーのオーバレ イの設定値が表示されます。
（6） 印刷設定 印刷設定メ ニ ュ ーの内容が表示されます。

• 印字幅指定
JEF の印字幅指定の選択項目が表示されます。

• 印刷開始制御
一般の印刷開始制御の選択項目が表示されます。

• コ ン ビ ニ -EAN128
一般の コ ン ビ ニ -EAN128 の選択項目が表示されます。

（7） 送信フ ァ イ ル分割
ページ数

送信フ ァ イ ル設定メ ニ ュ ーの送信フ ァ イ ル分割ページ数の値が表示されます。
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■用紙情報を選択する

1 「用紙設定」 の画面で選択する番号の⾏を ク リ ッ ク し、 「選択」 ボ タ ン を押し ます。
「選択完了」 の画面が開き ます。

2 「閉じ る」 ボ タ ン を押し ます。

■用紙情報を削除する

1 「用紙設定」 の画面で削除する番号の⾏を ク リ ッ ク し、 「削除」 ボ タ ン を押し ます。
「用紙情報削除確認」 画面が開き ます。

2 「用紙情報」 の内容を確認し、 「はい」 ボ タ ン を押し ます。
用紙情報には、 用紙設定画面で選択し た用紙情報番号および用紙情報名が表示されます。

図 5.13 用紙情報削除確認画面
連帳プ リ ン タ ー接続モデル  取扱説明書80



第 5章　Web-UI操作 （メ ニ ュ ーパネル／コ ン テ ン ツパネル）
  5.1　一般ユーザーモー ド メ ニ ュ ー
■用紙情報の詳細を確認する

1 「用紙設定」 の画面で削除する番号の⾏を ク リ ッ ク し、 「詳細」 ボ タ ン を押し ます。
「用紙情報詳細」 画面が開き ます。

2 各項目の設定内容を確認し ます。

図 5.14 用紙情報詳細画面

表 5.10 用紙情報（詳細）

番号 項目 説明
（1） 番号 用紙情報一覧で選択した用紙番号が表示されます。
（2） 用紙情報名 用紙情報一覧で選択した用紙情報の用紙名が表示されます。
（3） 垂直位置 用紙情報一覧で選択した用紙情報の垂直位置が表示されます。
（4） 水平位置 用紙情報一覧で選択した用紙情報の水平位置が表示されます。
（5） オーバレイ 用紙情報一覧で選択した用紙情報のオーバレイが表示されます。
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  5.1　一般ユーザーモー ド メ ニ ュ ー
3 「閉じ る」 ボ タ ン を押し ます。

5.1.5 印刷設定（一般設定）

印刷に関する設定を⾏います。 一般タ ブで設定し た値は、 JEF と JEF/AP の両方で有効と な り ます。

1 メ ニ ュ ーパネルか ら 「印刷設定」 を選択し ます。
コ ン テ ン ツパネルに印刷設定の項目が表示されます。

2 「一般」 タ ブ を選択し ます。

3 各項目を設定し ます。

図 5.15 印刷設定の一般設定

（6） 印刷設定 用紙情報一覧で選択した用紙情報の印刷設定が表示されます。
• 印字幅指定
用紙情報一覧で選択した用紙情報の印字幅指定が表示されます。

• 印刷開始制御
用紙情報一覧で選択した用紙情報の印刷開始制御が表示されます。

• コ ン ビ ニ -EAN128
用紙情報一覧で選択した用紙情報の コ ン ビ ニ -EAN128 が表示されます。

（7） 送信フ ァ イ ル分割
ページ数

送信フ ァ イ ル設定メ ニ ュ ーの送信フ ァ イ ル分割ページ数の値が表示されます。

番号 項目 説明
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  5.1　一般ユーザーモー ド メ ニ ュ ー
表 5.11 印刷設定（一般設定）

4 「適用」 ボ タ ン を押し ます。

番号 項目 初期値 説明
（1） 印刷開始制御 F モー ド

（標準）
印刷開始位置のモー ド を指定し ます。
• F モー ド（標準）
印刷開始位置を左端 0.6 イ ン チか ら印刷し ます。

• I モー ド
印刷開始位置を左端 0.5 イ ン チか ら印刷し ます。 モー ド の
詳細は 「A.4 印刷範囲」 (P.142) を参照し て く だ さ い。

（2） コ ン ビ ニ -EAN128 白⿊補正 「拡張バー コ ー ド出⼒機構」 オ プシ ョ ン搭載時に本設定項目が
表示されます。
補正およびバー コ ー ドの幅を指定し ます。
コ ン ビ ニ -EAN128 の補正は、 GS1-128（料⾦代理収納用）バー
コ ー ドのみが対象です。
GS1-128（料⾦代理収納用）印刷を⾏わない場合は、 設定の必
要はあ り ません。
• 補正なし
- ⿊のバー コ ー ド幅

4,8,12,16 ピ ク セルで印刷し ます。
- 白のバー コ ー ド幅

4,8,12,16 ピ ク セルで印刷し ます。
• 白補正
- ⿊のバー コ ー ド幅

4,8,12,16 ピ ク セルで印刷し ます。
- 白のバー コ ー ド幅

5,9,13,17 で印刷し ます。
• 白⿊補正
- ⿊のバー コ ー ド幅

3,7,11,15 ピ ク セルで印刷し ます。
- 白のバー コ ー ド幅

5,9,13,17 ピ ク セルで印刷し ます。
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5.1.6 印刷設定（JEF設定）

印刷に関する設定を⾏います。 JEF タ ブ画面で設定し た値は、 JEF の場合に有効と な り ます。

1 メ ニ ュ ーパネルか ら 「印刷設定」 を選択し ます。
コ ン テ ン ツパネルに印刷設定の項目が表示されます。

2 「JEF」 タ ブ を選択し ます。

3 各項目を設定し ます。

図 5.16 印刷設定の JEF設定

表 5.12 印刷設定（JEF設定）

番号 項目 初期値 説明
（1） 印字幅 16.5 イ ン チ 印刷最⼤幅を指定し ます。

デー タ ラ ン プ点灯中は変更でき ません。
• 13.6 イ ン チ
印刷最⼤幅を 13.6 イ ン チに指定し ます。

• 16.5 イ ン チ
印刷最⼤幅を 16.5 イ ン チに指定し ます。

• 18.0 イ ン チ
印刷最⼤幅を 18.0 イ ン チに指定し ます。
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*1: 「拡張バー コ ー ド出⼒機構」 オ プシ ョ ン搭載時、 本設定が有効にな り ます。 オ プシ ョ ン未搭載の場合、 設定は無
視されます。

4 「適用」 ボ タ ン を押し ます。

（2） EAN128目視文字位置 7mm EAN128 目視文字位置は、 GS1-128（料⾦代理収納用）バー
コ ー ド のみが対象です。
GS1-128（料⾦代理収納用）バー コ ー ド の目視文字の位置を
指定し ます（*1）。
• 7mm
バー コ ー ドの目視文字の位置を 7mm に指定し ます。

• 9.5mm
バー コ ー ドの目視文字の位置を 9.5mm に指定し ます。

（3） 第 2FPD設定 － 第 2FPD設定画面を開き ます。
詳細は 「5.1.7 印刷設定（第 2FPD設定）」 (P.86) を参照し て
く だ さ い。

番号 項目 初期値 説明
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5.1.7 印刷設定（第 2FPD設定）

印刷に関する設定を⾏います。第 2FPD設定は、文字パタ ーン をあ ら か じ め本装置に登録し ておき、業務に必要
な第2FPDを選択し、運用を⾏う ために使用する ものです。第2FPDの登録はSE（システムエ ンジニ ア）が⾏います。
第 2FPD は 001〜 099 まで登録可能です。 なお、 ブ ラ ン ク FPD は、 新しい第 2FPD を作成する と き に選択し て
く だ さ い。 ブ ラ ン ク FPD を選択し たま ま運用する と、 ER85-52 と なる場合があ り ます。

1 メ ニ ュ ーパネルか ら 「印刷設定」 を選択し ます。
コ ン テ ン ツパネルに印刷設定の項目が表示されます。

2 「JEF」 タ ブ を選択し、 「第 2FPD設定」 ボ タ ン を押し ます。

3 各項目を設定し ます。

図 5.17 第 2FPD設定
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表 5.13 印刷設定（第 2FPD設定）

番号 項目 初期値 説明
（1） 現在選択中の第 2FPD

ラ ベル名
101
ノ ーデ ッ キ

現在選択されている第 2FPD の ラ ベル名を表示し ます。 本項目
を変更する場合は、（3）で対象を選択し、 「選択」 ボ タ ン を押
し ます。

（2） 未登録⾏の表示 OFF 未登録⾏を表示するかを指定し ます。
• OFF
未登録⾏は表示し ません。 登録されている第 2FPD が 5 つ
未満の場合は、 空⾏が表示されます。

• ON
未登録⾏を表示し ます。

（3） 第 2FPD 情報一覧 101 登録済みの第 2FPD情報を一覧で表示し ます。 第 2FPD 情報に
は以下の項目があ り ます。
番号 「101 ノ ーデ ッ キ」、 「100 ブ ラ ン ク FPD」、 「000 JIS2」 は
初期状態で登録されています。
• 番号
格納されている第 2FPD を表す 000〜 101 の数値です。

• ラ ベル名
格納されている第 2FPD の ラ ベル名です。

• プ ロ テ ク ト
格納されている第 2FPD の書き込み可／不可の設定状態で
す。
- 「--」
初期状態で登録されていて変更でき ません。

- 「有効」
プ ロ テ ク ト が有効で書き込みでき ません。

- 「無効」
プ ロ テ ク ト が無効で書き込みでき ます。

• コ メ ン ト
格納されている第 2FPD の コ メ ン ト です。

（4） ス ク ロールア イ コ ン － 第 2FPD情報一覧を上下にス ク ロール させる場合に押し ます。
「▲」 ボ タ ン ま たは 「▼」 ボ タ ン を押し て 1⾏ずつ上または下
にス ク ロール し ます。 「▲▲」 ボ タ ン ま たは 「▼▼」 ボ タ ン を
押し て 5 ⾏ずつ上または下にス ク ロ ールし ます。

（5） 番号指定 000 選択したい第 2FPD情報の番号を⼊⼒し、 「移動」 ボ タ ン を押
し ます。 000〜 099 の範囲で指定でき ます。
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4 以下のいずれかのボ タ ン を押し ます。
• 選択
第 2FPD を選択し ます。 詳細は 「■ 第 2FPD を選択する」 (P.88) を参照し て く だ さ い。

• 削除
第 2FPD を削除し ます。 詳細は 「■ 第 2FPD を削除する」 (P.89) を参照し て く だ さ い。

• プ ロ テ ク ト
第 2FPD に プ ロ テ ク ト を設定し ます。 詳細は 「■ 第 2FPD に プ ロ テ ク ト を設定する」 (P.90) を参照し
て く だ さ い。

• コ メ ン ト編集
第 2FPD の コ メ ン ト を編集し ます。 詳細は 「■ 第 2FPD の コ メ ン ト を編集する」 (P.91) を参照し て く
だ さ い。

■ 第 2FPD を選択する
使用する第 2FPD を選択する と、 選択し た第 2FPD が 「現在選択中の第 2FPD」 に反映されます。

1 「第 2FPD設定」 画面で、 選択し たい第 2FPD を ク リ ッ ク し ます。

2 「選択」 ボ タ ン を押し ます。

第 2FPD が 99（最⼤登録数）登録されていた状態で、 「100 ブ ラ ン ク FPD」 を選択後、 「選択」 ボ タ ン を押し
た場合、 「登録が上限に達し ています。」 のエ ラ ー と な り ます。
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■第 2FPD を削除する
格納されている第 2FPD を削除し ます。
初期状態で登録されている 「101 ノ ーデ ッ キ」、 「100 ブ ラ ン ク FPD」、 「000 JIS2」 は削除でき ません。

1 「第 2FPD設定」 画面で、 削除し たい第 2FPD を ク リ ッ ク し ます。

2 「削除」 ボ タ ン を押し ます。
第 2FPD削除確認画面が開き ます。

図 5.18 第 2FPD削除確認画面

3 削除する第 2FPD ラ ベル名が正しい場合、 「はい」 ボ タ ン を押し ます。
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■第 2FPD にプ ロ テ ク ト を設定する
格納されている第 2FPD を プ ロ テ ク ト（書き込み可／不可）状態に設定し ます。
プ ロ テ ク ト を有効に設定し た第 2FPD は、上書き登録できな く な り ます。 なお、 プ ロ テ ク ト有効時でも削除は可
能です。
初期状態で登録されている 「101 ノ ーデ ッ キ」、「100 ブ ラ ン ク FPD」、「000 JIS2」 は、プ ロ テ ク ト設定でき ません。

1 「第 2FPD設定」 画面で、 プ ロ テ ク ト を設定し たい第 2FPD を ク リ ッ ク し ます。

2 「プ ロ テ ク ト」 ボ タ ン を押し ます。
プ ロ テ ク ト画面が開き ます。

3 第 2FPD 情報一覧で選択し た第 2FPD の書き込み可、 または書き込み不可を設定し ます。

図 5.19 プ ロ テ ク ト画面

表 5.14 プ ロ テ ク ト画面の操作

4 「適用」 ボ タ ン を押し ます。

番号 項目 説明
（1） 第 2FPD

ラ ベル名
選択した第 2FPD の番号と ラ ベル名を表示し ます。

（2） プ ロ テ ク ト 選択し た第 2FPD のプ ロ テ ク ト指定を変更し ます。
• 有効
書き込み不可に し ます。

• 無効
書き込み可能に し ます。
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■第 2FPD の コ メ ン ト を編集する
格納されている第 2FPD の コ メ ン ト を編集し ます。
初期状態で登録されている 「101 ノ ーデ ッ キ」、 「100 ブ ラ ン ク FPD」、 お よび 「000 JIS2」 の コ メ ン トは、 編集で
き ません。

1 「第 2FPD設定」 画面で、 コ メ ン ト を編集し たい第 2FPD を ク リ ッ ク し ます。

2 「コ メ ン ト編集」 ボ タ ン を押し ます。
コ メ ン ト編集画面が開き ます。

3 第 2FPD 情報一覧で選択し た第 2FPD の コ メ ン ト を⼊⼒し ます。

図 5.20 コ メ ン ト編集画面

表 5.15 コ メ ン ト編集画面の操作

*1: ¥（円マー ク ま たはバ ッ ク ス ラ ッ シ ュ）、 "（ダ ブル ク ォ ーテーシ ョ ン）、 &（ア ンパサン ド）、 <（小な り）、 >（⼤
な り）は使用でき ません。 ま た、 [（始め角括弧）と ]（終わ り角括弧）は同時に設定でき ません。

4 「適用」 ボ タ ン を押し ます。

番号 項目 説明
（1） 選択中の第 2FPD 選択し た第 2FPD の番号と ラ ベル名が表示されます。
（2） コ メ ン ト 選択し た第 2FPD の コ メ ン ト を編集し ます。

最⼤ 16文字を⼊⼒でき ます。 半角英数字、 半角記号（*1）、 全角文字を⼊⼒す
る こ と ができ ます。 半角空白は⼊⼒でき ません。
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5.1.8 印刷設定（JEF/AP設定）

印刷に関する設定を⾏います。 JEF/AP の タ ブは、 「JEF/AP 出⼒機構」 オ プシ ョ ン搭載時に表示されます。
JEF/AP タ ブ画面で設定し た値は、 JEF/AP の場合に有効と な り ます。

1 メ ニ ュ ーパネルか ら 「印刷設定」 を選択し ます。
コ ン テ ン ツパネルに印刷設定の項目が表示されます。

2 「JEF/AP」 タ ブ を選択し ます。

3 各項目を設定し ます。

図 5.21 印刷設定の JEF/AP 設定

表 5.16 印刷設定（JEF/AP 設定）

4 「適用」 ボ タ ン を押し ます。

番号 項目 初期値 説明
（1） EAN128 目視

文字位置
7mm GS1-128（料⾦代理収納用）バー コ ー ド の目視文字の位置を指定し

ます。
• 7mm
バー コ ー ド の目視文字の位置を 7mm に指定し ます。

• 9.5mm
バー コ ー ド の目視文字の位置を 9.5mm に指定し ます。
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5.1.9 送信フ ァ イ ル設定

富士通メ イ ン フ レームか ら受信し た印刷デー タ を、必要に応じ て分割し、送信フ ァ イ ル と し て プ リ ン タ ー装置へ
送信し ます。 プ リ ン タ ー装置へ送信する送信フ ァ イ ル名、 送信する分割ページ数を設定し ます。

1 メ ニ ュ ーパネルか ら 「送信フ ァ イ ル設定」 を選択し ます。
コ ン テ ン ツパネルに送信フ ァ イ ル設定の項目が表示されます。

2 各項目を設定し ます。

図 5.22 送信フ ァ イ ル設定（ジ ョ ブ名表示設定無効）

表 5.17 送信フ ァ イル設定（ジ ョ ブ名表示設定無効）の項目

*1: ¥（円マー ク ま たはバ ッ ク ス ラ ッ シ ュ）、 /（ス ラ ッ シ ュ）、 "（ダ ブル ク ォ ーテーシ ョ ン）、 <（小な り）、 =（イ
コ ール）、 >（⼤な り）、 ?（ク エ スチ ョ ン）、 @（ア ッ ト マー ク）、 ｜（パイ プ ラ イ ン）、 :（コ ロ ン）、 ＊（アス タ
リ ス ク）、 空白は使用でき ません。 ま た、 [（始め角括弧）と ]（終わ り角括弧）は同時に設定でき ません。

番号 項目 初期値 説明
（1） 送信フ ァ イ ル名生成 ユーザー定義名 プ リ ン タ ー装置へ印刷デー タ を送信する際の送信フ ァ イ ル名

の生成方法を指定し ます。
指定された送信フ ァ イ ル名はプ リ ン タ ー装置の操作パネル上
の 「ジ ョ ブ」 と し て表示されます。
• ユーザー定義名
ユーザー定義送信フ ァ イ ル名で設定し た送信フ ァ イ ル名
を使用し ます。

• 用紙情報名
用紙情報名を使用し ます。 使用するのは先頭か ら最⼤ 16
文字までです。

（2） ユーザー定義名 PS-R110AA ユーザー定義を選択した場合の送信フ ァ イ ル名を設定し ま
す。 最⼤ 16文字を⼊⼒でき ます。
1〜 16 文字で⼊⼒し ます。
⼊⼒可能文字は、 半角英数字、 半角記号（*1）です。

（3） 送信フ ァ イ ル分割
ページ数

250 送信フ ァ イ ルのページ数を指定し ます。 ホス ト か ら受信し た
印刷デー タ か ら送信フ ァ イ ルを作成、 送信フ ァ イ ル分割ペー
ジ数を超えた場合、 作成し た送信フ ァ イ ルを プ リ ン タ ー装置
へ送信し、 新たに送信フ ァ イ ルを作成し ます。
250〜 2000 ページの範囲で指定ができ ます。
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  5.1　一般ユーザーモー ド メ ニ ュ ー
図 5.23 送信フ ァ イ ル設定（ジ ョ ブ名表示設定有効）

表 5.18 送信フ ァ イル設定（ジ ョ ブ名表示設定有効）の項目

番号 項目 初期値 説明
（1） 送信フ ァ イ ル名生成 ホス トジ ョ ブ名 プ リ ン タ ー装置へ印刷デー タ を送信する際の送信フ ァ イ ル名

の生成方法を指定し ます。
指定された送信フ ァ イ ル名はプ リ ン タ ー装置の操作パネル上
の 「ジ ョ ブ」 と し て表示されます。
• ホス トジ ョ ブ名
ホス ト か ら指示されたジ ョ ブ名を使用し ます。
ホス ト か ら ジ ョ ブ名の指示がない場合、 「ホス トジ ョ ブ名
がない場合」 の設定を使用し ます。

• ユーザー定義名
ユーザー定義送信フ ァ イ ル名で設定した送信フ ァ イ ル名を
使用し ます。

• 用紙情報名
用紙情報名を使用し ます。 使用するのは先頭か ら最⼤ 16
文字までです。

（2） ホス トジ ョ ブ名がな
い場合

ユーザー定義名 送信フ ァ イ ル名生成が 「ホス トジ ョ ブ名」 の場合に選択が可
能と な り ます。
ホス ト か ら ホス トジ ョ ブ名の指定がない印刷デー タ を受信し
た場合に使用する送信フ ァ イ ル名
を指定し ます。
• ユーザー定義名
ユーザー定義送信フ ァ イ ル名で設定した送信フ ァ イ ル名を
使用し ます。

• 用紙情報名
用紙情報名を使用し ます。 使用するのは先頭か ら最⼤ 16
文字までです。

（3） ユーザー定義名 PS-R110AA ユーザー定義を選択し た場合の送信フ ァ イ ル名を設定し ます。
最⼤ 16文字を⼊⼒でき ます。
1〜 16 文字で⼊⼒し ます。
⼊⼒可能文字は、 半角英数字、 半角記号（*1）です。

（4） 送信フ ァ イ ル
分割ページ数

250 送信フ ァ イ ルのページ数を指定し ます。 ホス トか ら受信し た
印刷デー タ か ら送信フ ァ イ ルを作成、 送信フ ァ イ ル分割ペー
ジ数を超えた場合、 作成し た送信フ ァ イ ルを プ リ ン タ ー装置
へ送信し、 新たに送信フ ァ イ ルを作成し ます。
250〜 2000 ページの範囲で指定ができ ます。
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*1: ¥（円マー ク ま たはバ ッ ク ス ラ ッ シ ュ）、 /（ス ラ ッ シ ュ）、 "（ダ ブル ク ォ ーテーシ ョ ン）、 <（小な り）、 =（イ
コ ール）、 >（⼤な り）、 ?（ク エ スチ ョ ン）、 @（ア ッ ト マー ク）、 ｜（パイ プ ラ イ ン）、 :（コ ロ ン）、 ＊（アス タ
リ ス ク）、 空白は使用でき ません。 ま た、 [（始め角括弧）と ]（終わ り角括弧）は同時に設定でき ません。

3 「適用」 ボ タ ン を押し ます。

• 送信フ ァ イ ルの分割ページ数は、 初期値は 250 ページですが、 運用に合わせて変更し て く だ さ い。 送信
フ ァ イ ルの分割ページ数の設定値については、 フ ァ ース ト プ リ ン ト時間（ホス ト か ら印刷の指示を し てか
ら最初の 1 ページ目の出⼒が開始される までの時間）と ト ー タ ルの印刷性能のバ ラ ン ス を鑑みた設定が必
要と な り ます。 運用に合わせて設定をお願いし ます。
送信フ ァ イ ルの フ ァ イ ル数を少な く し たい場合は、 分割ページ数を⼤き く する こ と もでき ますが、 フ ァ ー
ス ト プ リ ン ト が遅 く な り ます。

• 送信フ ァ イ ル分割ページ数に到達する と送信フ ァ イ ルを プ リ ン タ ー装置へ送信し、 新たに送信フ ァ イ ルを
作成し ます。
ま た、 以下のよ う に、 分割ページ数に到達しな く て も送信フ ァ イ ルを プ リ ン タ ー装置へ送信する こ と があ
り ます。

a)  富士通メ イ ン フ レーム と同期合わせが必要な場合（例）

- 富士通メ イ ン フ レームか ら のジ ョ ブが変わ っ た と き
- 用紙コー ド に よ る用紙掛け替え指示があ っ た と き
- ラ イ タ操作コ マ ン ド が実⾏された と き

b)  本装置の Web-UI操作が実⾏された場合（例）

- 「デー タ操作」 の 「ク リ ア プ リ ン ト」 ボ タ ン を押下し た と き
- 「印刷位置設定」 の 「水平位置」、 「垂直位置」 ま たは 「オーバレ イ」 のいずれかを変更し た と き
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  5.1　一般ユーザーモー ド メ ニ ュ ー
5.1.10 チ ャ ネル設定

富士通メ イ ン フ レーム と の接続状態の表示と切り換えを⾏います。

1 メ ニ ュ ーパネルか ら 「チ ャ ネル設定」 を選択し ます。
コ ン テ ン ツパネルにチ ャ ネル設定の項目が表示されます。

2 各項目を設定し ます。
2 チ ャ ネルス イ ッ チ（PS-R100A51）オプシ ョ ンが未搭載の場合は、チ ャ ネル接続先でチ ャ ネル A のみ ON
Line、 OFF Line の設定ができ ます。

本装置か ら送信し た送信フ ァ イ ルは、 プ リ ン タ ー装置の操作パネル、 ま たは Print Station の 「ジ ョ ブ管理」
画面に 「ジ ョ ブ」（ホス トジ ョ ブ と は異な り プ リ ン タ ー装置と し て印刷の単位）と し て表示されます。 本装置
か ら送信する送信フ ァ イ ルは以下の表示形式と な り、 各情報は ”-”（ハイ フ ン）で区切られます。

送信フ ァ イ ル名 ︓ NNNNNN-XXXXXXXXXXXXXXXX-ZZZ-YYMMDD-T

表 5.19 送信フ ァ イ ル名

送信ファイル名の各情報 意味
NNNNNN 送信フ ァ イ ルを識別するための ID です。

送信フ ァ イ ルを作成するご と に +1 し ます。
範囲は、 000001〜 999999 で、 999999 を超えた場合は 000001 に戻り ます。

XXXXXXXXXXXXXXXX 「送信フ ァ イ ル設定」 の 「送信フ ァ イ ル名生成」 で指定し た値です。
「送信フ ァ イ ル名生成」 は、 「用紙情報名」、 「ユーザー定義名」、 「ホス トジ ョ ブ
名」 のいずれかにな り ます。
最⼤ 16桁で空白は詰め られます。

ZZZ 分割フ ァ イ ル イ ンデ ッ ク スで、 本装置の起動時と新規ホス トジ ョ ブ受信時は、
001 にな り ます。 送信フ ァ イ ルの分割ご と に +1 し ます。
範囲は 001〜 999 で、 999 を超えた場合は 001 に戻り ます。

YYMMDD 送信フ ァ イ ル内の 1 ページ目の書き込みを開始し た日付です。
表示形式は、 YY=年、 MM=月、 DD=日です。
例︓2023年１月７日の場合

230107
送信フ ァ イ ル作成の タ イ ミ ン グが日を また ぐ場合は、 同一ジ ョ ブ内の送信フ ァ イ
ルについても別の日付と な り ます。

-T デー タ形式の情報です。
JEF/AP オ プシ ョ ンが未搭載の場合︓
• 表示なし

JEF/AP オ プシ ョ ンが搭載の場合︓
• ラ イ タ の コ マ ン ド が ラ イ ン プ リ ン タ モー ド（JEF） ︓「-L」
• ラ イ タ の コ マ ン ド がページプ リ ン タ モー ド（JEF/AP） ︓「-P」
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2 チ ャ ネルス イ ッ チ（PS-R100A51）オ プシ ョ ン搭載時の設定は、 「■ 2 チ ャ ネルス イ ッ チ（PS-R100A51）
オ プシ ョ ン搭載時」 (P.98) を参照し て く だ さ い。

図 5.24 チ ャ ネル設定

表 5.20 チ ャ ネル設定の項目

*1: 「B Channel」 は 2 チ ャ ネルス イ ッ チ（PS-R100A51）オプシ ョ ン搭載時に選択でき ます。

3 「適用」 ボ タ ン を押し ます。

チ ャ ネル接続先の変更は、 ホス ト側の OS上で装置が OFF Line にな っ ている こ と を確認し てか ら⾏っ
て く だ さ い。

番号 項目 説明
（1） CHC機番ア ド レ ス 本装置に設定されている機番を表示し ます。 機番の設定は保守技術員（担当

CE）が⾏います。
（2） チ ャ ネル接続 本装置をオ ン ラ イ ン状態／オ フ ラ イ ン状態へ遷移させます。 「チ ャ ネル接続先」

で選択されているチ ャ ネルに対し て設定し ます。
設定は 「適用」 ボ タ ン を押す と反映されます。

（3） Channel Enable 現在のチ ャ ネル接続状態を示し ます。 本装置のチ ャ ネル接続が ON Line の場
合に、 チ ャ ネル接続先で接続されているチ ャ ネルの ラ ン プが緑色に点灯し ま
す。 なお、 オ ン ラ イ ン状態と なるチ ャ ネルは A / B いずれか一方と な り ます。

（4） チ ャ ネル接続先
（*1）

本装置に接続されているチ ャ ネル  A / B を切り替える こ と ができ ます。 設定は
「適用」 ボ タ ン を押す と反映されます。 なお、 切り替える場合は、 い っ たん
「チ ャ ネル接続」 でオ フ ラ イ ン状態に遷移させたあ と に実施し て く だ さ い。
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  5.1　一般ユーザーモー ド メ ニ ュ ー
■ 2 チ ャ ネルス イ ッ チ（PS-R100A51）オプシ ョ ン搭載時
2 チ ャ ネルス イ ッ チ（PS-R100A51）オ プシ ョ ン搭載時にチ ャ ネルを切り換える場合は、 「チ ャ ネル設定」 で以下
の手順を⾏います。

1 チ ャ ネル接続で 「OFF Line」 を選択し、 「適用」 ボ タ ン を押し ます。
チ ャ ネル接続先で接続されているチ ャ ネルの ラ ン プ（Channel Enable）が無点灯にな り ます。

2 切り替えるチ ャ ネル接続先を選択し ます。

3 チ ャ ネル接続で 「ON Line」 を選択し、 「適用」 ボ タ ン を押し ます。
チ ャ ネル接続方法で接続されているチ ャ ネルの ラ ン プ（Channel Enable）が緑色に点灯し ます。

5.1.11 用紙⻑設定

デフ ォ ル ト用紙⻑を指定し ます。

1 メ ニ ュ ーパネルか ら 「用紙⻑設定」 を選択し ます。
コ ン テ ン ツパネルに用紙⻑設定の項目が表示されます。

2 デ フ ォ ル ト用紙⻑を設定し ます。

図 5.25 用紙⻑設定

表 5.21 デ フ ォ ル ト用紙⻑の設定項目

3 「適用」 ボ タ ン を押し ます。

番号 項目 初期値 説明
（1） デ フ ォ ル ト用紙⻑ 11.0 イ ン チ デ フ ォ ル ト用紙⻑を指定する こ と ができ ます。

指定可能な範囲は 3.5 イ ン チ〜 14.0 イ ン チで、 0.5 イ ン チ間
隔で指定でき ます。
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  5.1　一般ユーザーモー ド メ ニ ュ ー
5.1.12 デー タ操作

本装置上のデー タ操作ができ ます。

1 メ ニ ュ ーパネルか ら 「デー タ操作」 を選択し ます。
コ ン テ ン ツパネルにデー タ操作の項目が表示されます。

2 操作するボ タ ン を選択し ます。

図 5.26 デー タ操作
• ク リ ア プ リ ン ト
ク リ ア プ リ ン ト を⾏います。 詳細は、 「■ ク リ ア プ リ ン ト を⾏う」 (P.99) を参照し て く だ さ い。

• デー タ キ ャ ンセル
デー タ キ ャ ンセルを⾏います。 詳細は、 「■ デー タ キ ャ ンセルを⾏う」 (P.101) を参照し て く だ さ い。

• 送信フ ァ イ ル
送信フ ァ イ ル一覧を表示し ます。 一覧に表示されている送信フ ァ イ ルが 「ク リ ア プ リ ン ト」 ボ タ ン お
よび 「デー タ キ ャ ンセル」 ボ タ ン操作の対象と な り ます。 詳細は、 「■ 送信フ ァ イ ル一覧」 (P.103) を
参照し て く だ さ い。

■ ク リ ア プ リ ン ト を⾏う
ク リ ア プ リ ン ト を実施する と、 本装置内にある印刷デー タ か ら送信フ ァ イ ルを作成し プ リ ン タ ーへ送信し ます。
本装置では、 プ リ ン タ ーの印刷完了を確認する こ と ができないため、 プ リ ン タ ー装置側での印刷完了確認が必要
と な り ます。

1 メ イ ンパネルの 「ス ト ッ プ」 ボ タ ンで本装置を NOT READY 状態に し ます。

2 メ ニ ュ ーパネルか ら 「デー タ操作」 を選択し ます。
コ ン テ ン ツパネルにデー タ操作の項目が表示されます。

3 デー タ操作画面で 「ク リ ア プ リ ン ト」 ボ タ ン を押し ます。
連帳プ リ ン タ ー接続モデル  取扱説明書99



第 5章　Web-UI操作 （メ ニ ュ ーパネル／コ ン テ ン ツパネル）
  5.1　一般ユーザーモー ド メ ニ ュ ー
図 5.27 「ク リ ア プ リ ン ト」 ボ タ ン操作可能状態

操作可能にな っ た 「ク リ ア プ リ ン ト」 ボ タ ン を押す と確認画面が開き ます。

4 「はい」 ボ タ ン を押し ます。

図 5.28 ク リ ア プ リ ン ト確認画面

ク リ ア プ リ ン ト実⾏中は以下の画面が表示されます。

図 5.29 ク リ ア プ リ ン ト実⾏中画面

通常、 「ク リ ア プ リ ン ト」 ボ タ ンはグ レーア ウ ト し てお り、 操作する こ と はでき ません。 一度ボ タ ン部
分を押す と、 グ レーア ウ ト が解除され、 操作可能と な り ます。
なお、 操作可能後、 5秒以内にボ タ ン を操作しない場合、 再びグ レーア ウ ト にな り ます。
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  5.1　一般ユーザーモー ド メ ニ ュ ー
プ リ ン タ ーへ送信フ ァ イ ルの送信が失敗する と 「ク リ ア プ リ ン ト に失敗し ま し た。」 の画面が表示され、通
信エ ラ ー と な り ます。

図 5.30 ク リ ア プ リ ン ト失敗画面

■ デー タ キ ャ ンセルを⾏う
デー タ キ ャ ンセルを実施する と、 以下の状態の送信フ ァ イ ルを削除し ます。

• 作成中

• 待機中

• 通信エ ラ ー

• プ リ ン タ ース プール フ ル

「送信済」 および 「送信中」 状態の送信フ ァ イ ルは本装置か ら削除する こ と はでき ません。 プ リ ン タ ー装置側を
操作しキ ャ ンセルを⾏っ て く だ さ い。

ま た、 富士通メ イ ン フ レームか ら本装置へ送信中のジ ョ ブ ま たは SYSOUT フ ァ イ ルを取り消すか ど う かは、 各
ラ イ タ の仕様に従っ て く だ さ い。

1 プ リ ン タ ー装置の操作パネルで 「ス ト ッ プ」 ボ タ ン を押し て印刷を停⽌させます。 

2 メ イ ンパネルの 「ス ト ッ プ」 ボ タ ンで本装置を NOT READY状態に し ます。

3 メ ニ ュ ーパネルか ら 「デー タ操作」 を選択し ます。
コ ン テ ン ツパネルにデー タ操作の項目が表示されます。

ク リ ア プ リ ン ト時にページが完成し ていないデー タ がある場合はデー タ ラ ン プが点滅し ます。 こ の場合、 以
下のいずれかの対応を⾏っ て く だ さ い。

• 完成し ていないページを印刷する場合は、 「ス タ ー ト」 ボ タ ン を押し、 印刷を継続し て く だ さ い。
• 完成し ていないページを削除する場合は、 「デー タ キ ャ ンセル」 ボ タ ン を押し、 削除を⾏っ て く だ さ い。

「送信済」 状態の送信フ ァ イ ルが印刷されないよ う に、 先にプ リ ン タ ー装置を 「ス ト ッ プ」 ボ タ ン を押
し て停⽌し て く だ さ い。
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第 5章　Web-UI操作 （メ ニ ュ ーパネル／コ ン テ ン ツパネル）
  5.1　一般ユーザーモー ド メ ニ ュ ー
4 デー タ操作画面で 「デー タ キ ャ ンセル」 ボ タ ン を押し ます。

図 5.31 「デー タ キ ャ ンセル」 ボ タ ン操作可能状態

有効にな っ た 「デー タ キ ャ ンセル」 ボ タ ン を押す と確認画面が開き ます。

5 「はい」 ボ タ ン を押し ます。

図 5.32 デー タ キ ャ ンセル確認画面

デー タ キ ャ ンセル実⾏中は以下の画面が表示されます。

図 5.33 デー タ キ ャ ンセル実⾏中画面

通常、 「デー タ キ ャ ンセル」 ボ タ ンはグ レーア ウ ト し てお り、 操作する こ と はでき ません。 一度ボ タ ン
部分を押す と、 グ レーア ウ ト が解除され、 操作可能と な り ます。 なお、 5秒以内にボ タ ン を操作しない
場合、 再びグ レーア ウ ト にな り ます。
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第 5章　Web-UI操作 （メ ニ ュ ーパネル／コ ン テ ン ツパネル）
  5.1　一般ユーザーモー ド メ ニ ュ ー
■送信フ ァ イ ル一覧
「ス ト ッ プ」 ボ タ ン を操作し た時点での、 本装置内で処理中、 またはプ リ ン タ ー装置へ送信完了し た送信フ ァ イ
ルを表示し ます。 一覧に表示されている送信フ ァ イ ルが 「ク リ ア プ リ ン ト」 ボ タ ンおよび 「デー タ キ ャ ンセル」
ボ タ ン操作の対象と な り ます。

表 5.22 送信フ ァ イ ル一覧画面

*1: プ リ ン タ ー装置へは送信フ ァ イ ルの再送と なるため、 エ ラ ーが発生し たページか ら印刷再開と はならず、送信フ ァ イ ル
の先頭ページか ら の再印刷と な り ます。 プ リ ン タ ー装置側にエ ラ ーが発生し た送信フ ァ イ ルがある場合、重複印刷を避
けるため、必要に応じ て削除を⾏っ て く だ さ い。 エ ラ ーが発生し た際には必ず前後の フ ァ イ ルの印刷結果を確認し、重
複印刷がある場合は取り除いて く だ さ い。

「ク リ ア プ リ ン ト」 ボ タ ン を操作し た場合、 プ リ ン タ ー装置へ 「作成中」、 「待機中」、 「通信エ ラ ー」、 「プ リ ン タ ー
ス プール フ ル」 の送信フ ァ イ ルを順次送信し ます。
「通信エ ラ ー」、 「プ リ ン タ ース プール フ ル」 の状態の送信フ ァ イ ルについても 「ク リ ア プ リ ン ト」 ボ タ ン操作で
プ リ ン タ ー装置へ再送を⾏いますが、 エ ラ ー と なる要因が取り除かれていない場合は、 再度エ ラ ー と な り ます。
「デー タ キ ャ ンセル」 ボ タ ン を操作し た場合、 「作成中」、 「待機中」、 「通信エ ラ ー」、 「プ リ ン タ ース プール フ ル」
の送信フ ァ イ ルを削除し ます。 送信済と送信中の フ ァ イ ルは一覧表か ら削除されません。

項目 説明
No 本装置内で処理中、 またはプ リ ン タ ー装置へ送信が完了した送信フ ァ イ ル番号を表示し ます。

本装置内で保持される最⼤送信フ ァ イ ル数は 2 フ ァ イ ル と な り ます。
送信フ ァ イ ル名 本装置内で処理中、 または送信を完了した送信フ ァ イ ル名を表示し ます。

送信フ ァ イ ル名は、 「5.1.9 送信フ ァ イ ル設定」 (P.93) で設定し た名称と な り ます。
ページ数 送信フ ァ イ ルのページ数を表示し ます。
状態 送信フ ァ イ ルの状態を表示し ます。

状態 説明
作成中 送信フ ァ イ ルの作成中です。

ホス トか ら印刷デー タ受信後、 送信フ ァ イ ル作成完了前までの状態です。
待機中 送信フ ァ イ ル作成完了後、 プ リ ン タ ー装置へ送信を待っ ている状態です。

プ リ ン タ ー装置へ送信する送信フ ァ イ ルは 1 フ ァ イ ルずつのため、 すでに
「送信中」 の送信フ ァ イ ルがある場合、 先⾏し ている送信が完了するまで
「待機中」 で待た されます。

送信中 プ リ ン タ ー装置へ送信中の状態です。
送信済 プ リ ン タ ー装置へ送信を完了し た状態です。
通信エ ラ ー プ リ ン タ ー装置へ送信中にエ ラ ーを検出し、 送信を停⽌した状態です。

本装置は 「エ ラ ー」 状態と な り ます。
通信エ ラ ー と なる要因については、 本装置、 本装置 - プ リ ン タ ー装置間の
ネ ッ ト ワー ク、 プ リ ン タ ー装置側の問題があ り ます。 「第 6章 ト ラ ブル
シ ュ ーテ ィ ン グ」 (P.132) を参照し、 要因を取り除いて く だ さ い。
通信エ ラ ー と なる要因が運用継続なものであ っ た場合、 要因を取り除いた
あ と、 本装置Web-UI か ら 「 リ セ ッ ト」 ボ タ ン操作を実施する こ と でエ
ラ ーが解除され、 本装置は 「NOT READY」 状態と な り ます。 「ス タ ー ト」
ボ タ ン操作で本装置は 「READY」 と な り、 送信フ ァ イ ルがプ リ ン タ ー装
置へ再送され、 「通信エ ラ ー」 か ら 「送信中」 に変化し ます（*1）。

プ リ ン タ ー
ス プール フ ル

プ リ ン タ ー装置へ送信中、 プ リ ン タ ー装置側のスプール フ ルを検出し、 送
信を停⽌した状態です。
本装置は 「エ ラ ー」 状態と な り ます。
プ リ ン タ ー装置側の操作でスプール フ ルを解除して く だ さ い。
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第 5章　Web-UI操作 （メ ニ ュ ーパネル／コ ン テ ン ツパネル）
  5.1　一般ユーザーモー ド メ ニ ュ ー
■送信フ ァ イ ル ロ グ
送信フ ァ イ ル一覧の情報は、 プ リ ン タ ー装置へ送信し たものか ら順次削除されますが、 「送信フ ァ イ ル ロ グ」 ボ
タ ンか ら、 本装置内で処理し た送信フ ァ イ ルの履歴を確認する こ と ができ ます。

図 5.34 送信フ ァ イ ル ロ グ画面

表 5.23 送信フ ァ イ ル ロ グ画面

項目 説明
記録日時 情報を送信フ ァ イ ル ロ グに登録し た日時を表示し ます。

例）2023 Jan 15 03:07:58.397014

送信フ ァ イ ル名 対象の送信フ ァ イ ル名を表示し ます。
処理内容 送信フ ァ イ ルに対する処理内容を表示し ます。

created.︓送信フ ァ イ ル作成開始
state changed to waiting.︓送信フ ァ イ ル作成完了、 送信フ ァ イ ルの状態を 「待機中」 に変更
state changed to transferring,YYYY/MM/DD hh:mm:ss,Np.︓送信フ ァ イ ルを プ リ ン タ ー装置へ
送信開始、 送信開始時刻、 ページ数
state changed to transfer completed,YYYY/MM/DD hh:mm:ss,Np.︓送信フ ァ イ ル送信完了、
送信完了時刻、 ページ数
state changed to communication error.︓送信フ ァ イ ルの状態を 「通信エ ラ ー」 に変更
state changed to spoolfull error.︓送信フ ァ イ ルの状態を 「プ リ ン タ ース プール フ ル」 に変更

Web-UI操作
ク リ ア プ リ ン ト /
デー タ キ ャ ンセル

操作内容を表示し ます。 デー タ キ ャ ンセルの場合、 削除された送信フ ァ イ ルの情報を表示し ま
す。
User clear printed data.︓ク リ ア プ リ ン ト操作
clear print done.︓ク リ ア プ リ ン ト完了
User canceled data.︓デー タ キ ャ ンセル操作
Cancel data done.︓デー タ キ ャ ンセル完了
User deleted job(xxxxxxxxxxxxx).︓デー タ キ ャ ンセルで削除された送信フ ァ イ ル名と ページ数
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第 5章　Web-UI操作 （メ ニ ュ ーパネル／コ ン テ ン ツパネル）
  5.1　一般ユーザーモー ド メ ニ ュ ー
5.1.13 ユーザー管理者モー ド

一般ユーザーモー ド か ら ユーザー管理者モー ド に遷移する場合に操作し ます。

1 メ ニ ュ ーパネルか ら 「ユーザー管理者モー ド」 を選択し ます。
ユーザー管理者モー ド のパス ワー ド⼊⼒画面が開き ます。

2 パス ワー ド を⼊⼒し ます。
⼊⼒し た文字は 「●」（⿊丸）で表示されます。

図 5.35 ユーザー管理者モー ド のパス ワー ド⼊⼒画面

3 「OK」 ボ タ ン を押し ます。
正しいパス ワー ド を⼊⼒し た場合、 ユーザー管理者モー ド に遷移し ます。
誤っ たパス ワー ド を⼊⼒し た場合、 パス ワー ド⼊⼒エ ラ ー画面を表示し（図 5.36）、 「閉じ る」 ボ タ ン を押
す と パス ワー ド⼊⼒画面に戻り ます。

図 5.36 パス ワー ド⼊⼒エ ラ ー画面

ユーザー管理者モー ド への遷移を⾏わない場合は、 メ ニ ュ ーパネルでほかの メ ニ ュ ーを選択し、 一般
ユーザーモー ド に戻っ て く だ さ い。

「ユーザー管理者モー ド」 のパス ワー ド の初期値は “PRINTERADMIN”（すべて⼤文字）です。

ユーザー管理者モー ド のパス ワー ドは一般ユーザーには公開せず、 パス ワー ドは定期的に変更し て く だ さ い。
パス ワー ド の変更については、 「5.2.8 パス ワー ド変更」 (P.129) を参照し て く だ さ い。
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第 5章　Web-UI操作 （メ ニ ュ ーパネル／コ ン テ ン ツパネル）
  5.2　 ユーザー管理者モー ド メ ニ ュ ー
5.2 ユーザー管理者モー ド メ ニ ュ ー
運用管理端末に関する設定や、Web-UI に ロ グ イ ンするためのパス ワー ド設定な ど、様々な設定を⾏う こ と がで
き ます。
各設定項目について以下に示し ます。

表 5.24 ユーザー管理者モー ド メ ニ ュ ー一覧

メニュー 項目 備考
ネ ッ ト ワー ク設定 LAN1 有効プ ロ ト コ ル（表示のみ） 「5.2.1 ネ ッ ト ワー ク設定」 (P.107)参照

MAC ア ド レ ス（表示のみ）
IP ア ド レ ス
ネ ッ ト マ ス ク

LAN2 有効プ ロ ト コ ル（表示のみ）
MAC ア ド レ ス（表示のみ）
IP ア ド レ ス
ネ ッ ト マ ス ク

ゲー ト ウ ェ イ デ フ ォ ル ト ゲー ト ウ ェ イ
ス タ テ ィ ッ ク ルー ト

送信先設定 プ リ ン タ ー 送信先（表示のみ） 「5.2.2 送信先設定」 (P.110)参照
送信先名
有効プ ロ ト コ ル（表示のみ）
IP ア ド レ ス
論理プ リ ン タ ー（表示のみ）
オー ト ス タ ー ト
コ ピーセパレーシ ョ ン マー ク

ア ク セス制御設定 IP ア ド レ スによ る ア ク セス制御 「5.2.3 ア ク セス制御設定」 (P.114)参照
ア ク セス許可リ ス ト（5設定分）

日時設定 日時設定 「5.2.4 日時設定」 (P.115)参照
NTP接続
NTP サーバー

表示設定 日時表示 「5.2.5 表示設定」 (P.118)参照
接続先情報表示
ジ ョ ブ名表示

ロ グ操作 サポー ト ロ グ を収集する 「5.2.6 ロ グ操作」 (P.123)参照
UPS設定 UPS UPS接続 「5.2.7 UPS設定」 (P.126)参照

IP ア ド レ ス
ユーザー名
パス ワー ド

自動停⽌ 自動停⽌
自動停⽌開始時間

パス ワー ド変更 一般ユーザーパス ワー ド変更 「5.2.8 パス ワー ド変更」 (P.129)参照
ユーザー管理者パス ワー ド変更

一般ユーザーモー ド 一般ユーザーモー ド へ遷移 「5.2.9 一般ユーザーモー ド」 (P.131)参照
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第 5章　Web-UI操作 （メ ニ ュ ーパネル／コ ン テ ン ツパネル）
  5.2　 ユーザー管理者モー ド メ ニ ュ ー
5.2.1 ネ ッ ト ワー ク設定

各種ネ ッ ト ワー ク設定を⾏います。

1 メ ニ ュ ーパネルか ら 「ネ ッ ト ワー ク設定」 を選択し ます。
コ ン テ ン ツパネルにネ ッ ト ワー ク設定の項目が表示されます。

2 「LAN1」 タ ブ、 「LAN2」 タ ブ、 および 「ゲー ト ウ ェ イ」 タ ブ を それぞれ選択し、 各項目を設
定し ます。

図 5.37 ネ ッ ト ワー ク設定（LAN1）

図 5.38 ネ ッ ト ワー ク設定（LAN2）

ネ ッ ト ワー ク設定後は本装置の再起動が必要です。 メ ッ セージエ リ ア に 「再起動が必要です。」 の メ ッ セージ
（図 4.6）が表示されますので、 再起動を⾏っ て く だ さ い。
連帳プ リ ン タ ー接続モデル  取扱説明書107



第 5章　Web-UI操作 （メ ニ ュ ーパネル／コ ン テ ン ツパネル）
  5.2　 ユーザー管理者モー ド メ ニ ュ ー
図 5.39 ネ ッ ト ワー ク設定（ゲー ト ウ ェ イ）

表 5.25 ネ ッ ト ワー ク設定の項目

グループ 番号 項目 初期値 説明
LAN1 （1） 有効プ ロ ト コ ル IPv4（固定値） LAN1 の IP ア ド レ スの イ ン タ ー

ネ ッ ト プ ロ ト コ ルです。
（2） MAC ア ド レ ス － LAN1 の接続ポー ト の MAC ア ド

レ ス を表示し ます。
（3） IP ア ド レ ス 169.254.80.1 LAN1 の IP ア ド レ ス を指定し ま

す。
（4） サブネ ッ ト マ ス ク 255.255.0.0 LAN1 の IP ア ド レ スのサブネ ッ ト

マ ス ク を指定し ます。
LAN2 （1） 有効プ ロ ト コ ル IPv4（固定値） LAN2 の IP ア ド レ スの イ ン タ ー

ネ ッ ト プ ロ ト コ ルです。
（2） MAC ア ド レ ス － LAN2 の接続ポー ト の MAC ア ド

レ ス を表示し ます。
（3） IP ア ド レ ス 192.168.1.2 LAN2 の IP ア ド レ ス を指定し ま

す。
（4） サブネ ッ ト マ ス ク 255.255.255.0 LAN2 の IP ア ド レ スのサブネ ッ

ト マ ス ク を指定し ます。
ゲー ト
ウ ェ イ

（1） デ フ ォ ル ト ゲー ト ウ ェ イ（*1） 169.254.80.1 デ フ ォ ル ト ゲー ト ウ ェ イ を設定し
ます。

（2） ス タ テ ィ ッ ク
ルー ト（*2）

宛先ネ ッ ト ワー ク
ア ド レ ス

なし LAN1 と LAN2 で 2系統のネ ッ ト
ワー ク使用時に設定し ます。
2系統目のネ ッ ト ワー ク ア ド レ ス
を指定し ます。

（3） サブネ ッ ト マ ス ク なし 2系統目のサブネ ッ ト マ ス ク を指
定し ます。

（4） ゲー ト ウ ェ イ
（*1）

なし 2系統目のゲー ト ウ ェ イ を設定し
ます。
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*1: デ フ ォ ル ト ゲー ト ウ ェ イ と ゲー ト ウ ェ イ の値が同一の場合、 ま たはデ フ ォ ル ト ゲー ト ウ ェ イ と ゲー ト ウ ェ イ が
LAN1 ま たは LAN2 に属し ていない場合、 ⼊⼒エ ラ ー と な り ます。

*2: ス タ テ ィ ッ ク ルー ト を使用する場合に⼊⼒し ます。 1 か所でも未設定（空白）がある場合は⼊⼒エ ラ ー と な り ま
す。 ま た設定を削除する場合は、 全項目を削除し て く だ さ い。

3 「適用」 ボ タ ン を押し ます。
ネ ッ ト ワー ク設定の適用画面が開き ます。
「キ ャ ンセル」 ボ タ ン を押す と各値を変更前の値に戻し ます。

4 「はい」 ボ タ ン を押し ます。
本装置の再起動後、 設定が反映されます。 「いいえ」 ボ タ ン を押し た場合は、 設定は反映されません。

図 5.40 ネ ッ ト ワー ク設定の適用画面
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5.2.2 送信先設定

本装置の Web-UI よ り接続する プ リ ン タ ー装置の設定を⾏います。 送信先設定の変更や接続確認を⾏う場合は、
プ リ ン タ ー装置を切断し た状態で⾏っ て く だ さ い。

1 メ ニ ュ ーパネルか ら 「送信先設定」 を選択し ます。
コ ン テ ン ツパネルに送信先設定の項目が表示されます。

2 各項目を設定し ます。

図 5.41 送信先設定（プ リ ン タ ー）

表 5.26 送信先設定の項目

送信先設定後は本装置の再起動が必要です。 メ ッ セージエ リ ア に 「再起動が必要です。」 の メ ッ セージ（図
4.6）が表示されますので、 再起動を⾏っ て く だ さ い。

番号 項目 初期値 設定可能範囲 説明
（1） 送信先 対応プ リ ン タ ー名 － 本装置と接続可能なプ リ ン タ ー機

種名を表示し ます。 プ リ ン タ ー名
は以下の と お り です。
• Revoria Press CF

（2） 送信先名 Revoria Press CF 文字数上限︓16文字
文字種別︓半角英数
字（記号を除 く 、 先
頭末尾の空白は不可）

プ リ ン タ ーを区別するためのもの
であるため、 プ リ ン タ ー装置名の
決定は利用者の判断で⾏っ て く だ
さ い。
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*1: 起動完了後の装置状態を READY で起動する場合は、 「有効」 を設定し ます。
オー ト ス タ ー トが 「有効」 でプ リ ン タ ー と接続完了、 かつチ ャ ネルが ON Line の と き、 READY で起動し ます。
それ以外は、 NOT READY で起動し ます。

3 「適用」 ボ タ ン を押し ます。
再起動を確認する 「送信先設定の適用」 画面が表示されます。

4 「はい」 ボ タ ン を押し ます。
本装置の再起動後、 設定が反映されます。
「いいえ」 ボ タ ン を押し た場合は、 設定は反映されません。

図 5.42 送信先設定の適用画面

（3） 有効プ ロ ト コ ル IPv4 － 接続する プ リ ン タ ーの IP ア ド レ
スの イ ン タ ーネ ッ ト プ ロ ト コ ルを
表示し ます。

（4） IP ア ド レ ス 192.168.1.1 IPv4 の IP ア ド レ ス 本装置と接続する プ リ ン タ ーの
IP ア ド レ ス を設定し ます。

（5） 論理プ リ ン タ ー PS-R11-Printer － 論理プ リ ン タ ー名を表示し ます。
（6） オー ト ス タ ー ト 無効 • 無効

• 有効
本装置の起動完了後の装置状態を
設定し ます。（*1）

（7） コ ピーセパレーシ ョ ン
マー ク

有効 • 無効
• 有効

コ ピーセパレーシ ョ ン マー ク印刷
の有効または無効を設定し ます。

• 「接続確認」 ボ タ ン をデー タ ラ ン プ点灯中に押す と、 「デー タ があるため、 実⾏でき ません。」 が表示
されます。

• 「接続確認」 ボ タ ン を押す と、 指定し た プ リ ン タ ー装置を接続し ているかを確認し ます。
接続確認は、 確認する プ リ ン タ ー装置の IP ア ド レ スが本装置に適用されている状態で実施し て く だ
さ い。 IP ア ド レ ス を変更する場合は、 本装置の再起動が必要です。

図 5.43 接続確認の確認画面

番号 項目 初期値 設定可能範囲 説明
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図 5.44 接続確認中を示す画面

図 5.45 接続成功時の確認結果画面

図 5.46 接続失敗時の確認結果画面
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• オー ト ス タ ー ト設定を 「有効」 に し た場合、 本装置起動時にプ リ ン タ ー装置を接続し ます。 接続処
理中に Web-UI で ロ グ イ ンする と、 プ リ ン タ ー接続中の画面が表示されます。

図 5.47 プ リ ン タ ー接続中の画面

• オー ト ス タ ー ト時にプ リ ン タ ー装置と の接続が確⽴できなか っ た場合、 プ リ ン タ ー装置の準備がで
きてか ら、 本装置の 「ス タ ー ト」 ボ タ ン を押し て く だ さ い。

• プ リ ン タ ー装置と の接続中に 「中⽌」 ボ タ ン を押す と オー ト ス タ ー ト の処理を中⽌し ます。 オー ト
ス タ ー ト の中⽌完了後、 画面は閉じ られ、 本装置は 「NOT READY」 状態と な り ます。
連帳プ リ ン タ ー接続モデル  取扱説明書113



第 5章　Web-UI操作 （メ ニ ュ ーパネル／コ ン テ ン ツパネル）
  5.2　 ユーザー管理者モー ド メ ニ ュ ー
5.2.3 ア ク セス制御設定

運用管理端末と し て本装置の Web-UI に ア ク セスでき る IP ア ド レ ス を設定し ます。

1 メ ニ ュ ーパネルか ら 「ア ク セス制御設定」 を選択し ます。
コ ン テ ン ツパネルに ア ク セス制御設定の項目が表示されます。

2 各項目を設定し ます。

図 5.48 ア ク セス制御設定

表 5.27 ア ク セス制御設定の項目

*1: 送信先のプ リ ン タ ー と UPS の IP ア ド レ スは、 ア ク セス許可の対象になるため、本設定で登録する必要はあ り ま
せん。

誤っ た IP ア ド レ ス を指定し た り、 登録し た IP ア ド レ ス を忘れた り し た場合は、 本装置の Web-UI に ア ク セ
スできな く な り ます。 ア ク セスできな く な っ た場合は保守技術員（担当 CE）に連絡し て く だ さ い。
ア ク セス制御設定後は本装置の再起動が必要です。 メ ッ セージエ リ ア に 「再起動が必要です。」 の メ ッ セージ
（図 4.6）が表示されますので、 再起動を⾏っ て く だ さ い。

番号 項目 初期値 説明
（1） IP ア ド レ スに

よ る ア ク セス
制御

無効
（全てのア ド レ
スか ら可能）

ア クセス制御しない場合は 「無効（全てのア ド レ スか ら可能）」 を選
択し ます。
ア ク セス制御する場合は 「有効（ア クセス許可リ ス トの設定有効）」
を選択し ます。 選択後、 「ア ク セス許可リ ス ト」 が有効にな り ます。

（2） ア ク セス許可
リ ス ト（*1）

－ ア ク セス許可する IP ア ド レ スは 5種類設定でき ます。 マ ス ク⻑に
適切なビ ッ ト マ ス ク を設定する と、 同じサブネ ッ ト内の複数の IP
ア ド レ ス を設定でき ます。
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3 「適用」 ボ タ ン を押し ます。
再起動を確認する 「ア ク セス制御設定の適用」 画面が表示されます。

4 「はい」 ボ タ ン を押し ます。
本装置の再起動後、 設定が反映されます。 「いいえ」 ボ タ ン を押し た場合は、 設定は反映されません。

図 5.49 ア ク セス制御設定の適用画面

5.2.4 日時設定

本装置の日時に関する設定を⾏います。

1 メ ニ ュ ーパネルか ら 「日時設定」 を選択し ます。
コ ン テ ン ツパネルに日時設定の項目が表示されます。
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2 各項目を設定し ます。

図 5.50 日時設定

表 5.28 日時設定の項目

番号 項目 説明
（1） 日付

時間
システム日付を設定し ます。
NTP接続を有効に し た場合は、 グ レーア ウ ト し ます（設定不要）。

（2） NTP接続 NTP に よ る時刻同期を設定し ます。
• 無効

NTP サーバー と時刻同期し ません。 「日付」、 「時刻」 に正しい日時を設定し
て く だ さ い。

• 有効
NTP サーバー と時刻同期し ます。 NTP サーバーの IP ア ド レ ス を正し く ⼊⼒
し て く だ さ い。
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3 「適用」 ボ タ ン を押し ます。
NTP サーバー と同期をする場合、 同期中画面が表示されます。

図 5.51 NTP サーバー と の時刻同期中画面

結果は、 ポ ッ プ ア ッ プ メ ッ セージで表示されます。
• 成功し た場合

• 失敗し た場合
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5.2.5 表示設定

本装置の Web-UI の表示設定を⾏います。本設定では、Web-UI上への日時表示の選択（表示する日時は 「5.2.4
日時設定」 (P.115)参照）、 および接続先情報表示内容の更新を⾏います。

1 メ ニ ュ ーパネルか ら 「表示設定」 を選択し ます。
コ ン テ ン ツパネルに表示設定の項目が表示されます。

2 「日時表示」 タ ブおよび 「接続先情報表示」 タ ブ を それぞれ選択し、 各項目を設定し ます。

図 5.52 表示設定（日時表示）
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図 5.53 表示設定（接続先情報表示）

図 5.54 表示設定（ジ ョ ブ名表示）
• 日時表示
メ イ ンパネルの日時を表示するか ど う か を設定し ます。 詳細は、 「■ 日時表示の設定を⾏う」 (P.120)
を参照し て く だ さ い。

• 接続先情報表示
メ イ ンパネルに表示する接続先情報の表示名を設定し ます。 詳細は、 「■ 接続先情報の設定を⾏う」
(P.121) および 「■ 接続先情報の設定を削除する」 (P.122)参照し て く だ さ い。
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■日時表示の設定を⾏う

1 「日時表示」 タ ブで日時表示を 「有効」 に選択し ます。
初期値は 「無効」 です。

2 「適用」 ボ タ ン を押し ます。

図 5.55 日時表示を 「無効」 に設定し た場合

図 5.56 日時表示を 「有効」 に設定し た場合
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■接続先情報の設定を⾏う
表示名が設定された接続先と接続し ている場合は、 メ イ ンパネルに設定し た表示名が表示されます。表示名が設
定されていない場合は、 接続先情報を表示し ます。

1 「接続先情報表示」 タ ブで接続先情報が設定されていない⾏を選択し ます。

2 「設定」 ボ タ ン を押し ます。
設定画面が表示されます。

3 各項目を⼊⼒し ます。

図 5.57 接続先情報表示の画面

表 5.29 接続先情報表示の項目

4 「はい」 ボ タ ン を押し ます。
⼊⼒し た内容が表示設定メ ニ ュ ーの接続先情報表示一覧に反映されます。

番号 項目 説明
（1） 接続先情報 表示名を設定する接続先情報を 16文字で指定し ます（任意）。

利用可能文字は 16進の数字です。
（2） 表示名 接続先情報の表示名を 1〜 16文字で指定し ます（任意）。

利用可能な文字は英数字です。
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■接続先情報の設定を削除する
設定し た接続先情報を削除し ます。

1 「接続先情報表示」 タ ブで削除し たい接続先情報の⾏を選択し ます。

2 「削除」 ボ タ ン を押し ます。
削除確認画面が表示されます。

図 5.58 接続先情報表示削除確認の画面

3 「はい」 ボ タ ン を押し ます。

■ ジ ョ ブ名表示の設定を⾏う
印刷中のジ ョ ブ名を Web-UI の メ イ ンパネルに表示するかを設定し ます。

1 「ジ ョ ブ名表示」 タ ブで設定を⾏います。

2 各項目を⼊⼒し ます。

表 5.30 ジ ョ ブ名表示の設定項目

項目 初期値 説明
ジ ョ ブ名表示 有効 印刷中のジ ョ ブ名を Web-UI の メ イ ンパネルに表示するかを設定し ま

す。
• 無効
ジ ョ ブ名を表示し ません。

• 有効
ジ ョ ブ名を表示し ます。

ジ ョ ブ名消去ボ タ ン 無効 Web-UI の メ イ ンパネルに 「ジ ョ ブ名消去」 ボ タ ン を表示するかを設
定し ます。 「ジ ョ ブ名表示」 が 「無効」 の場合は設定ができ ません。
• 無効
ジ ョ ブ名消去ボ タ ン を表示し ません。

• 有効
ジ ョ ブ名消去ボ タ ン を表示し ます。
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3 「適用」 ボ タ ン を押し ます。
「ジ ョ ブ名消去」 ボ タ ン設定が 「有効」 の場合はメ イ ンパネルに 「ジ ョ ブ名消去」 ボ タ ンが表示されます。

5.2.6 ロ グ操作

ログの収集は、 保守技術員（担当 CE）か ら指示があ っ た場合に実施し て く だ さ い。 「サポー ト ロ グ を収集する」
ボ タ ン を押し、本装置内のサポー ト ロ グ を収集し ます。本装置か ら サポー ト ロ グ を取り出すには対象フ ァ イ ルを
選択し、 「ダ ウ ン ロ ー ド」 ボ タ ン を押し ます。

1 メ ニ ュ ーパネルか ら 「ロ グ操作」 を選択し ます。
コ ン テ ン ツパネルに 「サポー ト ロ グ を収集する」 が表示されます。

図 5.59 サポー ト ロ グ収集

2 「サポー ト ロ グ を収集する」 ボ タ ン を押し ます。

3 サポー ト ロ グ収集後は再起動が必要である こ と を警告する画面が表示されるため、 「はい」 ボ
タ ン を押し ます。 

図 5.60 サポー ト ロ グ収集確認画面

仮想 PC や VPN環境では、 サポー ト ロ グの ダ ウ ン ロ ー ド処理が失敗する場合があ り ます。 そのよ う な場合に
は、 一般の LAN に接続された物理 PC で処理を実⾏し て く だ さ い。
ロ グの収集後は本装置の再起動が必要です。
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第 5章　Web-UI操作 （メ ニ ュ ーパネル／コ ン テ ン ツパネル）
  5.2　 ユーザー管理者モー ド メ ニ ュ ー
サポー ト ロ グ を収集中は 「サポー ト ロ グ収集中」 ポ ッ プ ア ッ プ画面が表示され、収集結果が表示されます。

図 5.61 サポー ト ロ グ収集中ポ ッ プ ア ッ プ画面

結果は、 ポ ッ プ ア ッ プ メ ッ セージで表示されます。
• 成功し た場合
以下のポ ッ プ ア ッ プ メ ッ セージが表示され、 本装置の ID ラ ン プが点灯し ます。

図 5.62 サポー ト ロ グ収集の成功画面

• 失敗し た場合
以下のポ ッ プ ア ッ プ メ ッ セージが表示され、 本装置の ID ラ ン プが点滅し ます。 本事象が発生する場
合は、 保守技術員（担当 CE）に連絡し て く だ さ い。

図 5.63 サポー ト ロ グ収集の失敗画面
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第 5章　Web-UI操作 （メ ニ ュ ーパネル／コ ン テ ン ツパネル）
  5.2　 ユーザー管理者モー ド メ ニ ュ ー
4 サポー ト ロ グの一覧か ら ダ ウ ン ロ ー ド し たい フ ァ イ ルを選択し 「ダ ウ ン ロ ー ド」 ボ タ ン を押
し ます。 

図 5.64 ダ ウ ン ロ ー ド画面

確認画面が表示されるため、 「OK」 ボ タ ン を押し ます。

図 5.65 確認画面
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第 5章　Web-UI操作 （メ ニ ュ ーパネル／コ ン テ ン ツパネル）
  5.2　 ユーザー管理者モー ド メ ニ ュ ー
5.2.7 UPS設定

本装置を UPS に接続する場合の設定を⾏います。

1 メ ニ ュ ーパネルか ら 「UPS設定」 を選択し ます。
コ ン テ ン ツパネルに UPS設定の項目が表示されます。

2 「UPS」 タ ブおよび 「自動停⽌」 タ ブ を それぞれ選択し、 各項目を設定し ます。

図 5.66 UPS設定（UPS）

図 5.67 UPS設定（自動停⽌）

UPS設定後は本装置の再起動が必要です。 メ ッ セージエ リ ア に 「再起動が必要です。」 の メ ッ セージ（図 4.6）
が表示されますので、 再起動を⾏っ て く だ さ い。
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第 5章　Web-UI操作 （メ ニ ュ ーパネル／コ ン テ ン ツパネル）
  5.2　 ユーザー管理者モー ド メ ニ ュ ー
表 5.31 UPS の項目

自動停⽌設定は、 「UPS」 タ ブで 「有効」 に設定後、 設定が可能にな り ます。
「UPS」 タ ブの UPS接続で 「有効」 を選択する と、 自動停⽌設定が設定可能にな り ます。 「UPS」 タ ブ
の UPS接続で 「無効」 を選択する と、 本装置の自動停⽌設定は無効化され、 自動停⽌は⾏いません。

図 5.68 設定可能な自動停⽌

タブ 番号 項目 説明
UPS （1） UPS接続 本装置を UPS に接続するか ど う かを指定し ます。 本装置が UPS に接

続されていない場合は、 「無効」 を選択し て く だ さ い（*1）（*2）。
• 無効
本装置を UPS に接続しない場合に選択し ます。

• 有効
本装置を UPS に接続する場合に選択し ます。

UPS接続状態を表示し ます。
UPS を接続する設定が有効の場合、 本装置起動か ら約 30秒間隔で接
続状態を監視し ます。 UPS と の接続が確認できた場合、 UPS接続状態
を接続済に変更し ます。
• 未接続

UPS と接続し ていない状態
• 接続済
本 UPS と の接続が確認できた状態

（2） IP ア ド レ ス UPS の IP ア ド レ ス を指定し ます（*3）（*4）。
（3） ユーザー名 UPS と接続するためのユーザー名を⼊⼒し ます。 ユーザー名を 1〜 10

文字で⼊⼒し ます。 ⼊⼒可能文字は、 半角英数字、 半角記号（*5）で
す。 先頭と末尾に半角空白は使用でき ません。（*3）（*4）

（4） パス ワー ド UPS と接続するためのパス ワー ド を⼊⼒し ます。 パス ワー ド を 15〜
32文字で⼊⼒し ます。 ⼊⼒可能文字は、 半角英数字、 半角記号（*6）
です。 先頭と末尾に半角空白は使用でき ません。（*3）（*4）
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第 5章　Web-UI操作 （メ ニ ュ ーパネル／コ ン テ ン ツパネル）
  5.2　 ユーザー管理者モー ド メ ニ ュ ー
*1: 本装置が UPS に接続されていない状態で 「有効」 を選択する と、 自動停⽌は動作し ません。
*2: 本装置と の接続を推奨する UPS は 「付録 F 周辺機器（推奨）」 (P.151) を参照し て く だ さ い。
*3: UPS で 「有効」 を選択し た場合に、 ⼊⼒する こ と ができ ます。

図 5.69 ⼊⼒可能な UPS

*4: UPS の設定はご使用の UPS の取扱説明書およびネ ッ ト ワー ク マネジ メ ン ト カ ー ド の取扱説明書を参照して
く だ さ い。

*5: ¥（円マー ク ま たはバ ッ ク ス ラ ッ シ ュ）、 "（ダ ブル ク ォ ーテーシ ョ ン）、 #（シ ャ ープ）、 %（パーセン ト）、 &
（ア ンパサン ド）、 <（小な り）、 =（イ コ ール）、 >（⼤な り）、 ?（ク エ スチ ョ ン）、 @（ア ッ ト マー ク）、 +（プ
ラ ス）、 :（コ ロ ン）は使用でき ません。 ま た、 [（始め角括弧）と ]（終わ り角括弧）は同時に設定でき ません。

*6: ¥（円マー ク ま たはバ ッ ク ス ラ ッ シ ュ）、 "（ダ ブル ク ォ ーテーシ ョ ン）、 <（小な り）、 >（⼤な り）、 #（シ ャ ー
プ）、 :（コ ロ ン）は使用でき ません。 ま た、 [（始め角括弧）と ]（終わ り角括弧）は同時に設定でき ません。

*7: UPS で 「有効」 を選択し た場合、 UPS がバ ッ テ リ ー容量低下を示す 「Low Runtime Warning」 状態にな っ
た場合、 自動停⽌の設定状態に関わらず、 本装置は自動停⽌し ます。

*8: 自動停⽌開始時間に設定する時間は、 本装置の停⽌完了前に UPS の電源供給が終了しないよ う、 以下の条
件に合致するよ う に考慮し て設定し て く だ さ い。
UPS の電源供給可能時間 ＞ 自動停⽌開始時間 ＋ 本装置の停⽌時間（180秒）

自動停⽌ （5） 自動停⽌ 停電等で電⼒供給が UPS に切り替わ っ た際に、 本装置を自動的に停
⽌するか ど う かを選択し ます。 各指定は以下の と お り に⾏います。
• 無効
本装置の自動停⽌を⾏いません。 UPS か ら の電⼒供給で起動を継
続し ます（*7）。

• 有効
本装置の自動停⽌を⾏います。

（6） 自動停⽌開始
時間

「自動停⽌」 で 「有効」 を選択し た場合に、 設定する こ と ができ ます。
UPS か ら の電⼒供給に切り替わ っ てか ら本装置の停⽌を開始する まで
の時間を 0-600秒の間で指定し ます（*8）。

タブ 番号 項目 説明
連帳プ リ ン タ ー接続モデル  取扱説明書128



第 5章　Web-UI操作 （メ ニ ュ ーパネル／コ ン テ ン ツパネル）
  5.2　 ユーザー管理者モー ド メ ニ ュ ー
3 「適用」 ボ タ ン を押し ます。

4 「はい」 ボ タ ン を押し ます。
本装置の再起動後、 設定が反映されます。 「いいえ」 ボ タ ン を押し た場合は、 設定は反映されません。

図 5.70 UPS設定の適用画面

5.2.8 パス ワー ド変更

一般ユーザーモー ド と ユーザー管理者モー ド に ロ グ イ ンする際のパス ワー ド を変更する場合に本操作を⾏いま
す。

1 メ ニ ュ ーパネルか ら 「パス ワー ド変更」 を選択し ます。
コ ン テ ン ツパネルにパス ワー ド変更の項目が表示されます。

2 「一般ユーザーパス ワー ド変更」 タ ブおよび 「ユーザー管理者パス ワー ド変更」 タ ブ を それぞ
れ選択し、 各項目を設定し ます。

図 5.71 パス ワー ド変更（一般ユーザー）

ユーザー管理者モー ド のパス ワー ドは一般ユーザーには公開せず、 定期的に変更し て く だ さ い。
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第 5章　Web-UI操作 （メ ニ ュ ーパネル／コ ン テ ン ツパネル）
  5.2　 ユーザー管理者モー ド メ ニ ュ ー
図 5.72 パス ワー ド変更（ユーザー管理者）

表 5.32 パス ワー ド変更の設定項目（一般ユーザー／ユーザー管理者）

「一般ユーザーパス ワー ド を初期化」 を押す と、 確認画面が表示されます。
「はい」 を押す と、 一般ユーザーのパス ワー ド を初期化し て、 確認画面を閉じ ます。
「いいえ」 を押す と、 一般ユーザーのパス ワー ド を初期化せずに本画面を閉じ ます。

図 5.73 一般ユーザーパス ワー ド の初期化画面

3 「適用」 ボ タ ン を押し ます。

番号 項目 説明
（1） 現在のパス ワー ド 現在の一般パス ワー ド を⼊⼒し ます。

⼊⼒し た文字は 「●」（⿊丸）で表示されます。
一般ユーザーパス ワー ドは、 初回設定されていないため、 初回変更時は、
⼊⼒不要です。

（2） 新しいパス ワー ド 新しい一般ユーザーパス ワー ド を以下の制限内で⼊⼒し ます。
• 文字数上限

16文字
• 文字種別
半角英数字、 "."（ド ッ ト）

⼊⼒し た文字は 「●」（⿊丸）で表示されます。
（3） パス ワー ド の確認 新しいユーザーパス ワー ド の⼊⼒が正しいかを確認するために、 再度新し

いパス ワー ド を⼊⼒し ます。 ⼊⼒し た文字は 「●」（⿊丸）で表示されま
す。

（4） 一般ユーザーパス ワー ド
を初期化

一般ユーザーのパス ワー ド を初期化し ます。
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  5.2　 ユーザー管理者モー ド メ ニ ュ ー
5.2.9 一般ユーザーモー ド

ユーザー管理者モー ド か ら一般ユーザーモー ド に遷移する場合に操作し ます。
遷移後は一般ユーザーモー ド の メ ニ ュ ー表示にな り ます。

1 メ ニ ュ ーパネルか ら 「一般ユーザーモー ド」 を選択し ます。

2 「OK」 ボ タ ン を押し ます。

図 5.74 一般ユーザーモー ド

一般ユーザーモー ド に遷移し ます。
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第 6章 ト ラ ブルシ ュ ーテ ィ ン グ
本装置は、異常で停⽌し た場合、Web-UI の メ イ ンパネルに エ ラ ー コ ー ド と メ ッ セージを表示し ます。 こ の内容
に従っ て適切に処置する必要があ り ます。

本装置の状態コ ー ド の内容を表 6.1 に、 エ ラ ー コ ー ド、 メ ッ セージ表示に対する復旧手順を表 6.2 に示し ます。

表 6.1 状態コー ド一覧

表 6.2 エ ラ ー コ ー ド一覧

プ リ ン タ ー装置の異常は、 装置のマ ニ ュ アルに従っ て対応し て く だ さ い。

状態コード エラー発生原因の事象
50 オーバレ イデー タ エ ラ ー
58 送信フ ァ イ ルチ ェ ッ ク
80 チ ャ ネル制御異常
82 メ イ ン フ レーム帳票変換装置ハー ド異常
83 プ ロセス監視異常
84 ホス ト コ マ ン ド シーケ ン ス異常
85 第 2FPD系異常
87 描画処理異常
89 内部論理⽭盾系異常
8A ス ト レージ系異常
8B 通信（LAN）系異常
8C オ プシ ョ ン系異常
8D プ リ ン タ ー装置要因
8E ラ ン リ セ ッ ト（システム リ セ ッ ト）
8F ド ラ イバ異常

状態
コ ー ド

エ ラ ー
コ ー ド メ ッ セージ表示 状態内容 処置

50 ER50-XX ◇オーバレ イデー タ エ ラ ー
が発生し ま し た◇
リ セ ッ ト を押し て く だ さ い。

オーバレ イデー タ
エ ラ ー

「 リ セ ッ ト」 ボ タ ン を押し て く だ さ い。
再度発生する場合は、 保守技術員（担
当 CE）に連絡して く だ さ い。

58 ER58-00 ◇送信フ ァ イ ルチ ェ ッ ク◇
プ リ ン タ ー装置を確認して
く だ さ い。

送信エ ラ ー
（送信中断）

送信フ ァ イ ルを送信中に異常が発生し
ま し た。 プ リ ン タ ー装置エ ラ ー要因を
解除し エ ラ ージ ョ ブがある場合は削除
後、 本装置の 「 リ セ ッ ト」 ボ タ ン を押
し、 その後 「ス タ ー ト」 ボ タ ン を押し
て く だ さ い。

ER58-01 送信エ ラ ー
（ス プール フ ル）

プ リ ン タ ー装置でス プール フ ルが発生
し ています。 プ リ ン タ ー装置のエ ラ ー
要因を解除後、 本装置の 「 リ セ ッ ト」
ボ タ ン を押し、 その後 「ス タ ー ト」 ボ
タ ン を押し て く だ さ い。
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80 ER80-00 担当 CE にご連絡 く だ さ い。 FCLINK カ ー ド異常
（初期化時）

本装置を再起動し て く だ さ い。 再度発
生する場合は、 保守技術員（担当 CE）
に連絡し て く だ さ い。ER80-01 FCLINK カ ー ド異常

（運用時）
ER80-10 FC ド ラ イバイ ン

タ ー フ ェ ース異常
ER80-20 FCLINK カ ー ド

ス ロ ッ ト状態異常
ER80-3X FC ド ラ イバイ ン

タ ー フ ェ ース異常
ER80-A0 ◇装置エ ラ ー◇

ホス ト接続を確認して く だ
さ い。

ホス ト通信不可能
状態

富士通メ イ ン フ レーム と の接続を確認
し て く だ さ い。 再度発生する場合は、
保守技術員（担当 CE）に連絡して く
だ さ い。

82 ER82-0X 担当 CE にご連絡 く だ さ い。 装置内ハー ド ウ ェ ア
異常
（重要度︓Critical）

本装置を再起動し て く だ さ い。 再度発
生する場合は、 保守技術員（担当 CE）
に連絡し て く だ さ い。

ER82-10 ◇装置エ ラ ー◇
リ セ ッ ト を押し て く だ さ い。

装置内ハー ド ウ ェ ア
異常
（重要度︓Major）

本装置に重度（Major）のエ ラ ーが発
生し ています。 保守技術員（担当 CE）
に連絡し て く だ さ い。

ER82-11

ER82-12 担当 CE にご連絡 く だ さ い。 装置内通信エ ラ ー 本装置を再起動し て く だ さ い。 再度発
生する場合は、 保守技術員（担当 CE）
に連絡し て く だ さ い。

ER82-13 未確認の装置内ハー
ド ウ ェ ア異常発生

ER82-14 ◇装置エ ラ ー◇
リ セ ッ ト を押し て く だ さ い。

装置内通信異常 「 リ セ ッ ト」 ボ タ ン を押し て く だ さ い。

ER82-15 担当 CE にご連絡 く だ さ い。 LAN ポー ト異常 本装置を再起動し て く だ さ い。 再度発
生する場合は、 保守技術員（担当 CE）
に連絡し て く だ さ い。

ER82-20 メ モ リ ーエ ラ ー 本装置を再起動し て く だ さ い。 再度発
生する場合は、 保守技術員（担当 CE）
に連絡し て く だ さ い。

ER82-30

ER82-44

ER82-53

ER82-CX

83 ER83-1X 担当 CE にご連絡 く だ さ い。 装置内論理エ ラ ー 本装置を再起動し て く だ さ い。 再度発
生する場合は、 保守技術員（担当 CE）
に連絡し て く だ さ い。

ER83-40

ER83-60

状態
コー ド

エ ラ ー
コ ー ド メ ッ セージ表示 状態内容 処置
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84 ER84-01 ◇コ マ ン ド シーケ ン ス エ
ラ ーが発生し ま し た◇
リ セ ッ ト を押し て く だ さ い。

コ マ ン ド シーケ ン ス
エ ラ ー
（イ メ ージ）

「 リ セ ッ ト」 ボ タ ン を押し て く だ さ い。
再度発生する場合は、 プ ロ グ ラ ムの
デー タ を確認し て く だ さ い。

ER84-02 コ マ ン ド シーケ ン ス
エ ラ ー（図形）

ER84-04 コ マ ン ド シーケ ン ス
エ ラ ー
（QR コ ー ド）

ER84-80 コ マ ン ド シーケ ン ス
エ ラ ー（キ ャ ンセル
ス イ ッ チ）

ER84-A0 コ マ ン ド シーケ ン ス
エ ラ ー
（ページデー タ混在）

ER84-A1 コ マ ン ド シーケ ン ス
エ ラ ー
（SRR未通知）

85 ER85-52 ◇フ ロ ッ ピ ィ異常◇
第 2FPD を確認し て く だ さ
い。

FPD デー タ形式
異常

本装置の一般ユーザーモー ド の 「第
2FPD設定」 を確認し、 間違っ ている
場合は修正し て く だ さ い。 本装置を再
起動し、 再度発生する場合は、 保守技
術員（担当 CE）に連絡して く だ さ い。

87 ER87-XX 担当 CE にご連絡 く だ さ い。 装置内論理エ ラ ー 本装置を再起動し て く だ さ い。 再度発
生する場合は、 保守技術員（担当 CE）
に連絡し て く だ さ い。

89 ER89-XX 担当 CE にご連絡 く だ さ い。 装置内処理エ ラ ー 本装置を再起動し て く だ さ い。 再度発
生する場合は、 保守技術員（担当 CE）
に連絡し て く だ さ い。

8A ER8A-2X 担当 CE にご連絡 く だ さ い。 装置内処理エ ラ ー 本装置を再起動し て く だ さ い。 再度発
生する場合は、 保守技術員（担当 CE）
に連絡し て く だ さ い。

ER8A-30

ER8A-40

ER8A-52 ◇ FPD異常◇
第 2FPD を確認し て く だ さ
い。

第 2FPD ハー ド
エ ラ ー

「 リ セ ッ ト」 ボ タ ン を押し て く だ さ い。
本装置の一般ユーザーモー ド の 「第
2FPD設定」 を確認し、 間違っ ている
場合は修正し て く だ さ い。 再度発生す
る場合は、 保守技術員（担当 CE）に
連絡し て く だ さ い。

ER8A-53 担当 CE にご連絡 く だ さ い。 装置内処理エ ラ ー 本装置を再起動し て く だ さ い。 再度発
生する場合は、 保守技術員（担当 CE）
に連絡し て く だ さ い。

ER8A-54

ER8A-6X SSD異常

状態
コー ド

エ ラ ー
コ ー ド メ ッ セージ表示 状態内容 処置
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8B ER8B-80 ◇通信エ ラ ー◇
ネ ッ ト ワー ク、 プ リ ン タ ー
装置を確認 く だ さ い。

プ リ ン タ ー装置を
接続でき ません。

以下を確認し て く だ さ い。
•  ネ ッ ト ワー ク と ネ ッ ト ワー ク関連
装置の設定（フ ァ イ ア ウ ォ ールな
ど）と状態を確認して く だ さ い。
ネ ッ ト ワー ク に問題がある場合は、
ネ ッ ト ワー ク管理者に調査を依頼
し て く だ さ い。

•  接続対象のプ リ ン タ ー装置が起動
し ているか確認し て く だ さ い。
- プ リ ン タ ー装置が起動していな
い場合は、 電源を投⼊し、 プ リ
ン タ ー装置を起動して く だ さ
い。

- プ リ ン タ ー装置が起動している
場合は、 プ リ ン タ ー装置の設定
の⾒直し と状態を確認して く だ
さ い。
プ リ ン タ ーに問題がある場合
は、 プ リ ン タ ー装置の保守技術
員に調査を依頼して く だ さ い。

上記確認後、 「 リ セ ッ ト」 ボ タ ン を押し
て く だ さ い。 再度発生する場合は、 保
守技術員（担当 CE）に連絡して く だ
さ い。

8B-8F 以下を確認し て く だ さ い。
• 接続対象のプ リ ン タ ー装置が起動
し ているか確認し て く だ さ い。
- プ リ ン タ ー装置が起動していな
い場合は、 電源を投⼊し、 プ リ
ン タ ー装置を起動して く だ さ
い。

- プ リ ン タ ー装置が起動している
場合は、 プ リ ン タ ー装置の設定
の⾒直し と状態を確認して く だ
さ い。
プ リ ン タ ーに問題がある場合
は、 プ リ ン タ ー装置の保守技術
員に調査を依頼して く だ さ い。

• ネ ッ ト ワー ク と ネ ッ ト ワー ク関連
装置の設定と状態を確認して く だ
さ い。
ネ ッ ト ワー ク に問題がある場合は、
ネ ッ ト ワー ク管理者に調査を依頼
し て く だ さ い。

上記確認後、 「 リ セ ッ ト」 ボ タ ン を押し
て く だ さ い。 再度発生する場合は、 保
守技術員（担当 CE）に連絡して く だ
さ い。

状態
コ ー ド

エ ラ ー
コ ー ド メ ッ セージ表示 状態内容 処置
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8C ER8C-21 ◇装置エ ラ ー◇
リ セ ッ ト を押し て く だ さ い。

NTP サーバー と接続
でき ません。

「 リ セ ッ ト」 ボ タ ン を押し て く だ さ い。
ユーザー管理者モー ド の 「日時設定」
の 「NTP接続」 を確認し、 間違っ てい
る場合は修正し て く だ さ い。 再度発生
する場合は、 保守技術員（担当 CE）
に連絡し て く だ さ い。

ER8C-22 装置内論理エ ラ ー 「 リ セ ッ ト」 ボ タ ン を押し て く だ さ い。
ER8C-23 担当 CE にご連絡 く だ さ い。 装置内論理エ ラ ー 本装置を再起動し て く だ さ い。 再度発

生する場合は、 保守技術員（担当 CE）
に連絡し て く だ さ い。

ER8C-24 CHECK CODE が
正し く あ り ません。

ER8C-A0 ◇ UPS異常◇
UPS を確認し て く だ さ い。

UPS異常
（過負荷状態）

「 リ セ ッ ト」 ボ タ ン を押し て く だ さ い。
再度発生する場合は、 保守技術員（担
当 CE）に連絡して く だ さ い。ER8C-A1 UPS異常

（バ ッ テ リ ー交換要）
ER8C-A2 UPS異常

（バ ッ テ リ ー未装着）
本装置を再起動し て く だ さ い。 再度発
生する場合は、 保守技術員（担当 CE）
に連絡し て く だ さ い。

ER8C-A3 UPS と接続でき ませ
ん。

「 リ セ ッ ト」 ボ タ ン を押し て く だ さ い。
再度発生する場合は、 保守技術員（担
当 CE）に連絡して く だ さ い。

ER8C-A4 UPS か ら の信号に
よ り自動停⽌し ま し
た。

UPS および電源の状態を確認して く だ
さ い。

ER8C-A5 UPS がバ ッ テ リ ー運
用に変わ り ま し た。

運用を停⽌し て本装置をシ ャ ッ ト ダ ウ
ン し、 UPS および電源の状態を確認し
て く だ さ い。

8D ER8D-40 ◇装置エ ラ ー◇
リ セ ッ ト を押し て く だ さ い。

プ リ ン ター認証エラー
（ユーザー ・ パス
ワー ド異常）

「 リ セ ッ ト」 ボ タ ン を押し て く だ さ い。
プ リ ン タ ー装置の FTP ユーザー、 パス
ワー ド が変更されていないか確認し て
く だ さ い。
再度発生する場合は、 保守技術員（担
当 CE）に連絡して く だ さ い。

ER8D-41 ◇装置エ ラ ー◇
担当 CE にご連絡 く だ さ い。

サポー ト し ていない
プ リ ン タ ーが接続さ
れています。

本装置を再起動し、 送信先設定の IP ア
ド レ スが正しいか確認し て く だ さ い。
再度発生する場合は、 保守技術員（担
当 CE）に連絡して く だ さ い。

ER8D-4A ◇装置エ ラ ー◇
リ セ ッ ト を押し て く だ さ い。

通信プ ロ ト コ ル異常
（論理プ リ ン タ ー異
常）

「 リ セ ッ ト」 ボ タ ン を押し て く だ さ い。
プ リ ン タ ー装置の論理プ リ ン タ ーの設
定が正しい こ と と論理プ リ ン タ ーが
「起動」 し ている こ と を確認し て く だ さ
い。

ER8D-4B FTP通信プ ロ ト コ ル
異常

「 リ セ ッ ト」 ボ タ ン を押し て く だ さ い。
プ リ ン タ ー装置と の通信に異常が発生
し ま し た。 プ リ ン タ ーの状態と ネ ッ ト
ワー ク を確認し て く だ さ い。 確認結果
に異常がな く 、 再度発生する場合は、
保守技術員（担当 CE）に連絡して く
だ さ い。

状態
コ ー ド

エ ラ ー
コ ー ド メ ッ セージ表示 状態内容 処置
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8E ER8E-0X ◇システム リ セ ッ ト が発⾏
されま し た◇
リ セ ッ ト を押し て く だ さ い。

シス テム リ セ ッ ト を
検出し ま し た。

「 リ セ ッ ト」 ボ タ ン を押し て く だ さ い。

8F ER8F-AA 担当 CE にご連絡 く だ さ い。 装置内論理エ ラ ー 本装置を再起動し て く だ さ い。 再度発
生する場合は、 保守技術員（担当 CE）
に連絡し て く だ さ い。

状態
コ ー ド

エ ラ ー
コ ー ド メ ッ セージ表示 状態内容 処置
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付録 A 仕様

A.1 基本仕様
本装置の基本仕様を以下に示し ます。

表 A.1 基本仕様

*1: SCL5 および FCLS経由可です。

項目 仕様
接続可能メ イ ン フ レーム GS21 3600/3400 モデルグループ  

GS21 2600/2400 モデルグループ  
PRIMEQUEST 3000 シ リ ーズ  OSIV/XSP 動作機構 
PRIMEQUEST 2000 シ リ ーズ  OSIV/XSP 動作機構キ ッ ト 2／キ ッ ト 3

接続イ ン タ ー
フ ェ ース

富士通メ イ ン フ レーム FCLINK チ ャ ネル（*1）、 CTS チ ャ ネル
プ リ ン タ ー Ethernet-LAN（1000BASE-T）
運用管理端末 Ethernet-LAN（1000BASE-T / 100BASE-TX / 10BASE-T）
UPS Ethernet-LAN（100BASE-TX / 10BASE-T）

デー タ形式 JEF（ラ イ ン プ リ ン タ モー ド）
JEF/AP（ページプ リ ン タ モー ド）

起動時間（目安） 1分
装置寿命 5年

• Ethernet ケーブルは、 EN 50173 および EN 50174-1/2規格、 または ISO/IEC 11801規格にそれぞれ準拠す
る必要があ り ます。

• プ リ ン タ ー装置と本装置の接続は、 1000BASE-T に よ る接続が必要です。
ツ イ ス ト ペア ケーブル 1000BASE-T はカ テ ゴ リ 6、 100BASE-TX/10BASE-T はカ テ ゴ リ 5以上を使用し て
く だ さ い。

• FCLINK ケーブルやツ イ ス ト ペア ケーブルは、 装置構成に応じ て必要な本数を準備し て く だ さ い。
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付録 A  仕様
  A.2　 デー タ形式の仕様
A.2 デー タ形式の仕様
データ形式の仕様を以下に示し ます。

表 A.2 JEF（ラ イ ン プ リ ン タ モー ド）

*1: 表中の値は全角と⻑体（縦倍角）印刷時の値です。 平体（横倍角）と倍角印刷時は 1/2 にな り、 半角と 1/4角印刷時は
2倍にな り ます。

*2: バー コ ー ド印刷について
印刷濃度や用紙媒体等で品質が変化する こ と があ り ますので十分な事前確認を⾏っ て く だ さ い。
なお、 QR コ ー ド の品質は、 出⼒モジ ュ ールサ イズ 9 ド ッ ト以上で保証されます。
QR コ ー ド、 マ イ ク ロ QR コ ー ド印刷は、 QR コ ー ド出⼒機構（PS-R100A56）が必須と な り ます。
GS1-128（料⾦代理収納用）バー コ ー ド の印刷には、 拡張バー コ ー ド出⼒機構（PS-R100A55）が必須と な り ます。
バー コ ー ドは、 従来装置（PS5600C）では 240dpi印刷でし たが、 本装置ではプ リ ン タ ー装置の 600dpi に合せた描画
と なるため、 ⼤き さ が異なる場合があ り ます。

項目 仕様
文字構成（横×縦） 英数字・カナ 最⼤24×40ドット（10CPI時）

漢字 30×30ドット（9ポイント相当時）
文字間隔（*1） 英数字・カナ 10CPI、12CPI、15CPI

漢字 10CPI（7ポイント相当）
8CPI（9ポイント相当）
15/2CPI（9ポイント相当）
20/3CPI（9ポイント相当）
6CPI（9，12ポイント相当）
5CPI（9，12ポイント相当）

⾏間隔 6LPI、8LPI、12LPI

桁位置合わせ 水平スキップにて可能
文字発生機構 基本︓英数字・カナ　255字、漢字　18,432字

【JIS第一水準漢字＋JIS非漢字（3418字）を含む】
書体 明朝体、ゴシック体
文字サイズ 漢字 7、9、12ポイント相当

各サイズの倍角文字、平体文字、⻑体文字、
半角文字（半角対象文字種のみ）、および1/4角文字（1/4角対象文字種のみ）

縦書き 文字を90°回転
フォーマット印刷 書式オーバレイ（ドット圧縮方式）

メモリ容量 基本︓ 4MB
拡張オーバレイメモリ（PS-R100A52）搭載時︓20MB

バーコード印刷（*2） 標準JAN、短縮JAN、Code 3 of 9、NW-7、Industrial 2 of 5、Interleaved 2 of 5、物流用
標準、物流用拡張、EAN-13、Matrix 2 of 5、UPC（バージョンA）、UPC（バージョンE）、
UPC（バージョンE 圧縮形式）、カスタマバーコード、書留バーコード、
GS1-128、GS1-128（料⾦代理収納用）、QRコード（モデル2）、マイクロQRコード

図形印刷 線分、円、円弧、面塗りなどが可能
イメージ印刷 矩形の圧縮イメージ情報の印刷が可能

非圧縮／MH／MR／MMR（2値）方式をサポート
拡⼤文字 9ポイント文字の3〜8倍(整数倍)、10倍、12倍、14倍、16倍の印刷が可能
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表 A.3 JEF/AP（ページプ リ ン タ モー ド )

*1: JEF/AP（ページプ リ ン タ モー ド）の印刷結果は、JEF（ラ イ ン プ リ ン タ モー ド）の印刷結果と一部異なる場合があ り ます。
こ のため、 事前に印刷確認を⾏う こ と を推奨し ます。

*2: バー コ ー ド印刷について
印刷濃度や用紙媒体等で品質が変化する こ と があ り ますので十分な事前確認が必要です。
QR コ ー ド、 マ イ ク ロ QR コ ー ド印刷は、 QR コ ー ド出⼒機構（PS-R100A56）が必須と な り ます。
バー コ ー ドは、従来装置（PS5600C）では 400dpi印刷でし たが、本装置ではプ リ ン タ ー装置の 600dpi に合せた描画
と なるため、 ⼤き さ が異なる場合があ り ます。

項目 仕様

文字構成（*1） 英数字・カナ・漢字（アウトラインフォント使用）
（5.5ポイント以下はラスタフォントを基本的に使用する）

文字間隔 任意の文字間隔が指定可能
⾏間隔 任意の⾏間隔が指定可能
桁位置合わせ 任意のメディア（文字／図形／イメージ）を任意の点に配置が可能
文字発生機構 文字サイズ、書体により格納できる文字数が変化
書体 フォント辞書（FONTLIB/XXX）で提供されている書体すべて印刷可能
縮小印刷 APS（JEF/APスプール変換ユーティリティ）で指定可能
文字サイズ 3〜300ポイント
文字の回転 任意角度での文字の回転が可能
文字列の方向 上下左右の指定が可能
フォーマット印刷 書式オーバレイ（ベクトルオーバレイ方式）

メモリ容量 基本︓ 4MB
拡張オーバレイメモリ（PS-R100A52）搭載時︓20MB

バーコード印刷（*2） 標準JAN、短縮JAN、Code 3 of 9、NW-7、Industrial 2 of 5、Interleaved 2 of 5、
物流用標準、物流用拡張、EAN-13、Matrix 2 of 5、UPC（バージョンA）、
UPC（バージョンE）、UPC（バージョンE 圧縮形式）、カスタマバーコード、
GS1-128,GS1-128（料⾦代理収納用）、QRコード（モデル2）、マイクロQRコード

図形印刷 線分、円、円弧、面塗りなどが可能（ISO/CGM準拠）
イメージ印刷 矩形の圧縮イメージ情報の印刷が可能（ISO/CGM準拠）

非圧縮／MH／MR／MMR（2値）方式をサポート
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  A.3　印字範囲と印字禁⽌領域
A.3 印字範囲と印字禁⽌領域
本装置の印字範囲と印字禁⽌領域を以下に示し ます。

表 A.4 印字範囲と印字禁⽌領域

*1: 印字範囲は文字デー タ の印字が可能な領域にな り ます。
*2: 印字禁⽌領域は各ページの折り畳み用ミ シン目近傍の印字を禁⽌する領域にな り ます。
*3: 印字範囲を最⼤ 457.2 ㎜ (18.0 イ ン チ ) にするには、 本装置の設定を初期値の 16.5 イ ン チか ら 18 イ ン チに変更する必

要があ り ます。 詳細は、 「5.1.6 印刷設定（JEF設定）」 (P.84) を参照し て く だ さ い。

項 目 データ形式
JEF（ラインプリンタモード） JEF/AP（ページプリンタモード）

印字範囲（*1） 最⼤457.2㎜ （18.0インチ）（*3） 最⼤421.64㎜（16.6インチ）
印字禁⽌領域（*2） 6LPI︓ページの前後各2⾏ （8.4㎜）

8LPI︓ページの前後各2⾏（6.35㎜）
12LPI︓ページの前後各3⾏（6.35㎜）

ページの前後各6.35㎜ （1/4インチ）
（ピッチに依存しない）
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付録 A  仕様
  A.4　印刷範囲
A.4 印刷範囲
本装置の印刷範囲を以下に示し ます。
印刷範囲はオーバレ イ ・図形・ イ メ ージデー タ を印刷する こ と が可能な領域で、印刷開始制御で設定し た モー ド
（F モー ド /I モー ド）によ り、 印刷範囲と印刷開始位置が異な り ます。 モー ド の切り替えは 「5.1.5 印刷設定（一
般設定）」 を参照し て く だ さ い。

■ F モー ド（標準）（*1）

図 A.1 印刷範囲（F モー ド）
*1: 印刷開始位置は左端 0.6 イ ン チ（文字は 0.7 イ ン チ）です。
*2: 印刷範囲を最⼤ 462.28㎜ (18.2 イ ン チ ) にするには、本装置の設定を初期値の 16.5 イ ン チか ら 18 イ ン チに変更する必

要があ り ます。 詳細は、 「5.1.6 印刷設定（JEF設定）」 (P.84) を参照し て く だ さ い。
*3: オーバレ イ については、 ADJUST の印刷範囲は最⼤ 16.7 イ ン チ までです。

• 幅 165.1 〜 492.76 mm（6.5 〜 19.4 イ ン チ）の用紙の場合
用紙端よ り プ リ ン タ ー装置正面側で 15.24 mm（0.6 イ ン チ）と プ リ ン タ ー装置奥側で 15.24 mm（0.6 イ ン
チ）の範囲を除いた内側の部分が印刷範囲です。

• 幅 492.76 〜 495.3 mm（19.4 〜 19.5 イ ン チ）の用紙の場合
用紙端よ り プ リ ン タ ー装置正面側で 15.24 mm （0.6 イ ン チ）か ら 462.28 mm（18.2 イ ン チ）が印刷範囲です。
連帳プ リ ン タ ー接続モデル  取扱説明書142



付録 A  仕様
  A.4　印刷範囲
■ I モー ド（標準）（*1）

図 A.2 印刷範囲（I モー ド）
*1: 印刷開始位置は左端 0.55 イ ン チ（文字は 0.65 イ ン チ）です。
*2: 印刷範囲を最⼤ 462.28 ㎜（18.2 イ ン チ）にするには、 本装置の設定を初期値の 16.5 イ ン チか ら 18 イ ン チに変更する

必要があ り ます。 詳細は、 「5.1.6 印刷設定（JEF設定）」 (P.84) を参照し て く だ さ い。
*3: オーバレ イ については、 ADJUST の印刷範囲は最⼤ 16.7 イ ン チ までです。

• 幅 165.1 〜 490.22 mm（6.5 〜 19.3 イ ン チ）の用紙の場合
用紙端よ り プ リ ン タ ー装置正面側で 13.97 mm（0.55 イ ン チ）と プ リ ン タ ー装置奥側で 15.24 mm（0.6 イ ン
チ）の範囲を除いた内側の部分が印刷範囲です。

• 幅 490.22 〜 495.3 mm（19.3 〜 19.5 イ ン チ）の用紙の場合
用紙端よ り プ リ ン タ ー装置正面側で 13.97 mm（0.55 イ ン チ）か ら 462.28 mm（18.2 イ ン チ）が印刷範囲です。
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付録 A  仕様
  A.5　通信要件
A.5 通信要件
本装置で使用するネ ッ ト ワー ク通信ポー ト を以下に示し ます。

表 A.5 ネ ッ ト ワー ク通信ポー ト

通信ポート プロトコル名 プロトコル種別 用途 ポート番号 TCPまたは
UDP

LAN1
LAN2

FTP

一般通信プ ロ ト コ ル

プリンター通信 20/21（固定）

TCPHTTP 運用管理端末通信
80（固定）

8080（固定）
NTP NTPサーバー通信 123（固定）

PowerChute 
Network Shutdown 独自通信プ ロ ト コ ル UPS通信 3052（デ フ ォ ル ト）

UDP

TCP
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付録 B 非互換一覧
富士通メ イ ン フ レームか ら PS5000 シ リ ーズプ リ ン タ にチ ャ ネル直結で印刷する場合（従来構成）と、 富士通
メ イ ン フ レームか ら本装置を中継し て CF191/CF168 プ リ ン タ ーに印刷する場合の相違点を以下に示し ます。
なお、 各装置の操作や設定内容な ど の違いは、 表 2.1 を参照し て く だ さ い。

表 B.1 従来構成と富士通メ イ ン フ レーム +本装置 +CF191/CF168 と の相違点

分類 項目 従来構成（富士通メ イ ン フ レーム
+PS5600CK）

富士通メ イ ン フ レーム +本装置
+CF191/CF168

シス テム構成 ホス ト I/F BMC/PSD チ ャ ネル FCLINK/CTS チ ャ ネル
運用管理端末 プ リ ン タ の操作パネル操作のため不要 • 本装置Web-UI によ る操作のため、

ブ ラ ウザ搭載 PC および LAN接続が
必要

• 運用管理端末は Print Station の端末
と共用可能

装置構成 プ リ ン タ装置単体 本装置 + プ リ ン タ ー装置 +運用管理端
末

印刷関連 解像度 240dpi/400dpi/600dpi 600dpi（*1）
バー コ ー ド 従来バー コ ー ド描画 バー コ ー ド の指定サイズに よ っ ては解像

度 600dpi に合わせて描画するため、
バー コ ー ド の⼤き さ が従来と異なる場合
あ り

マー ク印刷 コ ピーセパレーシ ョ ン マー ク（*2） コ ピーセパレーシ ョ ン マー ク
マー ク フ ォ ーム（*3） 従来装置（PS5600C）での コ ピーセパ

レーシ ョ ン と は仕様が異な り ますので、
「付録 I マー ク印刷」 (P.168) を参照し て
だ さ い。

2up印刷 サポー ト 非サポー ト
セル フ リ カバ リ サポー ト 非サポー ト
ジ ョ ブ名表示 プ リ ン タ装置の操作パネルに表示 本装置の運用管理端末

運用 印刷単位 ホス ト での ラ イ タ操作に依存 プ リ ン タ ーへの送信フ ァ イ ル単位（*4）
操作方法 プ リ ン タ装置の操作パネルで操作 プ リ ン タ ー装置の操作パネル（Print 

Station含む）、 および本装置の Web-UI
で操作

装置のト ラ ブル
対応

プ リ ン タ装置ト ラ ブルのホス ト報告あ
り

• 本装置ト ラ ブルのホス ト報告あ り
• プ リ ン タ ー装置ト ラ ブルのホス ト報
告なし

プ リ ン タ装置の操作パネルで ト ラ ブル
要因を確認して対応する

本装置の Web-UI、 ま たはプ リ ン タ ー装
置の操作パネルで ト ラ ブル要因を確認し
て対応する

電源連動制御 ホス ト か ら プ リ ン タ装置の電源ON/
OFF指示が可能

非サポー ト
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付録 B  非互換一覧
  　
*1: 240dpi と 400dpi はプ リ ン タ ー装置の解像度に合わせ 600dpi に変換し て出⼒されます。
*2: コ ピーセパレーシ ョ ン と は、用紙の ミ シン目上の左端に 1本または 2本の短いたて棒のマー ク（コ ピーセパレーシ ョ ン

マー ク）を印刷するもので、 オペレー タ の用紙の仕分けを支援するものです。
*3: マー ク フ ォ ーム と は、 ジ ョ ブの切れ目が分かる よ う に、用紙の ミ シン目にマー ク（ジ ョ ブセパレーシ ョ ン マー ク）付き

の白紙ページを出⼒するものです。
*4: ホス ト か ら受信し た印刷デー タは、必要に応じ て分割された送信フ ァ イ ル と し て プ リ ン タ ーへ送信されます。詳細につ

いては 、 「5.1.9 送信フ ァ イ ル設定」 (P.93) を参照し て く だ さ い。
*5: 本装置はラ ッ ク マ ウ ン ト タ イ プ（1U）のため、 サーバー ラ ッ ク への搭載が必要です。
*6: 運用管理端末を設置するため、 机が必要です。
*7: サポー トする無停電電源装置（UPS）は 「付録 F 周辺機器（推奨）」 (P.151) を参照し て く だ さ い。

設置 設置性 プ リ ン タ装置のみ 本装置（*5）+ プ リ ン タ ー装置 +運用管
理端末（*6）

接続（ケーブル
の敷設）

ホス ト  - プ リ ン タ装置間を BMC/PSD
チ ャ ネル用ケーブルで接続する

• FCLINK ケーブル
ホス ト  - 本装置間

• ツ イ ス ト ペアケーブル
本装置 - プ リ ン タ ー装置間
本装置 - 運用管理端末間
本装置 - UPS間

無停電電源装置
（UPS）

プ リ ン タ装置に内蔵 本装置︓サポー ト（*7）
CF191/CF168︓プ リ ン タ ー装置に内蔵

分類 項目 従来構成（富士通メ イ ン フ レーム
+PS5600CK）

富士通メ イ ン フ レーム +本装置
+CF191/CF168
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付録 C 設置諸元

C.1 設置条件（プ リ ン タ ー装置、 運用管理端末、 および UPS
を除 く）

本装置の設置条件を以下に示し ます。

表 C.1 設置条件

表 C.2 設置条件（ラ ッ ク搭載）

項目 仕様
外形寸法（幅 ×奥⾏き ×高さ） 483mm×771mm×43mm（1U）
質量 約 12.0kg（15.9kg︓ラ ッ ク レール含む）
⼊⼒電源 AC 100V±10%（50/60Hz）
消費電⼒（⽪相電⼒） 約 420W（424kVA）
⼊⼒電源コ ンセン ト形状 3 ピ ン形状（平⾏ 2P アース極付）、 3m

温度条件 10〜 35℃（動作時）
湿度条件 10〜 85%（結露なき こ と）
騒⾳ 39dB(A)（動作時）
発熱量 約 1.512MJ/h

項目 仕様
ラ ッ ク での取り付け時の奥⾏き 771mm

ラ ッ ク サ イズ 1U

19 イ ン チ ラ ッ ク マ ウ ン ト 対応
ラ ッ ク でのケーブル配線時の奥⾏き 200mm（1000mm ラ ッ ク を推奨）
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付録 C  設置諸元
  C.1　設置条件（プ リ ン タ ー装置、 運用管理端末、 および UPS を除 く）
図 C.1保守エ リ ア
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付録 D オ プシ ョ ン機構
本装置のオ プシ ョ ン機構を以下に示し ます。

表 D.1 オ プシ ョ ン

項 名称 型名 JEF JEF/AP 備考
1 2 チ ャ ネルス イ ッ チ PS-R100A51 〇 〇 2台のホス ト を接続し、 切り替え操作を⾏い

利用する場合に必要なオ プシ ョ ン
2 拡張オーバレ イ機構 PS-R100A52 〇 〇 基本部 4MB か ら 20MB分まで フ ォ ームオー

バレ イデー タ を収容可能にするために必要な
オ プシ ョ ン

3 拡張文字パタ ーン出⼒
機構

PS-R100A53 〇 JEF（ラ イ ン プ リ ン タ モー ド）で使用し てい
た、 明朝フ ォ ン ト またはゴシ ッ ク フ ォ ン ト の
7、 9、 12 ポイ ン ト以外に JEF/AP（ページプ
リ ン タ モー ド）で任意の文字サイズ、 教科書
体や毛筆体な ど各種フ ォ ン ト を追加で使用す
る場合に必要なメ モ リ 。
JEF/AP（ページプ リ ン タ モー ド）印刷時のみ
有効
＜ PS-R100A54必須＞

4 JEF/AP出⼒機構 PS-R100A54 〇 JEF/AP（ページプ リ ン タ モー ド）印刷時に必
要なオ プシ ョ ン

5 拡張バー コ ー ド出⼒
機構

PS-R100A55 〇 JEF（ラ イ ン プ リ ン タ モー ド）にて GS1-128
（料⾦代理収納用）バー コ ー ド を印刷する場
合に必要なオ プシ ョ ン

6 QR コ ー ド出⼒機構 PS-R100A56 〇 〇 QR コ ー ド印刷をする場合に必要なオ プシ ョ
ン
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付録 E 装置添付品
本装置の装置添付品を以下に示し ます。 表 E.1 を参照し て、 添付品に漏れがないかご確認 く だ さ い。
万一、 欠品な ど があ り ま し た ら、 担当営業員に連絡し て く だ さ い。

• 添付の リ カバ リ／セ ッ ト ア ッ プデ ィ ス クは、 シス テムの変更時や フ ァ ームウ ェ アの再イ ン ス ト ール時に必要
と なるため、 ⼤切に保管し て く だ さ い。

• 本書に記載の添付品のほかに、 注意書きの紙が⼊っ ている場合があ り ます。
• QR コ ー ドは、（株）デン ソーウ ェ ーブの登録商標です。

表 E.1 装置添付品

*1: 対象オプシ ョ ンは、 以下の と お り です。
• 拡張オーバレ イ機構（PS-R100A52）
• 拡張文字パタ ーン出⼒機構（PS-R100A53）
• JEF/AP出⼒機構（PS-R100A54）
• 拡張バー コ ー ド出⼒機構（PS-R100A55）
• QR コ ー ド出⼒機構（PS-R100A56）

項 名称 個数 用途／備考
1 電源コー ド 1本 3m、 平⾏ 2 ピ ン、 アース極付き
2 ラ ッ ク レールキ ッ ト 1式 ラ ッ ク レール（1 セ ッ ト）

ネジキ ッ ト（1式）
• セン タ リ ン グ ス ク リ ュ ー（4個）
• M5皿ネジ（2個）
• イージーマ ウ ン ト ク リ ッ プ ア ン ロ ッ ク治具（1個）

3 ラ ッ ク レールキ ッ ト  取り付け手順 1部
4 ケーブル ク ラ ン プホル ダ ー 1個
5 Fujitsu メ イ ン フ レーム帳票変換装置

連帳プ リ ン タ ー接続モデル
（PS-R110Ax）取扱説明書（CD）

1枚 このマ ニ ュ アル

6 SSD リ カバ リ デ ィ ス ク
Fujitsu メ イ ン フ レーム帳票変換装置
連帳プ リ ン タ ー接続モデル
（PS-R110Ax）（DVD）

1枚 保守作業用に使用

7 シス テムボー ド  セ ッ ト ア ッ プデ ィ ス ク
（BIOS/iRMC）
Fujitsu メ イ ン フ レーム帳票変換装置
連帳プ リ ン タ ー接続モデル
（PS-R110Ax）（CD）

1枚 保守作業用に使用

8 FCLINK カ ー ド  セ ッ ト ア ッ プデ ィ ス ク
Fujitsu メ イ ン フ レーム帳票変換装置
（CD）

1枚 保守作業用に使用

9 はじめにお読み く だ さ い 1部
10 安全上のご注意 1部
11 装置添付品 1部
12 試験成績書 1部
13 ラ イ セン スシー ト 1〜 5枚 ご購⼊されたオ プシ ョ ン（*1）ご と に 1枚添付されます。

ラ イ セン スは保守技術員（担当 CE）が登録し ます。
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付録 F 周辺機器（推奨）
使用を推奨する周辺機器を以下に示し ます。

表 F.1 推奨周辺機器

項 名称 型名 備考
1 Smart-UPS

SMT 1500RMJ
PY-UPAR152 瞬時の停電や電圧低下時に電源を供給し た り、 ⻑時間の停電時にチ ャ

ネル接続機構を正常に電源 OFF し た り するための無停電電源装置
2 Smart-UPS

SMT 1200RMJ
PY-UPAR122

3 ネ ッ ト ワー ク マネ
ジ メ ン ト カ ー ド

PY-UPC01 Smart-UPS SMT 1500RMJ と Smart-UPS SMT 1200RMJ の LAN接続用
オプシ ョ ン カ ー ド
LAN で接続する こ と に よ り、 UPS の状態監視や ON/OFF の制御を リ
モー ト で⾏う こ と が可能
UPS の背面パネルにある拡張用ス ロ ッ ト に装着
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付録 G 定期保守のお願い
本装置の定期保守を実施する際のお願い事項を記載し ます。

• 保守技術員用の PC が持ち込めない際に、 お客様の運用管理端末を本装置の フ ァ ームウ ェ ア ア ッ プデー ト作
業な ど で使用させていただ く 場合があ り ます。

• 動作確認のため、 お客様にプ リ ン タ ー装置の操作を⾏っ ていただ く 場合があ り ます。
• CF191/CF168 の定期保守をする場合に本装置の電源 OFF を実施し て く だ さ い。



付録 H プ リ ン タ ー設定一覧
本装置か ら CF191/CF168 に印刷するために必要と なる プ リ ン タ ーの設定値を以下に示し ます。

表 H.1 シス テム設定

設定名称 設定値 備考

設定変更可否
×︓変更不可
△︓変更可
○︓推奨

サーバー設定 サーバーとレポー
ト/リスト出⼒

レポート/リスト
の出⼒設定単位

inch
△

サーバー設定 UIの言語設定 単位 inch △

ネットワーク
設定

プリントサーバー IPv4 IPアドレス IPアドレス 本装置のWeb-
UI「送信先設定」
の「IPアドレス」
と設定を合わせ
てください。

△

ネットワーク
設定

プリントサーバー IPv4 サブネットマスク サブネットマスク △

ネットワーク
設定

プリントサーバー IPv4 デフォルトゲート
ウェイ

デフォルトゲート
ウェイ △

ネットワーク
設定

UIクライアント 通信タイムアウ
ト（分）

3
△

ネットワーク
設定

UIクライアント ポート番号 8888
△

ネットワーク
設定

UIクライアント 同時接続可能な
クライアントの
最⼤数

20
△

ネットワーク
設定

UIクライアント 許可するアドレ
スを制限する

チェックしない △

ネットワーク
設定

UIクライアント 許可するアドレ
ス

－ △

プロトコル
設定

FTPサーバー FTPサーバー 起動 設定値を変更し
ないでください。

×

プロトコル
設定

FTPサーバー ログインタイム
アウト値（秒）

30 設定値を変更し
ないでください。

×

プロトコル
設定

FTPサーバー データ受信のタ
イムアウト値
（秒）

600 設定値を変更し
ないでください。 ×

プロトコル
設定

FTPサーバー 受信可能な最⼤
ファイルサイズ
（MB）

0 (制限なし) 設定値を変更し
ないでください。 ×

プロトコル
設定

FTPサーバー FTP接続ユー
ザー

ユーザー PS-R11_USER 設定値を変更し
ないでください。 ×

プロトコル
設定

FTPサーバー FTP接続ユー
ザー

パスワード PS-R11_PASS 設定値を変更し
ないでください。 ×

プロトコル
設定

FTPサーバー FTP接続ユー
ザー

デフォルト論理プ
リンター

PS-R11_Printer 設定値を変更し
ないでください。 ×

プロトコル
設定

FTPサーバー FTP接続ユー
ザー

コメント Fujitsu PS-R11 
FTP User

設定値を変更し
ないでください。 ×

ジョブ設定 サーバー 受信後にジョブ
を保留する

チェックしない 設定値を変更し
ないでください。

×
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ジョブ設定 サーバー プレビューを表
示する

チェックする ○

ジョブ設定 サーバー ジョブの処理順 受信開始順 設定値を変更し
ないでください。

×

ジョブ設定 サーバー 複数選択ジョブ
の処理順

受信開始順 設定値を変更し
ないでください。

×

ジョブ設定 サーバー [ラスタースプー
ルを使用する]に
応じたジョブの
処理

ラスタースプール
を使用するジョブ
のみ処理する

設定値を変更し
ないでください。

×

ジョブ設定 サーバー ジョブをすべて
保持する

チェックしない 設定値を変更し
ないでください。

×

ジョブ設定 サーバー 指定日時にジョ
ブを削除する

チェックしない 設定値を変更し
ないでください。

×

ジョブ設定 サーバー スプール容量を
超えたときに
データを削除す
る

チェックしない 設定値を変更し
ないでください。 ×

ジョブ設定 サーバー ⼊⼒スプールから
印刷完了ジョブを
削除する

チェックしない 設定値を変更し
ないでください。 ×

ジョブ設定 サーバー RIPスプールから
印刷完了ジョブの
RIPデータを削除
する

チェックしない 設定値を変更し
ないでください。

×

ジョブ設定 サーバー スプール容量
（%）

90 設定値を変更し
ないでください。 ×

ジョブ設定 プリンター ジョブの前にセ
パレータをプリ
ントする

チェックしない 設定値を変更し
ないでください。
（*1）

×

ジョブ設定 プリンター ジョブの後にセ
パレータをプリ
ントする

チェックしない 設定値を変更し
ないでください。
（*1）

×

ジョブ設定 ジョブ履歴 ジョブ履歴を保
持する

チェックする ×

ジョブ設定 ジョブ履歴 次の期間まで保持
する（日）

90
△

ジョブ設定 ジョブ履歴 次のレコードまで
保持する

25000
△

設定名称 設定値 備考

設定変更可否
×︓変更不可
△︓変更可
○︓推奨
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*1: プ リ ン タ ー装置のセパレー タ機能は使用しないで く だ さ い。
*2: ポ ッ プ ア ッ プ制御はすべて 「無効」 と し て く だ さ い。 「有効」 と し た場合、 ジ ョ ブ単位でポ ッ プ ア ッ プ メ ッ セージが表

示されるためその都度操作が必要と な り ます。
他のシステムか ら の印刷時にポ ッ プ ア ッ プ制御の設定を変更した場合は、本装置か ら の印刷の前に必ず 「無効」 に戻し
て く だ さ い。

ジョブ設定 ジョブ履歴 ジョブ履歴を自
動的に転送する

チェックしない ○
ジョブ設定 ジョブ履歴 転送先 「転送先/接続

先」で登録した
転送先から選択
可能

○

ジョブ設定 ジョブ履歴 時刻の指定方法 曜日/時刻 ○
ジョブ設定 ジョブ履歴 保存内容 ○
ジョブ設定 ジョブ履歴 日付順 ○
ジョブ設定 ジョブ履歴 前回の自動保存移

⾏ ○

ジョブ設定 ジョブ履歴 ファイルの設定 チェックしない ○
ジョブ設定 ジョブ履歴 jobLog ○
ジョブ設定 ジョブ履歴 Shift-JIS ○
メッセージ
設定

リスト ポップアップ制
御内容

面付けテンプレー
ト名変更時の用紙
確認

無効 設定値を変更し
ないでください。
（*2）

×

メッセージ
設定

リスト ポップアップ制
御内容

起動直後の用紙確
認

無効 設定値を変更し
ないでください。
（*2）

×

メッセージ
設定

リスト ポップアップ制
御内容

面付けテンプレー
トのサイズとロー
ドしている用紙サ
イズが異なる場合

無効 設定値を変更し
ないでください。
（*2）

×

メッセージ
設定

リスト ポップアップ制
御内容

作成したラスター
サイズとロードし
ている用紙サイズ
が異なる場合

無効 設定値を変更し
ないでください。
（*2）

×

メッセージ
設定

リスト ポップアップ制
御内容

面付けテンプレー
ト（デフォルト）
で印刷する場合

無効 設定値を変更し
ないでください。
（*2）

×

メッセージ
設定

リスト ポップアップ制
御内容

ストップスイッチ
を押したときの確
認

無効 設定値を変更し
ないでください。
（*2）

×

通信履歴 通信履歴の保持設
定

次の期間まで保
持する（日）

7
○

通信履歴 通信履歴の保持設
定

次のレコードま
で保持する

100
○

設定名称 設定値 備考

設定変更可否
×︓変更不可
△︓変更可
○︓推奨
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表 H.2 [⼊⼒ゲー ト ウ ェ イ ]-[論理プ リ ン タ ー ]

表 H.3 [⼊⼒ゲー ト ウ ェ イ ]-[ ジ ョ ブ テ ン プ レー ト ]

論理プリンターの設定 設定値 備考

設定変更可否
×︓変更不可
△︓変更可
○︓推奨

プリンター名
PS-R11_Printer 本装置からの印刷時に使用する論

理プリンターです。設定値を変更
しないでください。

×

コメント
Fujitsu PS-R11 
logical_printer

設定値を変更しないでください。 ×

論理プリンターを
起動する

チェックする 設定値を変更しないでください。 ×

ジョブを処理する チェックする 設定値を変更しないでください。 ×

ゲートウェイ
FTP(File Transfer 
Protocol)

設定値を変更しないでください。 ×

ジョブプロパティ

テンプレート
から選択

チェックする 登録されているテンプレートから
選択します。
 [⼊⼒ゲートウェイ]-[ジョブテ
ンプレート]で作成した
"template_PS-R11"を選択して
ください。

×

ジョブの種類 通常 ×

ジョブテンプレートの設定 設定値 備考

設定変更可否
×︓変更不可
△︓変更可
○︓推奨

テンプレート
名

template_PS-
R11

本装置からの印刷時に
使用するジョブテンプ
レートです。設定値を
変更しないでくださ
い。

×

コメント
Fujitsu PS-R11 
template

×

このテンプ
レートが割り
当てられてい
る論理プリン
ター

PS-
R11_Printer

選択した論理プリン
ターにテンプレートを
割り当てます。
"PS-R11_Printer"を選
択します。

×

部数
1 設定値を変更しないで

ください。
×
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ジョブ
プロパティ

設定
（操作パネル）/
詳細設定-設定
（Print Station）

基本
（操作パネル）/
設定
（Print Station）

出⼒先の設定 プリント 設定値を変更しないで
ください。

×

プリント完了後
にジョブを保持

チェックする プリンター装置での再
印刷が可能となりま
す。（*1）

×

RIPデータを保
持

チェックしな
い

設定値を変更しないで
ください。 ×

原稿ページ範囲 全ページ 設定値を変更しないで
ください。

×

出⼒ページ範囲 全ページ 設定値を変更しないで
ください。

×

フォルダー #共通 △
タグ （空欄） △

処理オプション RIPの種類 CPSI 設定値を変更しないで
ください。

×

受信完了後に
RIP処理を開始
する

チェックする 設定値を変更しないで
ください。 ×

ラスタースプー
ルを使用する

チェックする 設定値を変更しないで
ください。

×

RIP完了後にプ
リントを開始す
る

チェックする 設定値を変更しないで
ください。 ×

ジョブ削除を許
可する

チェックする ○

リソースセット リソースセット SYSTEM_DEF
AULT

設定値を変更しないで
ください。

×

セキュリティ セキュリティプ
リントする

チェックしな
い

×

ジョブテンプレートの設定 設定値 備考

設定変更可否
×︓変更不可
△︓変更可
○︓推奨
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*1: ス プール容量を超えた場合に印刷ができな く なるため、お客様の運用に合わせたジ ョ ブ設定を⾏う、 または定期的なス
プール容量の管理を⾏う必要があ り ます。

ジョブ
プロパティ

レイアウト（操
作パネル）/
詳細設定-レイ
アウト
（Print Station）

面付け設定 テンプレート名 PS-
R11_110_0_1

設定値を変更しないで
ください。

×

原稿の向き 自動判別 設定値を変更しないで
ください。

×

ページ⻑ 面付けの設定
に従う

設定値を変更しないで
ください。

×

面付け済みペー
ジの加工

面付け済みペー
ジのページ番号

使用しない 設定値を変更しないで
ください。

×

ページ番号 ページ番号 使用しない 設定値を変更しないで
ください。

×

出⼒（操作パネ
ル）/
詳細設定-出⼒
（Print Station）

基本 最終ページから
プリントする

チェックしな
い

設定値を変更しないで
ください。

×

180度回転 チェックしな
い

設定値を変更しないで
ください。

×

画像を左右反転
（鏡像）する

チェックしな
い

設定値を変更しないで
ください。

×

マーク マークの指定方
法

面付けテンプ
レートの設定
に従う

設定値を変更しないで
ください。 ×

ジョブマークを
プリントする

チェックしな
い

設定値を変更しないで
ください。

×

コピーマーク チェックしな
い

設定値を変更しないで
ください。

×

オフセットマー
クをプリントす
る

チェックしな
い

設定値を変更しないで
ください。 ×

リカバリーマー
カーページをプ
リントする

チェックしな
い

設定値を変更しないで
ください。 ×

リカバリーマー
カーページに
ジョブマークを
プリントする

チェックしな
い

設定値を変更しないで
ください。 ×

プリント位置/
倍率

プリント位置/
倍率の調整を⾏
う

チェックしな
い

設定値を変更しないで
ください。 ×

ジョブテンプレートの設定 設定値 備考

設定変更可否
×︓変更不可
△︓変更可
○︓推奨
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表 H.4 [面付けテ ン プ レー ト の登録情報一覧 ]

面付テ ン プ レー ト の登録先リ ソースセ ッ トは 「SYSTEM_DEFAULT」 にな り ます。設定値は変更しないで く だ さ
い。

項
番

ヘッダー情報

製本方式

面付け設定

名前 コメント

出⼒シート設定 仕上がり設定
出⼒
シート
の幅

（dot）

出⼒
シート
の⻑さ
（dot）

シート
枚数

仕上がり
サイズ

カスタム
サイズ

配置
する
ページ
の回転

1 PS-R11_035_0_1 Fujitsu_3.5inch_
Mark_OFF

カスタム
レイアウト 11700 2100 1 A4 - 0

2 PS-R11_035_1_0 Fujitsu_3.5inch_
Mark_ON

カスタム
レイアウト 11700 2100 1 A4 - 0

3 PS-R11_040_0_1 Fujitsu_4.0inch_
Mark_OFF

カスタム
レイアウト 11700 2400 1 A4 - 0

4 PS-R11_040_1_0 Fujitsu_4.0inch_
Mark_ON

カスタム
レイアウト 11700 2400 1 A4 - 0

5 PS-R11_045_0_1 Fujitsu_4.5inch_
Mark_OFF

カスタム
レイアウト 11700 2700 1 A4 - 0

6 PS-R11_045_1_0 Fujitsu_4.5inch_
Mark_ON

カスタム
レイアウト 11700 2700 1 A4 - 0

7 PS-R11_050_0_1 Fujitsu_5.0inch_
Mark_OFF

カスタム
レイアウト 11700 3000 1 A4 - 0

8 PS-R11_050_1_0 Fujitsu_5.0inch_
Mark_ON

カスタム
レイアウト 11700 3000 1 A4 - 0

9 PS-R11_055_0_1 Fujitsu_5.5inch_
Mark_OFF

カスタム
レイアウト 11700 3300 1 A4 - 0

10 PS-R11_055_1_0 Fujitsu_5.5inch_
Mark_ON

カスタム
レイアウト 11700 3300 1 A4 - 0

11 PS-R11_060_0_1 Fujitsu_6.0inch_
Mark_OFF

カスタム
レイアウト 11700 3600 1 A4 - 0

12 PS-R11_060_1_0 Fujitsu_6.0inch_
Mark_ON

カスタム
レイアウト 11700 3600 1 A4 - 0

13 PS-R11_065_0_1 Fujitsu_6.5inch_
Mark_OFF

カスタム
レイアウト 11700 3900 1 A4 - 0

14 PS-R11_065_1_0 Fujitsu_6.5inch_
Mark_ON

カスタム
レイアウト 11700 3900 1 A4 - 0

15 PS-R11_070_0_1 Fujitsu_7.0inch_
Mark_OFF

カスタム
レイアウト 11700 4200 1 A4 - 0

16 PS-R11_070_1_0 Fujitsu_7.0inch_
Mark_ON

カスタム
レイアウト 11700 4200 1 A4 - 0

17 PS-R11_075_0_1 Fujitsu_7.5inch_
Mark_OFF

カスタム
レイアウト 11700 4500 1 A4 - 0

18 PS-R11_075_1_0 Fujitsu_7.5inch_
Mark_ON

カスタム
レイアウト 11700 4500 1 A4 - 0

19 PS-R11_080_0_1 Fujitsu_8.0inch_
Mark_OFF

カスタム
レイアウト 11700 4800 1 A4 - 0

20 PS-R11_080_1_0 Fujitsu_8.0inch_
Mark_ON

カスタム
レイアウト 11700 4800 1 A4 - 0

21 PS-R11_085_0_1 Fujitsu_8.5inch_
Mark_OFF

カスタム
レイアウト 11700 5100 1 A4 - 0
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22 PS-R11_085_1_0 Fujitsu_8.5inch_
Mark_ON

カスタム
レイアウト 11700 5100 1 A4 - 0

23 PS-R11_090_0_1 Fujitsu_9.0inch_
Mark_OFF

カスタム
レイアウト 11700 5400 1 A4 - 0

24 PS-R11_090_1_0 Fujitsu_9.0inch_
Mark_ON

カスタム
レイアウト 11700 5400 1 A4 - 0

25 PS-R11_095_0_1 Fujitsu_9.5inch_
Mark_OFF

カスタム
レイアウト 11700 5700 1 A4 - 0

26 PS-R11_095_1_0 Fujitsu_9.5inch_
Mark_ON

カスタム
レイアウト 11700 5700 1 A4 - 0

27 PS-R11_100_0_1 Fujitsu_10.0inch
_Mark_OFF

カスタム
レイアウト 11700 6000 1 A4 - 0

28 PS-R11_100_1_0 Fujitsu_10.0inch
_Mark_ON

カスタム
レイアウト 11700 6000 1 A4 - 0

29 PS-R11_105_0_1 Fujitsu_10.5inch
_Mark_OFF

カスタム
レイアウト 11700 6300 1 A4 - 0

30 PS-R11_105_1_0 Fujitsu_10.5inch
_Mark_ON

カスタム
レイアウト 11700 6300 1 A4 - 0

31 PS-R11_110_0_1 Fujitsu_11.0inch_
Mark_OFF

カスタム
レイアウト 11700 6600 1 A4 - 0

32 PS-R11_110_1_0 Fujitsu_11.0inch_
Mark_ON

カスタム
レイアウト 11700 6600 1 A4 - 0

33 PS-R11_115_0_1 Fujitsu_11.5inch_
Mark_OFF

カスタム
レイアウト 11700 6900 1 A4 - 0

34 PS-R11_115_1_0 Fujitsu_11.5inch_
Mark_ON

カスタム
レイアウト 11700 6900 1 A4 - 0

35 PS-R11_120_0_1 Fujitsu_12.0inch
_Mark_OFF

カスタム
レイアウト 11700 7200 1 A4 - 0

36 PS-R11_120_1_0 Fujitsu_12.0inch
_Mark_ON

カスタム
レイアウト 11700 7200 1 A4 - 0

37 PS-R11_125_0_1 Fujitsu_12.5inch_
Mark_OFF

カスタム
レイアウト 11700 7500 1 A4 - 0

38 PS-R11_125_1_0 Fujitsu_12.5inch_
Mark_ON

カスタム
レイアウト 11700 7500 1 A4 - 0

39 PS-R11_130_0_1 Fujitsu_13.0inch
_Mark_OFF

カスタム
レイアウト 11700 7800 1 A4 - 0

40 PS-R11_130_1_0 Fujitsu_13.0inch
_Mark_ON

カスタム
レイアウト 11700 7800 1 A4 - 0

41 PS-R11_135_0_1 Fujitsu_13.5inch_
Mark_OFF

カスタム
レイアウト 11700 8100 1 A4 - 0

42 PS-R11_135_1_0 Fujitsu_13.5inch_
Mark_ON

カスタム
レイアウト 11700 8100 1 A4 - 0

43 PS-R11_140_0_1 Fujitsu_14.0inch
_Mark_OFF

カスタム
レイアウト 11700 8400 1 A4 - 0

44 PS-R11_140_1_0 Fujitsu_14.0inch
_Mark_ON

カスタム
レイアウト 11700 8400 1 A4 - 0

項
番

ヘッダー情報

製本方式

面付け設定

名前 コメント

出⼒シート設定 仕上がり設定
出⼒
シート
の幅

（dot）

出⼒
シート
の⻑さ
（dot）

シート
枚数

仕上がり
サイズ

カスタム
サイズ

配置
する
ページ
の回転
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項
番

ヘッダー情報 配置 その他

名前 コメント
面付け設定（操作パネル）
配置設定（PrintStation）

面付け設定（操作パネル）
その他の設定（PrintStation）

印字面 配置ページ原点
1 PS-R11_035_0_1 Fujitsu_3.5inch_Mark_OFF ⽚面 左上揃え
2 PS-R11_035_1_0 Fujitsu_3.5inch_Mark_ON ⽚面 左上揃え
3 PS-R11_040_0_1 Fujitsu_4.0inch_Mark_OFF ⽚面 左上揃え
4 PS-R11_040_1_0 Fujitsu_4.0inch_Mark_ON ⽚面 左上揃え
5 PS-R11_045_0_1 Fujitsu_4.5inch_Mark_OFF ⽚面 左上揃え
6 PS-R11_045_1_0 Fujitsu_4.5inch_Mark_ON ⽚面 左上揃え
7 PS-R11_050_0_1 Fujitsu_5.0inch_Mark_OFF ⽚面 左上揃え
8 PS-R11_050_1_0 Fujitsu_5.0inch_Mark_ON ⽚面 左上揃え
9 PS-R11_055_0_1 Fujitsu_5.5inch_Mark_OFF ⽚面 左上揃え
10 PS-R11_055_1_0 Fujitsu_5.5inch_Mark_ON ⽚面 左上揃え
11 PS-R11_060_0_1 Fujitsu_6.0inch_Mark_OFF ⽚面 左上揃え
12 PS-R11_060_1_0 Fujitsu_6.0inch_Mark_ON ⽚面 左上揃え
13 PS-R11_065_0_1 Fujitsu_6.5inch_Mark_OFF ⽚面 左上揃え
14 PS-R11_065_1_0 Fujitsu_6.5inch_Mark_ON ⽚面 左上揃え
15 PS-R11_070_0_1 Fujitsu_7.0inch_Mark_OFF ⽚面 左上揃え
16 PS-R11_070_1_0 Fujitsu_7.0inch_Mark_ON ⽚面 左上揃え
17 PS-R11_075_0_1 Fujitsu_7.5inch_Mark_OFF ⽚面 左上揃え
18 PS-R11_075_1_0 Fujitsu_7.5inch_Mark_ON ⽚面 左上揃え
19 PS-R11_080_0_1 Fujitsu_8.0inch_Mark_OFF ⽚面 左上揃え
20 PS-R11_080_1_0 Fujitsu_8.0inch_Mark_ON ⽚面 左上揃え
21 PS-R11_085_0_1 Fujitsu_8.5inch_Mark_OFF ⽚面 左上揃え
22 PS-R11_085_1_0 Fujitsu_8.5inch_Mark_ON ⽚面 左上揃え
23 PS-R11_090_0_1 Fujitsu_9.0inch_Mark_OFF ⽚面 左上揃え
24 PS-R11_090_1_0 Fujitsu_9.0inch_Mark_ON ⽚面 左上揃え
25 PS-R11_095_0_1 Fujitsu_9.5inch_Mark_OFF ⽚面 左上揃え
26 PS-R11_095_1_0 Fujitsu_9.5inch_Mark_ON ⽚面 左上揃え
27 PS-R11_100_0_1 Fujitsu_10.0inch_Mark_OFF ⽚面 左上揃え
28 PS-R11_100_1_0 Fujitsu_10.0inch_Mark_ON ⽚面 左上揃え
29 PS-R11_105_0_1 Fujitsu_10.5inch_Mark_OFF ⽚面 左上揃え
30 PS-R11_105_1_0 Fujitsu_10.5inch_Mark_ON ⽚面 左上揃え
31 PS-R11_110_0_1 Fujitsu_11.0inch_Mark_OFF ⽚面 左上揃え
32 PS-R11_110_1_0 Fujitsu_11.0inch_Mark_ON ⽚面 左上揃え
33 PS-R11_115_0_1 Fujitsu_11.5inch_Mark_OFF ⽚面 左上揃え
34 PS-R11_115_1_0 Fujitsu_11.5inch_Mark_ON ⽚面 左上揃え
35 PS-R11_120_0_1 Fujitsu_12.0inch_Mark_OFF ⽚面 左上揃え
36 PS-R11_120_1_0 Fujitsu_12.0inch_Mark_ON ⽚面 左上揃え
37 PS-R11_125_0_1 Fujitsu_12.5inch_Mark_OFF ⽚面 左上揃え
38 PS-R11_125_1_0 Fujitsu_12.5inch_Mark_ON ⽚面 左上揃え
39 PS-R11_130_0_1 Fujitsu_13.0inch_Mark_OFF ⽚面 左上揃え
40 PS-R11_130_1_0 Fujitsu_13.0inch_Mark_ON ⽚面 左上揃え
41 PS-R11_135_0_1 Fujitsu_13.5inch_Mark_OFF ⽚面 左上揃え
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42 PS-R11_135_1_0 Fujitsu_13.5inch_Mark_ON ⽚面 左上揃え
43 PS-R11_140_0_1 Fujitsu_14.0inch_Mark_OFF ⽚面 左上揃え
44 PS-R11_140_1_0 Fujitsu_14.0inch_Mark_ON ⽚面 左上揃え

項
番

ヘッダー情報 配置 その他

名前 コメント
面付け設定（操作パネル）
配置設定（PrintStation）

面付け設定（操作パネル）
その他の設定（PrintStation）

印字面 配置ページ原点
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項
番

ヘッダー情報 オプション

名前 コメント

面付け設定（操作パネル）
ジョブ
マーク
をプリ
ント
する

コピーマーク
オフ
セット
マーク
をプリ
ント
する

ジョブ
のオフ
セット
設定を
有効に
する

リカバリーマーカー
ページ

ページ⻑
コピー
マーク

切り替
え単位

リカバリー
マーカー
ページを
プリント
する

リカバリー
マーカー
ページに
ジョブマー
クをプリン
トする

1 PS-
R11_035_0_1

Fujitsu_3.5inch
_Mark_OFF なし プ リ ン ト

しない ー なし なし なし なし
面付けの
設定に従
う

2 PS-
R11_035_1_0

Fujitsu_3.5inch
_Mark_ON なし

全シー ト
にプ リ ン
トする

ジ ョ ブ
ご と なし なし なし なし

面付けの
設定に従
う

3 PS-
R11_040_0_1

Fujitsu_4.0inch
_Mark_OFF なし プ リ ン ト

しない ー なし なし なし なし
面付けの
設定に従
う

4 PS-
R11_040_1_0

Fujitsu_4.0inch
_Mark_ON なし

全シー ト
にプ リ ン
トする

ジ ョ ブ
ご と なし なし なし なし

面付けの
設定に従
う

5 PS-
R11_045_0_1

Fujitsu_4.5inch
_Mark_OFF なし プ リ ン ト

しない ー なし なし なし なし
面付けの
設定に従
う

6 PS-
R11_045_1_0

Fujitsu_4.5inch
_Mark_ON なし

全シー ト
にプ リ ン
トする

ジ ョ ブ
ご と なし なし なし なし

面付けの
設定に従
う

7 PS-
R11_050_0_1

Fujitsu_5.0inch
_Mark_OFF なし プ リ ン ト

しない ー なし なし なし なし
面付けの
設定に従
う

8 PS-
R11_050_1_0

Fujitsu_5.0inch
_Mark_ON なし

全シー ト
にプ リ ン
トする

ジ ョ ブ
ご と なし なし なし なし

面付けの
設定に従
う

9 PS-
R11_055_0_1

Fujitsu_5.5inch
_Mark_OFF なし プ リ ン ト

しない ー なし なし なし なし
面付けの
設定に従
う

10 PS-
R11_055_1_0

Fujitsu_5.5inch
_Mark_ON なし

全シー ト
にプ リ ン
トする

ジ ョ ブ
ご と なし なし なし なし

面付けの
設定に従
う

11 PS-
R11_060_0_1

Fujitsu_6.0inch
_Mark_OFF なし プ リ ン ト

しない ー なし なし なし なし
面付けの
設定に従
う

12 PS-
R11_060_1_0

Fujitsu_6.0inch
_Mark_ON なし

全シー ト
にプ リ ン
トする

ジ ョ ブ
ご と なし なし なし なし

面付けの
設定に従
う

13 PS-
R11_065_0_1

Fujitsu_6.5inch
_Mark_OFF なし プ リ ン ト

しない ー なし なし なし なし
面付けの
設定に従
う

14 PS-
R11_065_1_0

Fujitsu_6.5inch
_Mark_ON なし

全シー ト
にプ リ ン
トする

ジ ョ ブ
ご と なし なし なし なし

面付けの
設定に従
う

15 PS-
R11_070_0_1

Fujitsu_7.0inch
_Mark_OFF なし プ リ ン ト

しない ー なし なし なし なし
面付けの
設定に従
う
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16 PS-
R11_070_1_0

Fujitsu_7.0inch
_Mark_ON なし

全シー ト
にプ リ ン
トする

ジ ョ ブ
ご と なし なし なし なし

面付けの
設定に従
う

17 PS-
R11_075_0_1

Fujitsu_7.5inch
_Mark_OFF なし プ リ ン ト

しない ー なし なし なし なし
面付けの
設定に従
う

18 PS-
R11_075_1_0

Fujitsu_7.5inch
_Mark_ON なし

全シー ト
にプ リ ン
トする

ジ ョ ブ
ご と なし なし なし なし

面付けの
設定に従
う

19 PS-
R11_080_0_1

Fujitsu_8.0inch
_Mark_OFF なし プ リ ン ト

しない ー なし なし なし なし
面付けの
設定に従
う

20 PS-
R11_080_1_0

Fujitsu_8.0inch
_Mark_ON なし

全シー ト
にプ リ ン
トする

ジ ョ ブ
ご と なし なし なし なし

面付けの
設定に従
う

21 PS-
R11_085_0_1

Fujitsu_8.5inch
_Mark_OFF なし プ リ ン ト

しない ー なし なし なし なし
面付けの
設定に従
う

22 PS-
R11_085_1_0

Fujitsu_8.5inch
_Mark_ON なし

全シー ト
にプ リ ン
トする

ジ ョ ブ
ご と なし なし なし なし

面付けの
設定に従
う

23 PS-
R11_090_0_1

Fujitsu_9.0inch
_Mark_OFF なし プ リ ン ト

しない ー なし なし なし なし
面付けの
設定に従
う

24 PS-
R11_090_1_0

Fujitsu_9.0inch
_Mark_ON なし

全シー ト
にプ リ ン
トする

ジ ョ ブ
ご と なし なし なし なし

面付けの
設定に従
う

25 PS-
R11_095_0_1

Fujitsu_9.5inch
_Mark_OFF なし プ リ ン ト

しない ー なし なし なし なし
面付けの
設定に従
う

26 PS-
R11_095_1_0

Fujitsu_9.5inch
_Mark_ON なし

全シー ト
にプ リ ン
トする

ジ ョ ブ
ご と なし なし なし なし

面付けの
設定に従
う

27 PS-
R11_100_0_1

Fujitsu_10.0inc
h_Mark_OFF なし プ リ ン ト

しない ー なし なし なし なし
面付けの
設定に従
う

28 PS-
R11_100_1_0

Fujitsu_10.0inc
h_Mark_ON なし

全シー ト
にプ リ ン
トする

ジ ョ ブ
ご と なし なし なし なし

面付けの
設定に従
う

29 PS-
R11_105_0_1

Fujitsu_10.5inc
h_Mark_OFF なし プ リ ン ト

しない ー なし なし なし なし
面付けの
設定に従
う

30 PS-
R11_105_1_0

Fujitsu_10.5inc
h_Mark_ON なし

全シー ト
にプ リ ン
トする

ジ ョ ブ
ご と なし なし なし なし

面付けの
設定に従
う

項
番

ヘッダー情報 オプション

名前 コメント

面付け設定（操作パネル）
ジョブ
マーク
をプリ
ント
する

コピーマーク
オフ
セット
マーク
をプリ
ント
する

ジョブ
のオフ
セット
設定を
有効に
する

リカバリーマーカー
ページ

ページ⻑
コピー
マーク

切り替
え単位

リカバリー
マーカー
ページを
プリント
する

リカバリー
マーカー
ページに
ジョブマー
クをプリン
トする
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31 PS-R11_110_0_1 Fujitsu_11.0inc
h_Mark_OFF なし プ リ ン ト

しない ー なし なし なし なし
面付けの
設定に従
う

32 PS-R11_110_1_0 Fujitsu_11.0inc
h_Mark_ON なし

全シー ト
にプ リ ン
トする

ジ ョ ブ
ご と なし なし なし なし

面付けの
設定に従
う

33 PS-R11_115_0_1 Fujitsu_11.5inch
_Mark_OFF なし プ リ ン ト

しない ー なし なし なし なし
面付けの
設定に従
う

34 PS-R11_115_1_0 Fujitsu_11.5inch
_Mark_ON なし

全シー ト
にプ リ ン
トする

ジ ョ ブ
ご と なし なし なし なし

面付けの
設定に従
う

35 PS-
R11_120_0_1

Fujitsu_12.0inc
h_Mark_OFF なし プ リ ン ト

しない ー なし なし なし なし
面付けの
設定に従
う

36 PS-
R11_120_1_0

Fujitsu_12.0inc
h_Mark_ON なし

全シー ト
にプ リ ン
トする

ジ ョ ブ
ご と なし なし なし なし

面付けの
設定に従
う

37 PS-
R11_125_0_1

Fujitsu_12.5inc
h_Mark_OFF なし プ リ ン ト

しない ー なし なし なし なし
面付けの
設定に従
う

38 PS-
R11_125_1_0

Fujitsu_12.5inc
h_Mark_ON なし

全シー ト
にプ リ ン
トする

ジ ョ ブ
ご と なし なし なし なし

面付けの
設定に従
う

39 PS-
R11_130_0_1

Fujitsu_13.0inc
h_Mark_OFF なし プ リ ン ト

しない ー なし なし なし なし
面付けの
設定に従
う

40 PS-
R11_130_1_0

Fujitsu_13.0inc
h_Mark_ON なし

全シー ト
にプ リ ン
トする

ジ ョ ブ
ご と なし なし なし なし

面付けの
設定に従
う

41 PS-
R11_135_0_1

Fujitsu_13.5inc
h_Mark_OFF なし プ リ ン ト

しない ー なし なし なし なし
面付けの
設定に従
う

42 PS-
R11_135_1_0

Fujitsu_13.5inc
h_Mark_ON なし

全シー ト
にプ リ ン
トする

ジ ョ ブ
ご と なし なし なし なし

面付けの
設定に従
う

43 PS-
R11_140_0_1

Fujitsu_14.0inc
h_Mark_OFF なし プ リ ン ト

しない ー なし なし なし なし
面付けの
設定に従
う

44 PS-
R11_140_1_0

Fujitsu_14.0inc
h_Mark_ON なし

全シー ト
にプ リ ン
トする

ジ ョ ブ
ご と なし なし なし なし

面付けの
設定に従
う

項
番

ヘッダー情報 オプション

名前 コメント

面付け設定（操作パネル）
ジョブ
マーク
をプリ
ント
する

コピーマーク
オフ
セット
マーク
をプリ
ント
する

ジョブ
のオフ
セット
設定を
有効に
する

リカバリーマーカー
ページ

ページ⻑
コピー
マーク

切り替
え単位

リカバリー
マーカー
ページを
プリント
する

リカバリー
マーカー
ページに
ジョブマー
クをプリン
トする
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項
番

ヘッダー情報 用紙/配置/その他 共通

名前 コメント
ページ/マークリスト
おもて ページ/マーク

オフセット位置 ユーザーマーク

1 PS-R11_035_0_1 Fujitsu_3.5inch_Mark_OFF X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

2 PS-R11_035_1_0 Fujitsu_3.5inch_Mark_ON X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

3 PS-R11_040_0_1 Fujitsu_4.0inch_Mark_OFF X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

4 PS-R11_040_1_0 Fujitsu_4.0inch_Mark_ON X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

5 PS-R11_045_0_1 Fujitsu_4.5inch_Mark_OFF X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

6 PS-R11_045_1_0 Fujitsu_4.5inch_Mark_ON X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

7 PS-R11_050_0_1 Fujitsu_5.0inch_Mark_OFF X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

8 PS-R11_050_1_0 Fujitsu_5.0inch_Mark_ON X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

9 PS-R11_055_0_1 Fujitsu_5.5inch_Mark_OFF X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

10 PS-R11_055_1_0 Fujitsu_5.5inch_Mark_ON X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

11 PS-R11_060_0_1 Fujitsu_6.0inch_Mark_OFF X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

12 PS-R11_060_1_0 Fujitsu_6.0inch_Mark_ON X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

13 PS-R11_065_0_1 Fujitsu_6.5inch_Mark_OFF X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

14 PS-R11_065_1_0 Fujitsu_6.5inch_Mark_ON X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

15 PS-R11_070_0_1 Fujitsu_7.0inch_Mark_OFF X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

16 PS-R11_070_1_0 Fujitsu_7.0inch_Mark_ON X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

17 PS-R11_075_0_1 Fujitsu_7.5inch_Mark_OFF X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

18 PS-R11_075_1_0 Fujitsu_7.5inch_Mark_ON X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

19 PS-R11_080_0_1 Fujitsu_8.0inch_Mark_OFF X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

20 PS-R11_080_1_0 Fujitsu_8.0inch_Mark_ON X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

21 PS-R11_085_0_1 Fujitsu_8.5inch_Mark_OFF X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

22 PS-R11_085_1_0 Fujitsu_8.5inch_Mark_ON X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

23 PS-R11_090_0_1 Fujitsu_9.0inch_Mark_OFF X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし
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24 PS-R11_090_1_0 Fujitsu_9.0inch_Mark_ON X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

25 PS-R11_095_0_1 Fujitsu_9.5inch_Mark_OFF X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

26 PS-R11_095_1_0 Fujitsu_9.5inch_Mark_ON X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

27 PS-R11_100_0_1 Fujitsu_10.0inch_Mark_OFF X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

28 PS-R11_100_1_0 Fujitsu_10.0inch_Mark_ON X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

29 PS-R11_105_0_1 Fujitsu_10.5inch_Mark_OFF X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

30 PS-R11_105_1_0 Fujitsu_10.5inch_Mark_ON X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

31 PS-R11_110_0_1 Fujitsu_11.0inch_Mark_OFF X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

32 PS-R11_110_1_0 Fujitsu_11.0inch_Mark_ON X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

33 PS-R11_115_0_1 Fujitsu_11.5inch_Mark_OFF X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

34 PS-R11_115_1_0 Fujitsu_11.5inch_Mark_ON X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

35 PS-R11_120_0_1 Fujitsu_12.0inch_Mark_OFF X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

36 PS-R11_120_1_0 Fujitsu_12.0inch_Mark_ON X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

37 PS-R11_125_0_1 Fujitsu_12.5inch_Mark_OFF X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

38 PS-R11_125_1_0 Fujitsu_12.5inch_Mark_ON X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

39 PS-R11_130_0_1 Fujitsu_13.0inch_Mark_OFF X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

40 PS-R11_130_1_0 Fujitsu_13.0inch_Mark_ON X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

41 PS-R11_135_0_1 Fujitsu_13.5inch_Mark_OFF X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

42 PS-R11_135_1_0 Fujitsu_13.5inch_Mark_ON X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

43 PS-R11_140_0_1 Fujitsu_14.0inch_Mark_OFF X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

44 PS-R11_140_1_0 Fujitsu_14.0inch_Mark_ON X:0.4inch
Y:0.0inch

設定なし

項
番

ヘッダー情報 用紙/配置/その他 共通

名前 コメント
ページ/マークリスト
おもて ページ/マーク

オフセット位置 ユーザーマーク
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付録 I マー ク印刷
本装置ではコ ピーセパレーシ ョ ン マー ク のみ使用でき ます。 従来装置（PS5600C）で対応し ていたジ ョ ブセパ
レーシ ョ ン マー クは使用でき ませんので、 コ ピ ーセパレーシ ョ ン マー ク で代替し て く だ さ い。
ま た、 本装置では コ ピーセパレーシ ョ ン マー ク のマー ク印刷が従来装置（PS5600C）と異な り ますので、 印刷
済の用紙を仕分けする際、 用紙カ ッ ト位置を間違えないよ う にご注意 く だ さ い。

表 I.1 用紙仕分け時のカ ッ ト位置

*1: 印刷デー タ の切り替わ り（ジ ョ ブや SYSOUT フ ァ イ ルの単位）に合わせ、 コ ピーセパレーシ ョ ン マー ク の印刷あ り ・
な し で切り替わ り ます。 本装置か ら プ リ ン タ ー装置へ分割し て送信される送信フ ァ イ ル単位で コ ピーセパレーシ ョ ン
マー ク の本数は 1本、2本で切り替わ り ます。本数が切り替わ っ ても 1 つのジ ョ ブや SYSOUT フ ァ イ ルの可能性があ り
ます。

図 I.1 コ ピーセパレーシ ョ ン マー ク の差異イ メ ージ

装置 カット位置
従来装置 マークの本数が変化した箇所
本装置 マーク印刷のあり・なしが変化した箇所（*1）
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